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			ギルドのチートな受付嬢⑦

			夏にコタツ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　サトモトアイ＋新垣 至（REVOdesign）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			序章

			第１章　悩み

			第２章　祭り

			幕間

			第３章　魔物

			終章　旅の終わる場所

		

	
		
			　

			序章

			　

			　そこは、リュネヴィルにあるギルド支部の一室。

			「あ、あの、わた、わ、わた、わた」

			　まるで肉食獣の前に放り出された小動物のように、リスの獣人である少女はぷるぷると震えていた。

			　とはいえ、その震えは緊張からくるものであって、恐怖によるものではない。

			「取り敢えず、お茶を飲みましょう」

			「へぁっ!?　ふぁ、ふぁいっ！」

			　手の揺れで零(こぼ)れるのではとも思ったが、奇跡的にカップの紅茶は零れることはなかった。

			　そして一口。

			「あ、おいしい……」

			　先程までの緊張はどこへやら。

			　オレンジフラワーを主としたハーブティーの効果が早速出たらしい。

			　勿(もち)論(ろん)イリアのスキルによって効果が増幅された結果でもあるのだが、リスの少女は精神的な影響を受けやすい体質のようだ。

			「この面接は為人(ひととなり)を見るもので、合否にはほとんど関係ないから安心してください」

			「そ、そうなんですか？」

			　少女と対面して座るイリアは、分かりやすいようゆっくりと首(しゆ)肯(こう)する。

			　この面接は、イリアが面接によって為人を見る……という体裁をとって、洗脳や暗示といった好ましくない影響を確認、可能であれば取り除くのが本当の目的だった。

			「よっぽど酷(ひど)い人じゃなければ仮採用して、現場での対応を見ます。本採用になるかどうかはそこでの判断ですね」

			「へぇ～」

			　心の底から感心したというように、少女は感嘆の声を漏らす。

			「落ち着いたようですし、少し話を聞かせてくださいね」

			「は、はい！」

			　緊張ではなく意気込みから少し強張り気味の少女を微(ほほ)笑(え)ましく思いながら、イリアは訊ねる。

			「では、志望動機からですね」

			　これも、ほとんど面接の体裁を整える意味しかない質問だ。

			　給料が良かったから。賄いが美味(おい)しそうだったから。ギルド員だったから、その知識を生かして。ただ何となく。

			　当然ながら、スパイとして潜入してきた者が正直に言うことはないが、結局のところ、どのような志望動機であっても適性がなければ仮採用の段階で辞めるため、あまり重要な質問ではなかった。

			　それを知る由(よし)もないが、リスの少女ははっきりと、むしろ堂々とすら言える声で回答する。

			「制服が可愛かったからです！」

			「そうですね。きっと貴女にも似合うと思いますよ」

			　彼女の年齢を考慮すれば、至極真っ当、健全な志望動機だった。

			　イリアの言葉にも嘘はなく、照れながらも喜ぶ少女との面接は、それ以降特に問題もなく完了する。

			「――では、ここまでで何か質問はありますか？」

			　実際に言われても答えにくい質問だが、いざ面接官となると、このようにしか聞けないのがもどかしいところ。

			　特にありません。いつも通りそう返ってくると予想していたイリアだが、それは外れ、少女はどこか迷うような素振りを見せる。

			　明らかに、訊ねていいかを図りかねている、といった様子だ。

			「疑問があるのでしたら、なんでも結構ですよ」

			　これまでの会話で打ち解けた成果か、少女は少し安心した様子で「疑問、というわけでもないんですが」と切り出した。

			「イリアさんは、どうして受付嬢になったんですか？」

			　それは、何度も聞かれてきた問いかけだった。

			　能力が見合わない。望めばもっといい待遇の場所がある。

			　概ねそういった考えが裏にあるが、その一切を否定して、イリアはいつもの笑顔のまま返答する。

			「住み込みで働けたからですよ」

			　嘘ではない。

			　だが、全てでもない。

			　全てを言うつもりもない。

			　望んだ答えではなかったのか、どこか残念そうな少女と共に部屋を出る。

			　扉を出てすぐの壁際に並べられた椅子には数人が座り、自分の順番を待っている。

			「では次の方――」

			　いつも通りの笑顔を浮かべ、イリアは面接の業務を熟(こな)す。

			　――思えば、いつの間にか面接する側になっている。

			　ここにやってきた時の事はあまりいい思い出ではないが、それを少し、感慨深く思う自分がいた。

		

	
		
			第１章　悩み

		

	
		
			「やばいなぁ……」

			　呟(つぶや)くイリアの手には、粉々になったドアノブの残(ざん)骸(がい)があった。

			　二重の極みを使ったわけではない。

			　何のことはない、意識することもないドアの開閉で、気付けば粉々になっていた。

			　際限なく上がり続けるステータスの弊害。

			　少し力加減を間違えただけで物を破壊してしまう事故に、イリアはうんざりしていた。

			「どげんかせんと」

			　出身地でもない方言で焦る心を茶化しながら対策を考える。

			　すぐに思い付いたのは、ステータスが下がる魔術を自分にかけること。

			　しかしその場合、自身の魔法抵抗力を下げなければならず、いくつもの過程を踏むその作業を魔術が解ける度に施さなければならない。

			（うん、無理！）

			　必要に迫られれば吝(やぶさ)かではないが、日常的に行うには面倒くさいにもほどがある。

			　となれば、思いつくのは身体能力を下げる、いわゆるデバフ系統のアイテム。

			　薬はイリアの能力で無効化してしまうため、それを抑えてしまうと予期せぬ毒などに見舞われる可能性がある。そうなると、装備が第一候補となる。

			　だが、イリアの身体能力を適度に下げるような装備は、「身体能力を下げるような装備、知りませんか？」と聞いてすぐに答えが返ってくるような代物でもない。

			（作っちゃうとか？　……いや、駄目か）

			　意図するだけの効果を付与することにも試行錯誤が必要で、それだけの経験値があればその間にも力が増してしまうだろうことは想像に難くない。

			　どうしたものか。

			　そう考えた次の瞬間には答えを導き出せるのは、チートの為せる業、だろうか。

			「星の記憶使えばいいんだ」

			　スキル【星の記憶】。

			　その名の通り星の記憶に意識を接続し、その星で起きた、または存在した全ての事象を検索、閲(えつ)覧(らん)することが可能となる。

			　ただし、このスキルにはいくつかの制限と、その発動に伴う反動がある。

			　制限は、スキルレベルによって得られる情報の範囲や深度が変わる、というもの。

			　そもそも、星の記憶に接続すると一言で言っても、正確には「対象座標に蓄積された情報に接続する」となる。

			　イリアのようなスキルレベルが上限に達している者が使えば、そのスキル名の通り、星全体に意識を繋ぐことも可能だが、スキルレベルが最も低い者では、立っている場所から手が届く範囲という程度。

			　深度の差も、イリアが星の誕生から可能であるのに対して、レベルが低い者は二十四時間以内とまさに桁違い。

			　事件の捜査などでは低レベルのものでも有用だろうが、所持する人間の希少性や、前に挙げた反動が問題となってくる。

			　力の発動には、その効果の大きさに見合うだけの反動が伴う。

			　その形は痛みであったり、精神への負荷であったり、記憶障害など様々だ。

			　そうしたことが起きるのは、抽出した際に叩きこまれる情報のあまりの膨(ぼう)大(だい)さに、ヒトの脳が耐えられないからだ。

			　事実として、過去にこのスキルをもった人物がたった一回の検索によって死亡したこともあった。

			　血と知識によってこのスキルを得る術(すべ)を持ち得ていた一族は、数多くの、それこそ一族の血が途絶えかねないほどの犠牲によって、即死せずにスキルを行使できる権利を得た。

			　しかし、それでも運が良くて二回まで。

			　三回スキルを使おうものならば、確実な死が訪れた。

			「じゃあ……星の記憶発動っと」

			　そんなスキルを、イリアは事もなげに行使する。

			　自身の望む情報を一度に全て知覚しうるイリアだが、その表情に変化はない。

			　むしろ見つからないことにむくれて眉(まゆ)を顰(ひそ)め、二度、三度と検索を変えていく始末。

			　あまりに理(り)不(ふ)尽(じん)。

			　それを許すのがチートである。

			（あった。けど効果が微妙……って、うわぁ……）

			　情報を見つけ、しかしイリアはさらに眉を顰めた。

			　見つけた装備には、巫女の枷(かせ)という名前が付けられていた。

			　その装備は身体能力を下げる効果を持つものの、期待したほどの下げ幅ではない。だが、それは鍛えて増幅させてしまえばいいだけのこと。

			　イリアが不快に思ったのは、その用途。

			　装備名の巫女とは、生贄であることを指していた。

			　守り神に捧げる人身御供。

			　脳裏に浮かんだ過去の記憶を、僅(わず)かに頭を振って振り払い、イリアはすぐその村に向かうことにした。

			　星の記憶によれば、次の巫女が奉げられる日は、近い。

			　

			　

			「いやぁ助かりましたぁ」

			　眉(まゆ)を見事なまでに八の字にしながら力なく笑う女性……いや、少女と言って差し支えない容姿の女の子は、服のあちこちに泥をつけ、満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)といった様子だ。

			　彼女が御者を務めていたらしい馬車は無事だが、通りすがりのチートエルフがいなければ魔物の餌食になっていたことだろう。

			「……一応聞きますけど、護衛の方は？」

			「いやぁ、自力でイケる！　って思ってたんですけどね～」

			「だから雇おうぜって言ったのに……」

			　憮然とした態度で言い放つ少年は、少女を睨(ね)めつける。

			　身体のあちこちに傷をつけ、それでも健在ではあるのだが「助けが無かったら」という考えは拭(ぬぐ)えなかったのか、魅了対策の仮面を着けたままのイリアに頭を下げていた。

			　そもそもの話、腕に覚えがあるにしても、行商は荷物を守らなければならないのだから、一人前の実力があるだけでは足りない。

			　勢いで行商を始めたようにも見えるが、馬車の様子は中古の安いものを買ったというよりは、良いものを長年続けて使っているうちに少しくたびれてきた、という表現がしっくりくる。

			　何か理由でもあるのだろうか。

			「で、でも結局あんただって同意したじゃに！」

			「反論したいならせめて噛(か)むなよ……」

			　同じカッパーベージュの髪色と、ふんわり波打つパーマ具合。濃い緑の瞳(ひとみ)や顔立ちの雰囲気などが似ていることを考えると、姉弟だろうか。

			「そもそも行商ってのがアレなんだよ。親父たちだって採算が合わないってやめたんだぜ？」

			「アレとか言われてもわかりませんーだ」

			「ガキか！」

			「ガキはあんたでしょ！　私の方が三歳も年上なんだからね！　覚えとけ！」

			「知ってるよ！　知ってるけどそうじゃねぇよ！」

			　これまでの鬱(うつ)憤(ぷん)が爆発したのだろう。

			　ギャーギャーと口論……というより口ゲンカを始める二人。

			「……でも護衛なんて雇ったら赤字だし……」

			「……分かってるよ。だから俺も同意したんだし……」

			　かと思えば、どんよりとした空気を醸(かも)し出していた。

			　見事なシンクロニシティ。

			　なんというか、見ていて飽きない姉弟だった。

			「ああ、赤字で思い出した。お面の方(かた)にお礼しないと」

			　なんという嫌な思い出し方だろう。

			　助けてくれた相手が怪しさ満点、仮面をした人間でも、しっかりお礼をするという律義さは素晴らしいが、報(ほう)酬(しゆう)を出せば赤字になるという事実は伏(ふ)せて欲しかった。

			「い、いえ……結構です」

			「え、で、でも、……なんか、すいません」

			「いえ……」

			　せめて口に出さなければ美談にできたのに、その言葉があるおかげで、お互い残念な気持ちになってしまう。

			「そ、そのお面とっても個性的ですね！　禍(まが)々(まが)しいというか、おどろおどろしいというか！」

			「姉貴もう黙っとけよ！」

			　商人が言葉選びを間違えてはいけない。

			　今後が不安になったのか、少年の声は切実だった。

			　叱られた子犬のようにしょんぼりと肩を落とす少女に代わり、少年が前に出る。

			「あー……、すんません、姉貴に悪気はないんです。……バカなだけで」

			「いえいえ。ある意味、鋭いと思いますし」

			　言いながら取り外した〝愚者の仮面〟は、笑みを浮かべたような貌(かたち)をしている。

			　一見すると道化師のような不気味さはあるが、禍(まが)々(まが)しさなどを感じたのであれば、それは仮面が持つ呪いによるものだろう。

			　頭部由来の魅了を打ち消す。その効果は本来であれば他者に不快感をもたらすものであり、イリアだからこそ相殺に留まっていた。

			　普段は他のスキルによって抑え込んでいるが、余(よ)計(けい)な手間を省くため、手を抜かない戦闘時には身に着けるようにしていた。

			「！」

			　露わになった容姿に少年は目を見開き、

			「こんなところでなにしてるの！」

			　少女は憤(いきどお)った。

			「は？」

			　どう考えても少女とは初対面だ。

			　誰かと間違えているのだろうか。

			　その言葉に戸惑ったのは、イリアだけではない。

			「おま、何言って――」

			「仲間も護衛もつけずにいるなんて、正気!?」

			　自己紹介ですか？

			　とブーメランの直刺しに呆気にとられるイリアだが、少年はもっと困惑していた。

			「……姉貴、頭大丈夫か？」

			「何言ってんの！　こんな美少女だよ!?」

			　何言ってんの、はこちらのセリフだ。

			　そう返す間もなく少女は続ける。

			「いい？　美少女っていうのは世界の財産、宝なんだよ！」

			「おい……」

			「こんな美少女を失ったら世界にとっての損失なんだよぉ！」
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			　その結末を思い浮かべたのか、少女はわなわなと震えながら頭を抱えた。

			　少年も、そんな姉を見て頭を抱えた。

			「えっと……」

			　見ていて飽きないが、さすがに魔物の死骸だらけの場所で野宿するつもりはない。

			「取り敢えず片付けて、先に進みませんか？」

			　

			　

			　戦闘で散らばったあれやこれやを片付け、ようやく落ち着いた二人とイリアは自己紹介を交わした。

			　少女はモードリン・ロトサー、少年はイェンス・ロトサー。

			　言葉の端々から分かっていたことだが、二人は姉弟だった。

			「父親はやめたと仰っていましたけど、モードリンさんたちはどうして行商を？」

			「長くて呼びづらいでしょうし、レーナでいいですよー」

			　にこにこと友好的なモードリン（以下レーナ）。

			　なぜモードリンがレーナ？　と思わなくもないが、リン（lene）が変化したと思えば、ウィリアムがビルと呼ばれるよりはよほど納得できる、と考えることにした。

			　そんなイリアはさておき、先の言葉通り、本当に美少女が好きなのだろう。

			「イリアちゃんかぁ、かわいいなぁ、ぐへへ」

			　ニコニコ笑顔がやばめに歪(ゆが)んだ瞬間、ゴン、と鈍い音がした。

			　イェンスの鞘に収まった剣が、レーナの頭に直撃した音である。

			「ったーい！　剣は家族を殴るためにあらずー！」

			「その家族の恥になることすんなや。イリアさん引いてるじゃねえか」

			　この程度なら序の口ですよ。

			　そう思ったイリアだが、口にするのはやめた。

			　暗にレーナの行動を肯定してしまうと、イェンスの負担が増えそうだったからだ。

			　面白くなるかもしれないが、それはさすがに忍びない。

			「そうそう、私たちが行商を始めた理由なんですけどー」

			「あ、はい」

			　急な話題転換にイリアが目を瞬かせる一方で、日常茶飯事なことらしく、イェンスは小さく溜(ため)息(いき)を吐いていた。

			　先程の説教も諦(あきら)めたらしいが、そんな弟には目もくれずレーナは語る。

			「それが酷(ひど)いんですよ！　年寄連中のおっさんが寄ってたかって、幼気な姉弟をのべつ幕無しと――」

			　云々。

			　簡単にまとめると、父親が急逝したため家業を継ぐことにしたが、年端も行かない子供では何もできないだろうと一旦屋号の取り扱いを停止し、別の店で修業することを勧められた。

			　実際に傭(よう)兵(へい)ギルドに所属して討(とう)伐(ばつ)依頼などを熟(こな)していた彼女からしてみれば、その言葉は侮(ぶ)辱(じよく)に近く「いいもん、ちゃんとやってみせるから」と半ば飛び出すように行商を始めた。

			　因(ちな)みに、イェンスはその場におらず、突然姉から「行くよ！」と告げられ今に至る。

			（それでいいのか弟よ）

			　いや、姉のことをよく理解しているが故に、一人で行かせれば野垂れ死ぬと分かっていたのだろう。結局彼に付いていくほかに選択肢はない。

			　弟上位に見えて、実は姉の思うがまま。

			　恐るべし天然少女。

			　ともあれ、事情は理解した。

			　イリアの目に映っている情報からも、彼女たちが嘘を言っているとは思えない。

			「因みに、目的地はどこですか？」

			「この先の山を越えたところに、ガエラって村があるんですよー。そこに行こうと思ってて」

			　知ってた。

			　そう口にこそしなかったものの、自然は豊かだが切り立った崖の多いこの辺りには集落という集落がなく、向かうとすればその村しかない。

			「私もそちらに行くので、一緒に行きましょうか？」

			「え、いいんですか!?　お願いしますー！」

			「……お願いします」

			　迷う素振りのない即答に不安を覚えるが、ギルドで討(とう)伐(ばつ)依頼などを熟していたのであれば、このあたりの判断をいい加減に済ませるはずもない。

			　勢いに任せて護衛もつけずにいたことは反省したのだろうと思うことにして、イリアは改めて歩みを進めた。

			「……護衛の依頼料は、村での売れ行きを見てってことでもいいですか？」

			「うーん……護衛というより、行き先がたまたま一緒だったから同行した、というのは駄目ですか？」

			「さすがに全く払わない、というのは、商人としてあるまじきことだと思ってます」

			　二人のやり取りを、「ぶー」と頬を膨(ふく)らませながら眺めるばかりのレーナ。

			　自分より弟の方が長く会話をしていることも妬(ねた)ましいが、規定に則って払えばいいとも言えないもどかしさ。

			　行商とは、基本的に転売だ。

			　仕入れたものを、必要とする場所に運ぶことで少しでも価値を上げ、利益を出す。

			　行く先々で売れそうなものを仕入れることで、荷物がない状態の無駄な移動を極力なくす努力も欠かせない。

			　時期が悪ければ売れ残り、損をする。

			　定期売買や数量指示売買などの契約を結ぶことができるものとなれば話は別だが、それらが可能な商人は、たいてい主力となる商品を抱えているもの。

			　人脈や技術といった要素もあるに越したことはないが、新たにそういった品物を得ようとするならば、最も必要なものは資金だ。

			「世の中カネだなぁ」

			「……いきなり俗っぽいこと呟(つぶや)くなよ。引くだろ」

			「えーっと、別にそこまでお金に困ってるわけじゃないので――」

			　ふと零(こぼ)れたレーナの呟(つぶや)きに対する二人の反応に焦ったのは、彼女自身だった。

			「ああ！　違うんです！　イリアさんが金の亡者とか結局お金かとか、そんなこと思ったわけじゃなくてー！　ギャー!!」

			　誤解を解くつもりが、これではまるで本当にそう思っているようではないか。そう焦った末に悲鳴を上げたレーナに、イリアは苦笑する。

			　全てを理解して呆れている弟同様、イリアとしても、レーナに対してそんなことを言う印象はないが、なぜそのネガティブさを行商時の警戒心に結び付けなかったのかは疑問だった。

			「イリアさんはどうしてガエラへ？」

			「私たちはガエラで祭りがあるって聞いて行くことにしたんです！　お祭りなら色々と入用になるし、お財布の紐も緩(ゆる)みますし！」

			　名案でしょうと言わんばかりに得意げなレーナ。

			　確かにその通りではあるのだが、他の人も同じように考えるのではないか、他に行く人がいないのなら相(そう)応(おう)の理由があるのではないか、という疑問もイリアは抱いてしまう。

			　同じように考えていたのか、イェンスは小さく息を吐いて、補足する。

			「イリアさんは知ってるかもしれませんが、商業ギルドが管轄する行商は、地区の規模によって担当できる人数が制限されてるんです」

			「また難しいこと話しだしてぇ」

			「いや難しくねぇ……おい姉貴。覚えてるよな？」

			　問われた瞬間、レーナの身体がビクッと揺れた。

			　目は泳ぎ、「覚えてるよ？　当然じゃない！」と答える声は震えている。

			「私は覚えてるから、あんたがちゃんと覚えてるか確かめてあげる！」

			「うっぜぇ」

			「弟が辛辣すぎる」

			　さめざめと泣く姉を他所(よそ)に、弟はイリアに向き直る。

			「それでですね、ちょうど引退した人がいる区画に登録したんです。……ほとんど乗せられる形だったみたいですけど」

			　ジロリと視線だけで睨(ね)めつけると、スッと視線を逸らすレーナの動きは淀(よど)みがない。

			　一体どれだけ同じようなやり取りをしてきたのだろう。

			　洗練されたその動きは、格闘術で言えば達人の域。褒(ほ)めることは全くできないのが悔やまれる。

			「制限されても、儲かるなら勝手に行こうとする人がいそうなものですけど」

			「そういう人もいるみたいですけど、商業ギルドのルールを守れば色々な特典があって――」

			　と、会話をしているうちに辺りが暗くなり始め、三人は野宿をすることにした。

			　そして翌日。

			　ようやく山を越えたところで、イリアは違和感を疑問に変えた。

			（……魔物が少ない）

			　ギルドによる討(とう)伐(ばつ)が行われた後だとしても、あまりに画一的すぎる。

			　イリアのように広域を認識しているのであれば話は別だが、もし同時に討(とう)伐(ばつ)が行われていたとしても、もっと歪(いびつ)に……それこそ、今イリアが知覚しているように、真円に近い形にはならないはずだ。

			「……朝ごはん少なかったかな」

			「姉貴じゃねえんだから」

			「私のお腹が自重するとでも？」

			「……しませんね」

			「敬語になった!?」

			　変に考えているところを見せると、二人はすぐに冗談のような会話を始めてしまうらしい。

			「なんでもありませんよ。まだ少しあるみたいですし、行きましょう」

			「はい」

			「はーい」

			　護衛役を兼ねているとはいえ、柔軟性の高い姉弟だった。

			　

			　

			　辿(たど)り着いた村は、緑の深い山間にある集落だった。

			　一軒一軒が離れている散居村と呼ばれる形態で、魔物という獣(けもの)以上に明確な危険が存在するこの世界では非常に珍しい様式だ。

			　イリアの索敵ではそれなりの戸数が確認できたが、人口は多くとも５００人に満たないだろう。

			　限界集落というわけではないらしく、できるだけ警戒されないようイリアとレーナが先に歩いて近づくと、子供たちが群がった。

			「お姉ちゃん旅のひとー？」

			「ぎょうしょうにんじゃないよな！　おっちゃんじゃないし！」

			「きれ～……」

			「どうして耳長いの？」

			　こんなに警戒心が薄くて大丈夫なんだろうか、と心配になるような懐き具合だ。

			「……きれいってのは姉貴のことじゃないからな」

			「わかってるよ……わかってるよ！」

			　それでも複雑な感情は抑え込み、レーナは笑顔を浮かべて子供たちと視線の高さを合わせる。

			「私たちも行商なんだ。よろしくね」

			「へんっ！　やだね！」

			「コイツ……ッ」

			「子供にムキになってどうすんだよ……あ、コラっ」

			　珍しさからか、イェンスの剣に手を伸ばした子供の手を、彼は咄(とつ)嗟(さ)に払ってしまった。

			　それは下手に触ると危険だから、という純然たる善意であり、彼に悪意はない。

			　しかし、子供にしてみれば、拒絶された意味が理解できず、

			「ひっ、ひぐっ……」

			　決壊寸前。

			「剣は危ないからねー」

			　しかし、頭を撫(な)でながら笑顔を見せることで子供の恐怖や不安を拭(ぬぐ)い去ったイリアは、子供たちに向き直る。

			　子供を大人しくさせるには、オモチャかお菓子をあげるに限る。

			「なにこれ！」

			「甘いお菓子だよ。固いから、噛(か)まずに舐めてね」

			　イリアは言いながら包みを剥(は)がし、玉状の飴を口に入れた。

			　毒は入っていないという証のためにとった行動だが、見もせずに口に入れた子供もおり、人を疑うことを知らない無(む)垢(く)さに苦笑する。

			「あまーい！」

			「なんだこれ！　……なんだこれ!!」

			　子供たちはイリアの心配など微(み)塵(じん)も察することはなく、喜びに目を輝かせ、頬を上気させている。

			（後で大人の人たちに言ってもらえばいいっか）

			　大人しくなるどころか一層纏(まと)わりつくようになってしまった子供たちの一人が、思い出したように問いかける。

			「姉ちゃんはおまつりに出るから村に来たの？」

			「お祭り？」

			「うん。守り神さまに選ばれた、みこのお姉ちゃんをたたえるおまつり？　をやるんだ！」

			「でもそれって明後日だよ？」

			「じゃあ村に泊まってくんだ！」

			　あれよあれよと会話が転がっていく中で、イリアは先程の言葉を考えていた。

			　守り神に選ばれた巫女を讃えるお祭り。

			　人身御供であれば、最後の晩餐と言ったところだが、

			（子供たちは、純粋に楽しみにしてるっぽい）

			　本当に守り神なのだろうか。

			　思い出すのは、奇妙にも思える魔物の少なさ。

			（ちゃんと調べてみよう）

			　星の記憶に間違いはないだろうが、村との関係性など、一度調べてみるべきだろう。

			　そんなイリアたちの前に、ようやく村の大人が姿を現した。

			　時間的に働いている最中であったため、子供たちしかいなかったらしく、大人たちの手には狩ってきたらしい鹿が一頭。

			「……珍しいな。旅人か？」

			　ギルド関連の言葉が出てこない辺りが、ギルド支部も近くに存在しない村らしい。

			　彼女の耳に触れないところを見るに、自分たち(普人)とは異なる特徴を持つ人間が存在することは知っているが、その種族や性質などは認知していないようだ。

			「あ、私たちは行商で来ました！」

			「ほう……」

			　背後にある馬車を一(いち)瞥(べつ)して、その言葉の信憑性を確認したのだろう。

			　レーナたちから視線を外し、男性はイリアを見遣る。

			　さすがに毛色が違い過ぎたか、同じ行商人とは思わないようだ。

			「彼女たちとは途中で会って、護衛を兼ねて同行してきました」

			「ふむ……。村に何か目的が？」

			「ちょっと世界を回っていまして。少しこの辺りに滞在できたらと思っているのですが、何かお困りのことはありませんか？」

			　何をしているか分からない人間よりも、目的のはっきりしている人間の方が抱かれる不信感は少ない。

			　そう考えての質問だったが、返ってきたのは素っ気ない言葉。

			「……俺たちに聞かれても困る。奥に進めばでかい家がある。そこにいる村長に聞いてくれ」

			　と、言葉少なに大人たちはその場を去っていった。

			　子供たちの態度とはまるで真逆。

			　しかし子供たちが不審に感じている様子はなく、その態度が普段のもの、もしくは来訪者に対してのものということなのだろう。

			　どうします？　と姉弟に視線を投げかけると、彼女たちも向かうと首(しゆ)肯(こう)を返した。

			　しかし、それに待ったをかける者たちがいた。

			「村長のとこいっちゃうのー？」

			「それより話聞かせてくれよ！　世界をまわってんだろ！」

			「わたしも聞きたい！」

			「あ、私も！」

			　子供たちに同調して弟に呆れられているレーナはさておき、なんでこんなに懐いてるんだ、とイリアは苦笑する。

			「村長さんと少しお話したらね。すぐ終わるだろうし、ちょっと待っててね」

			　子供対策第二弾。

			　それでもブーブーとむくれる子供たちに、柔らかいゴムボールをあげて意識を逸らすことに成功したイリアは、辿(たど)り着いた一際大きな家を訪れた。

			　

			　

			「ごめんください」

			　そう声をかけるのと、内から玄関に人が現れたのはほぼ同時。

			　当然出迎えの人間ではなく、この村の中にあって異質な装いからも、この家の人間ではないことが窺(うかが)えた。

			　その人物……男性の服装は、この世界で最も信仰されている宗教、ラトヴェスター教の人間が着るもの。それも一般的なものではなく、ほんの僅(わず)かに豪華な装いだ。

			　男性の表情は優れず、あまりいい話をしていたわけではなさそうだ。

			　イリアが男性を見てそんなことを考えていたように、男性もイリアを見て何かを考えたらしく目に揺らぎが見えたが、それをはっきりと顔に出すことはなかった。

			　一瞬だが耳に目が行ったので、それは十中八九、エルフであることに気付いた故の動揺だろう。

			　察した上でそれを表に出さなかったのだから、単なる配慮であって欲しいとイリアは思う。

			「あの人、たぶんここから一番近い街の教会の人だと思います」

			「？」

			　イェンスの言葉の続きを訊(き)こうとした矢先、別の足音が聞こえた。

			　所謂(いわゆる)女中だろうか。

			　イリアたちの来訪を認めて会釈し、彼女が奥へと向かった後に現れたのは、初老の男性。

			「おや、初めてお見掛けすると思うが、どなたかな？」

			　声音と表情こそ柔らかく、人好きのしそうな様子だが、その目は見定めるような色をしていた。

			　余所者なのだから当然か。

			　特に気分を害するわけでもなく、三人は物々しくならない程度に居住まいを正し、彼の問いに答えた。

			「私はモードリン・ロトサーと言います、あ、行商です、新しく担当になって、ご挨拶に」

			「同じく、イェンス・ロトサーです。こちらが商業ギルドの許諾証です」

			　まだ話してたのに。失言して初めから躓(つまず)きたくねーだろうが。

			　無言で交わされる姉弟の視線。

			　そんな応酬には気付かず、受け取った許諾証をざっと眺めるように視線を流した村長は、まだ紹介の済んでいないイリアへと視線を向けた。

			「私は、傭(よう)兵(へい)ギルドに所属しているイリアと申します。世界を見て回る旅をしている最中で、ここに立ち寄りました」

			「……なるほど、三人ともお若いのにしっかりしていらっしゃる」

			　ある意味賭けではあったが、イリアの口からもギルドという言葉を聞いた瞬間、彼が警戒心を緩(ゆる)めたのが分かり、イリアは内心でホッとする。

			　基本的に、国や種族を違わず人々のために行動するギルドだが、全ての人間が聖人君子では有り得ないのだから、問題が起きることも少なくない。

			　大きな都市からかなり離れているとはいえ、この村は思った以上に人口が多い。

			　にもかかわらず、ギルド支部が存在しないのだから、村かギルド、或(ある)いはその両方に、支部を置けない理由があると考えた方が自然だ。

			　少なくとも、隔意があるわけではなさそうだ。

			　重要な情報を一つ手に入れたことに安(あん)堵(ど)しつつ、イリアは言葉を続ける。

			「ロトサーさんたちと違い、ただ滞在するというのもバツが悪いので、何かお役に立てたらと思い、こちらに伺った次第です」

			　イリアの言葉を精査しているのか、「ふむ」と一拍置いて、男性は頷(うなず)いた。

			「分かった。持ち寄られた商品に関しては後程確認するとして……、イリア殿に聞くが、君は何が得意かな？」

			　取り敢えず一通りのことはできる。

			　そう答えても、相手は困ってしまうだろう。

			　夕飯何にする？　と聞かれて、何でもいいよ、と答えてしまうようなものだ。

			　就活の質問でも同じ――そう考えかけて、イリアは思考を止めた。

			　なぜ好き好んで心身ともに疲(ひ)弊(へい)して、お祈りが死刑宣告のように思えていたあの苦しい頃を思い出さなければならないのか。

			（楽しいことを考えよう）

			　そう結論付けるイリアだが、待っているのは人身御供の調査という重苦しい問題だった。

			　死が常に傍(そば)にある名探偵でもなければ、楽しさの欠片もない。

			「狩り、家事、音楽などであれば、お役に立てると思います」

			「なるほど」

			　お祭りであれば食事は多いに越したことはなく、準備に忙しい状況であれば家事もままならないかもしれない。

			　音楽も、祭りに参加すると考えれば適切だろう。

			　ある程度想定しても、どれであっても問題はない。

			「では、それらを手伝ってもらおうかの」

			　全部かよ。

			　何でもできます、と虚勢を張ってみたら、無茶ぶりが返ってきたようなものである。

			　とはいっても、イリアの能力であれば、無茶ぶりではないのだが。

			（選り好みする生意気なやつ、なんて思われたくなかったんだよ……）

			　狩り、家事、音楽、それぞれの担当となる者の名前を聞いて、面会は終わった。

			　話とは全く関係のないところで思わぬダメージを被ったイリアだが、本当に待っていたらしい子供たちの無邪気な笑顔に、いくらか心が洗われるようだった。

			　

			　

			　交渉などに口を出すのは、さすがに過干渉だ。

			　そう判断したイリアは、村長と品物の確認などをするという姉弟と別れ、一足先に紹介された宿へと向かうことにした。

			「おや、またお会いしましたね」

			　宿のテーブルで会ったのは、村長の家で見かけたラトヴェスター教の男性。

			　同じ宿に泊まっているらしく、先程よりも軽めの服装だった。
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			「お気付きかとも思いますが、ラトヴェスター教の司祭、ベルナルト・ガルトマンと申します」

			「傭(よう)兵(へい)ギルドのイリア・シュルツです」

			　互いに軽く会釈して、ベルナルトは食事に手を付ける。

			　そして、給仕をする女の子が宿の主である親を呼びに行く間、手持無沙汰になったイリアに、彼は再び話しかけた。

			「こちらには、何かの依頼で？」

			「いえ、世界を回る旅をしている最中なんです。ガルトマンさんは、布教ですか？」

			　教会がなくとも、この村に住んでいるのであれば宿は取らない。

			　であれば、布教が妥当。

			　そんなイリアの予想は正しく、

			「ベルナルトで構いませんよ。……ええ。それもあります」

			　とはいえ、半分だった。

			「あまり吹聴するものでもありませんので、詳細は伏(ふ)せますが……少し、気になっていることがありまして」

			「そうなんですか……」

			　両方か片方か分かりませんが、どちらも上手くいってないみたいですね、ご健闘をお祈り申し上げます。

			　そんなニュアンスを漂わせつつ、言葉を切って深入りはしない。

			　正直、宗教に深く関わるつもりは毛頭なかった。

			（あっちの世界ほどじゃないけど、こっちの宗教も面倒臭いし）

			　ラトヴェスター教における教義は、世界樹に生かされている命は皆平等、というもの。

			　ただし、それは宗教の根本……キリスト教でいう教理のようなものであり、年月を重ねる中でいくつかの解釈を経て、異なる教義を掲(かか)げる派閥が生まれていた。

			　一つは、世界樹派。

			　人種や地域を区別せず、世界樹に感謝の祈りを捧げることを旨(むね)としている他は戒律のような縛(しば)りが存在しないため、最も受け入れやすく信仰しやすいと、最大の派閥となっている。

			　ただその緩(ゆる)さ故に、信仰に対する温度差が最も大きい宗派でもあった。

			　二つ目は経典派。

			　人種や地域などを区別しない点は世界樹派と共通しているが、経典に記された教えを守り、より正しく世界樹と向き合おうとする宗派である。

			　その経典とは、最も世界樹に関わりが深かったとされる人神、その下で世界樹に対する心得などを享受された始祖が遺したという聖遺物が元となっている。

			　門戸は広く開いているものの、経典の教えは絶対に近く、教えを破った者は厳しく罰(ばつ)せられるため、進んで入信する者は少ない。

			　しかしその反面、経典という規範があるため、教徒は規律正しく身内に対し非常に献身的で、団結力も非常に高く最も統制の取れた宗派でもある。

			　この二つが二大派閥と呼ばれ、最高指導機関である議会の人間はほとんどがこの派閥の人間であるとされている。

			　しかし、世界に影響力のある派閥という括りであれば、もう一つ、全統派と呼ばれる宗派が加わることになる。

			　生きとし生けるもの、その全てが世界樹の下に統一されるべきである。

			　その教義を旨に活動する彼らは、種族や国はおろか魔物ですら愛そうとする。

			　いかに困難な道であるかは、彼らも重々承知の上なのだろう。魔物に対する研究という形で教義に則ろうとしている者がほとんどだ。

			　ここまでであれば、分岐した宗派の一つとして「知る人ぞ知る存在」で済んだだろう。

			　だが、過激な行動を起こす人間を生んでしまったことで、その名前は広く知れ渡ることとなる。

			　過激な教徒による、邪神と呼ばれていた存在の封(ふう)印(いん)を解除しようという企みと、それを察知したギルドによる阻止行動。

			　ラトヴェスター教の存在を疎(うと)ましく思う国家による介入などにより、ラトヴェスター教の議会も過激教徒への対処だけでは済まず、事態は拡大。

			　小競り合いの果てに泥沼の戦争となりかけたが、ギルドによる高ランクギルド員の投入と、ラトヴェスター教の教皇に次ぐ存在、導師の介入により、やがて事態は解決を見た。

			　結果として邪神の封(ふう)印(いん)は解かれず、戦争には至らなかった。

			　しかし、教徒の暴走とそれに伴う不信感、人員の損失や回収不能な支出、国力の低下や王室への猜(さい)疑(ぎ)心(しん)など、致命傷ではなくとも決して少なくない傷の残る、痛み分けとなった。

			　教徒の暴走を招いてしまった全統派だが、その暴走を止めるべく奔走したこともあり、酌量の余地はあると、宗派そのものは禁じられず、活動には属する教会・国・ギルドへの認可を得るなどの監視下に置かれることとなった。

			　だからこそ、というべきか。

			　――全統派は教会・ギルド・国を問わず、魔物や悪魔、邪神などに心を傾ける者たちの温床となっている。

			　そんな噂が後を絶たない。

			　当然、表向きは魔物などの研究に勤しみながら。

			　噂の真偽は分からずとも、人々に影響を及ぼす存在。それが全統派だ。

			（そういうのって、潰しても次から次へとわいてくるっていうしなぁ）

			　うんざり、といったふうに溜(ため)息(いき)を吐くイリア。

			　それをどう勘違いしたのか、ベルナルトは苦笑を浮かべた。

			「宗教はお嫌いですか？」

			「……嫌い、とまでは言いませんが、あまりいい印象はありません」

			　確かな形では人を救わず、むしろ人を傷つける事例ばかりを耳にする。

			　そんな環境にいれば、誰でも宗教を疎(うと)むようになるだろう。

			　勿(もち)論(ろん)、神や魔法が実在するこの世界では、信仰に対して確たる影響があるのかもしれないが。

			　それでも関係の悪化を恐れずはっきりと言い切ったのは、これから行われる可能性がある勧誘に対し、牽(けん)制(せい)する意図があったからだ。

			「そうですね……。人には人それぞれの幸せがあるように、それぞれの意思があるもの。あなたの考えと私たちの考えが、共にあれる日を願うばかりです」

			　そう言って、ベルナルトは食事を再開し、イリアもちょうど奥から現れた女将に向き直る。

			　他者の距離感を間違えない柔軟性と、配慮ができる真摯な人物。

			　それがイリアにとってのベルナルトの印象だった。

			　

			　

			「うへぁ～」

			　姉弟に再会すると、レーナが机に突っ伏していた。

			　交渉が上手くいかなかったのだろうか。

			　そう思い向かいに座るイェンスに目を向けると、イリアの疑問を察した彼は何のことはなしと口を開く。

			「交渉は上手く……と言うほどではありませんが、万事抜かりなく進みました」

			　ならなぜ、彼女は落ち込んでいるのか。

			「……持ってきた商品、全部売れちゃったんですよ」

			「それはいいことなのでは？」

			「もっと持ってくればもっと売れていた。売れ残ることは当然避けるべきですが、今回は日持ちのする香辛料や調味料が多めでしたからね……」

			　機会の損失。

			　なるほどなーと納得しながらレーナを見ると、売り上げのお金を一つ一つ積み上げていた。

			　まるで金の亡者である。

			　気を紛らわせるにしても、もっと他にやりようはなかったのだろうか。

			「そういえば、この村で何か仕入れたりしないんですか？」

			「そうしたいのは山々なんですけど～」

			　お金を積むのにも飽きたらしいレーナが言う。

			「でも、お祭りがあるからほとんど売るものもないし、特に特産品もないみたいですし……、って、イリアさんは何をされてるんです？」

			　姉弟の視線の先、イリアの手には、大きな角のようなものが抱えられていた。

			「お祭りで使う角笛が一つ、壊れちゃってたらしくて」

			　その修理をすることとなった。

			　音楽に関しても手伝えるとは言ったが、まさか演奏ではなく楽器の修復を最初にするとは思わなかった。だが、これはこれで大役だと思うことにした。

			「角笛を吹きながら、村を練り歩く、ですか」

			「みたいですよ」

			　祭りの形としては、比較的標準な催しといえるだろう。

			　行進や神(み)輿(こし)は世界各国で見られ、行進は「神や目的に向かって一丸となって進んでいます」という名目を体現する意味で行われることが多い。

			　神輿は神の乗り物であり、神の足となって神が守る範囲を練り歩くことで、信仰心や人々の喜び楽しむ心でその力を満たす、といった意味がある。

			　イリアが聞いた限りでは、この村の場合は前者の意味合いが強いように感じられた。

			（むしろ、アステカの儀式の方が近そうだけど。……人身御供だし。笛だし）

			　改めて修復に取り掛かるが、最も深刻だった本体の欠損は既に修復済み。

			　あとは、周囲に施された装飾の復元が残るのみとなる。

			　装飾用にと貰って来た糸を使い、縄を編んでいく。

			「お姉ちゃんじょうずー」

			　近くに座った宿屋の女の子が、尊敬に近い眼差しでイリアによって紡がれる縄を見つめていた。

			「たしかに、この村の縄ってちょっと独特ですよね。難しそう」

			　一般的に使われている縄は、何本かの糸を束ねたものを三本使い編み込む、所謂(いわゆる)３つ打ちと呼ばれるロープが主流だ。

			　対して、イリアが編んでいる縄は、より細く束ねた糸を十二本使って編み込む12打ち。

			　瞬間的な衝(しよう)撃(げき)を吸収する働きがあり、３つ打ちに比べ、撚(よ)りが少なく強度がある。

			　恐らく装飾ということで、黒、赤、緑の三色の糸をより複雑に絡ませるために生み出したのだろうが、村ではそこかしこで見つけることができた。

			「皆も編めるの？」

			「うん。女の子はガエラあみをひとりで編めるようになって、はじめて一人前なんだよ！」

			　そういって差し出したのは、まだ編みかけの縄だった。

			　イリアのものや既にあるものと違いどこか拙(つたな)いように見えるが、確かに同じガエラ編みだ。

			「すっごいね！　私なんかできそうにないや」

			「姉貴、編み物やったら糸を粗末にするなって怒られたもんな」

			「ああやって、人の過去をいつまでもネチネチ言う男は選んじゃダメだよー？」

			「うん！」

			　女の子にはっきりと肯定され、今回ばかりはイェンスが顔を引きつらせる番だった。

			「見せてくれるかな？」

			「いいよ！　でもほどいたりしないでね？　さいしょに編んだものは、だんな様にあげるのがしきたりなの」

			「へぇ～」

			　レーナは縄を確認して、チラリと弟に視線を送った。

			　何が言いたいのかを察したイェンスが頷(うなず)き、レーナもまた頷いた。

			　その横顔は、まるで商人のよう。

			　いや、商人ではあるのだが。

			「見せてくれてありがとう！　頑張ってね！」

			「うん！」

			「さぁ金儲けだ！　いだいっ！」

			　余(よ)計(けい)なことを言うな。

			　そう言外に込められて振り下ろされた剣が鈍い音を立て、レーナは立ち上がった途端に再び座る羽目になった。

			「……暴力を振るうような男にも気をつけようね」

			「うん！　ダメダメなお兄ちゃんだね！」

			　ここでまさかの流れ弾。

			　女の子の追撃は、散弾銃となって姉弟の身体を貫(つらぬ)いた。

			　

			　

			「ふぇぇ」

			「……今度はどうしたんですか？」

			　縄について商談に行ったのかと思えば、再び落ち込むレーナを見つけた。

			「断られました」

			「……なるほど」

			　特産品を見つけたかと思ったのに、商品として扱うことを断られれば、確かに落ち込みもするだろう。

			「……この馬鹿姉が『人を縛るのが仕事の人たちを知ってるから売れますよー』とか言い出しまして」

			「私そんなふうに言ってないし！」

			「そうですね。もっと直接的に言いましたもんね」

			「また敬語!?」

			　言い合う二人はさておき、イリアは少し考える。

			　角笛を直す時に聞いた話では、縄の三色はそれぞれ夜、土、木を表し、それらは守り神の力を司るものだという。

			　神聖なもの、あるいはそれに類するものとして使っているのだとすれば、いかがわしいことに使われると考えた村の人間の反応は当然のものに思える。

			（もしくは、粗末に扱えば祟られる、とか……？）

			　前世での人身御供と言えば、純粋に神への捧げものだった。

			　神は、益をもたらすと同時に害をももたらすもの。

			　前者のような、神々の恩(おん)恵(けい)を受けるために捧げるものであったり、洪水や干害などは荒ぶる神によるものだとして、生贄を捧げることで怒りを鎮めてもらおうとするのが後者だ。

			（……踏み込むしかないかぁ）

			　村の人間が、守り神とやらをどう捉(とら)えているか。

			　それを知る必要がある。

			「あ、ヘンタイのぎょうしょうだ！」

			「ヘンタイ！」

			「変態じゃないから！　知ってるだけだから！」

			　取り敢えず、レーナが変態と捉(とら)えられていることは分かった。

			「それで、変態姉貴はこれからどうするつもりなんですかね」

			「お、お祭りって明後日だよね？　どんなことをするのかな？」

			　強引な話題の切り替えだと思ったのはイリアとイェンスだけらしく、むしろ子供たちは嬉(き)々(き)として次々と答え始める。

			「明後日は巫女のお姉ちゃんが、村をぐるっと回るの！」

			「次の日は夜まで家から出ちゃいけないんだぜ！」

			「でも夜になると、みんなでいろんなもの食べて、おさけも飲むんだってー」

			　言われてみれば、イリアが読み取った過去の情景も一度日中を挟んでいた。

			　その後も色々とレーナと子供たちが話しているのを聞き取りつつ、「イリアさんは」と声をかけてきたイェンスに視線を向ける。

			「イリアさんは祭りに参加するんですか？」

			「どうでしょう？　準備には参加していますけど、お祭りそのものに参加するか、できるかは分かりませんし」

			　情報化社会で色々と開けているはずの地球における近代社会でも、閉鎖的かつ排他的な傾向が強い集落などは珍しくない。

			　良く言えば繋がりが強いともいえるが、それは集落内の人間だけ。

			　ある程度役に立ったからと言って受け入れられるほど、

			「姉ちゃんならいいよって、さっきおとんがいってたよ」

			　村人は寛容だった。

			「私たちも良かったらどうぞって言われたし、参加しよっか」

			「いいんじゃね」

			「じゃあ決まりっ」

			　商談不成立や変態扱いの落ち込みは、お祭り気分で吹き飛んだらしい。

			「そうと決まればただ待ってるのもなんだし、何か手伝おうか!?」

			「ヘンタイのおねーちゃんはなにができるの？」

			　純粋な瞳(ひとみ)を向けて訊ねた子供に、苦笑気味に答えたのは弟のイェンス。

			「変態お姉ちゃんはあんまりできることがないんだ。ごめんね」

			「できるよ！　きっとなにかしらできるよ！」

			　具体例はないらしい。

			　仲いいなー、と思いつつ、イリアは自分の作業を進める。

			　今、彼女が行っているのは弓の修復と加工。

			　不自然に魔物がいないと言っても、以前見たように狩りを行うだけの獣(けもの)は存在する。

			　むしろ魔物がいないため、他の地域よりも多いとすらいえるだろう。

			　だからこそ、生臭さ対策や保存のために調味料や香辛料は不可欠だった。

			　そうなると疑問なのは、どこから資金を繰り出しているのか、ということだ。

			　特産物もなく、しかし物々交換するまでもない程度には収入がある。

			「……村の人たちは、普段はなにしてるの？」

			「んー？　シカさんとったり、畑でムギさんたちのおせわだよー」

			「ムギさん？」

			　子供たちの代わりに答えたのはイェンスだった。

			「小麦と燕麦ですね」

			　小麦が主に輸出用であり、燕麦がこの村の主食とされているらしい。

			「外に売り出すのは普通にやってるんですね」

			　言われてみれば、確かに特産品がないと言っていただけで、通貨を得る品物がないとは言っていなかった。

			「みたい。でも、扱う行商はもう決まってるようなものだけどね～」

			「そうなんですか？」

			「担当と一緒に、行く期間も決まってるようなもんだし……」

			「ああ……なるほど」

			　収穫に合わせた時期の行商は他の人間が担当して、割り込むことができない。

			　だとすれば、彼女たちが登録するまで担当が埋まらなかった理由にも説明がつく。

			　儲からないから。もしくは、利益が低いから。

			　行商の訪れる期間が開けば開くほど、村の人間は不便さを感じるだろうが、行商も人間だ。

			　付き合いや思い入れのような事情でもなければ、自分から険しい道のりを進もうとはしないだろう。

			（燕麦……オート麦か）

			　主食というからには、オートミールとして食べているのだろう。

			　日本では、どちらかと言えばグラノーラやシリアルとして口にするほうが一般的だった。

			　他の穀物類と一緒に砂糖や蜂蜜、油と混ぜて焼くというグラノーラの工程は、あまり余裕のないこの時代では、試行錯誤どころか発想すら難しい。

			　飽食の時代でもないのでダイエット食品としての価値は薄いが、上流階級向けや栄養価の高さを生かした携帯食とすれば、この世界でも普及は可能かもしれない。

			（問題は単価が高くなっちゃうことだけど）

			　穀物はともかく、糖類を使うことで原価が上がってしまう。

			　栄養と軽量さ、物さえ用意できれば他の保存食品ほどの時間をかけずに作成できる手軽さは十分価値がある。

			　ドライフルーツなどを入れることで、味を向上させることも変化を持たせることも容(よう)易(い)だ。

			（もっと高くなるけど）

			　取り敢えず、暇を見て作ってみよう。

			　そう結論付けて、燕麦の事を考えるのはやめた。

			「じゃあ、巫女さんって何する人なの？」

			「わかんない」

			　訊ねられた女の子は、困ったように眉(まゆ)を八の字にする。

			　それを見かねたように、別の男の子が意気込んだ声を上げた。

			「オレ知ってるぜ！　神サマのところに行って、お世話をするんだって！」

			「それって、けっこんするってこと？」

			「ふーふになるなんて言ってなかったけど……そうなんじゃね？」

			　うーん、と子供同士で首を傾げる様は微(ほほ)笑(え)ましいが、人身御供であることを知っているイリアとしては、中々剣(けん)呑(のん)な内容だ。

			　ただ、子供は知らない、ということは分かった。

			　しかし、大人たちに訊ねて、正直に答えてくれるだろうか？

			　思考するイリアと替わるように訊ねたのはレーナ。

			「そういえばさ、巫女さんは？　もう決まってるの？」

			「うん。ソフィアおねえちゃん」

			「ソフィアおねえちゃん？　私もう会ってる？」

			　女の子は首を横に振った。

			「あってないとおもう。おねえちゃん、ずっとホコラにいるから」

			「あ、コラ！　祠(ほこら)のことはよその人に言っちゃだめなんだぞ！」

			「あっ……！」

			　男の子の咎(とが)める声に、女の子は口を押えるようにして言葉を飲んだ。

			　イリアはともかく、結果として情報を引き出すことになってしまったレーナはただの好奇心だったらしく、バツが悪そうに苦笑を浮かべた。

			「あー、ごめんね。聞かなかったことにするから。聞いたって他の人にも言わないから。大丈夫だよー」

			「……ほんと？」

			「ほんとほんと。お姉ちゃんは嘘を吐かないって一部では有名だったんだから！」

			「顔に出るから嘘吐けないって意味だけどな」

			「え!?　何それ、聞いてない！」

			　一種の自虐による励(はげ)ましかと思えば、本当にそう思っていたらしい。

			「気付いてなかったんだ……」

			「イリアちゃんまで！　ひっどーい！　うわーん！」

			「……」

			　泣き出すレーナだが、あからさまなウソ泣きなので弟の目は酷(ひど)く冷たい。

			　むしろその視線を見れば本当に泣くだろう。

			「よしよし」

			　自分がされたことを真似しているのか、彼女の頭を撫(な)でる女の子の優しさが、レーナの惨(みじ)めさをより強調していた。

			　

			　

			　私は聞かなかったことにするとは言ってない。

			　そんな言い訳をするつもりもないが、イリアは子供たちが言っていた祠を探すことにした。

			　子供に口外するのを禁止しているなら、大人に訊ねても無駄だろう。

			　そして方角も距離も全く分からない現状、千里眼で探すのは効率が悪い。

			（取り敢えず空からかな）

			　気配を消して、上空へ。

			　見下ろす村の広さを改めて確認しつつ、祠(ほこら)を探す。

			（……あれかな？）

			　それは木々に囲まれ隠れているように存在する、大きな岩。

			　自然物でありながら違和感を覚えるその岩に近づいていくと、小さな家ほどもある一枚岩に等身大の穴が開いていた。

			　穴の先は、地下へと延びているようだ。

			　感じ取れる、恐らくその先にいるであろう存在の数は二つ。一つは十中八九人間だが、もう一つは人間ではなさそうだ。

			（うーん……入っちゃえ）

			　おじゃましまーす、と胸中で呟(つぶや)きながら、侵入。

			　勿(もち)論(ろん)気配は絶ったままなので、見つかることはないだろうが、本当にこの穴が祠であれば、もう一つの存在は守り神（仮）かもしれない。

			　用心はしておくべきだろうと、イリアは愚者の仮面を装着。

			　いつでも戦闘態勢に入れる準備を整え、足を進めた。

			（……結構長いな）

			　変化が起きたのは、階段状になっている坂を下り、入口の光も入らなくなった頃。

			　明らかに村で見たものと似た意匠のドアが、イリアの目の前にあった。

			　これで『ど〇こい喫茶』等と書いてあれば話は別だが、気軽に入って「らっしゃっせー」と出迎えられることもまずないだろう。

			　取り敢えず、と千里眼を使うと、中は地上にある家屋となんら遜色がない部屋だった。

			　差異を挙げるとすれば、窓がないことだろうか。

			（あの子がソフィアちゃんって子かな？）

			　中には一人の人物。

			　もう一つの存在は、もっと地下深くに感じる。

			（正面から行く意味もないし）

			　土遁の術……もといアースダイブで脇の土壁と同化するように進入。

			　そのままドアの先の空間に進もうとしたが、土由来のみの壁ではなかったらしく阻まれてしまった。

			　二度手間ではあるがエレメンタルダイブを重ね掛けして通過した。

			　この部屋はエントランスだろうか。

			　入口のドアの正面にはさらに下へと延びる階段があり、部屋の左右には別の部屋に続く扉があった。

			　ソフィア（仮）は、その左の部屋にいる。

			　そちらを確認するべきか、先に下の存在を確認するべきか。

			（……下かな）

			　見たところ、ソフィア（仮）は現在、イリアの目的である巫女の枷(かせ)を着ていない。

			　どこにあるかも不確かな装備を求めて家探しするよりも、先にいることは確かな相手の正体を見極めることにした。

			　警戒は解かず、しかし淀(よど)みのない歩みで階段を降りていく。

			　ところどころに小部屋を挟むことを差し引いても、異様に長い。

			　しかしそれ以外は明るさ、湿度、室温、どれをとっても地上の屋内と大差がない。

			（火の結石を使ってる……）

			　それも、施設中を地上と変わらないほど照らす光源となれば、その数は下手な城より多いかもしれない。

			　守り神の祠(ほこら)とはいえ、あまりにも贅沢なその造りは、村の質素さと比べて違和感を覚える。

			　結石は宝石のような見た目こそしているが、鉱床等から掘り出されるものではない。

			　入手方法そのものが限られる上に需要も高いため、まとまった数が確保されるまで、価格は自然と高騰する。

			（村の人たちが買ったとは思えない）

			　まず、財源がない。

			　もしあったとしても、多くの結石を買おうとすれば、国やギルドから睨(にら)まれることになる。

			　それも含めて〝守り神〟という可能性もなくはないが、その場合レーナはともかく、イェンスが知らない、調べていない、ギルドが周知させていないとは考えにくい。

			　遠くで「なんかバカにされた気がする！」と叫ぶ声が聞こえた気がしたが、幻聴に違いない。

			（ま、聞けばいっか）

			　イリアの目の前には、両開きの扉が佇(たたず)んでいた。

			　知覚できる存在は、その先にいる。

			　結界などは感じないが、罠がある可能性も考慮して辺りを検分しつつ扉の奥を探る。

			　扉の奥は、階段の途中にもあった小部屋。

			　しかし、さらにその先の扉の奥にあるのは、階段ではなく大部屋だった。

			　部屋の左右には一つずつ扉があり、その先にはそれぞれ台所らしきものと風呂があった。

			　敵地でなければ一度入っておこうと思うくらい立派なお風呂だった。

			　そして、部屋の中央には敷布団……ではなく、大きな座布団といった印象の布団が敷かれ、その上に一人の男が寝ころんでいた。

			　人間の形をとっている。

			　しかし、感じる気配も目が読み取る情報も、それが人間でないことを示していた。

			　赤土色の肌に、毛先に行くにつれ色素が薄くなる黒髪は普通に存在する色だ。

			　だからこそ、というべきか。腐ったような黒に近い紫色の強膜に、鉱石のような鈍い輝きを放つ瞳(ひとみ)が異彩を放ち、不気味だった。

			　正体は知れた。

			　このまま戻るか、それとも何らかの工作でもして、今後の展開次第で事を有利に運ぶか。

			　少し面倒に思ったイリアだが、少しの面倒を嫌がって、後で大きな面倒を被るのはもっと面倒くさいということで、大部屋に侵入することにした。

			　勿(もち)論(ろん)、扉は通らずに、エレメンタルダイブを発動。

			『何者だ』

			　その瞬間、誰(すい)何(か)を問う声が聞こえた。

			　イリアは自分の失策に深い溜(ため)息(いき)を零(こぼ)す。

			『ここは我の腹の中(うち)。いかに気配を消そうと、干(かん)渉(しよう)されれば気付くのは当然だろう』

			　動きが見られないことを、気付かれたことの真偽を計りかねている、と考えたのだろう。

			　気付いた理由を告げることによって、観念することを促(うなが)していた。

			　溜息をもう一つ吐いて、イリアは姿を見せることにした。

			　勿(もち)論(ろん)観念したわけではなく、気付かれたのなら別の対応を、と判断しただけのこと。

			「無断で侵入したことをお詫びします」

			　取り敢えず今は敵対するつもりはないと、仮面を外しながら謝罪した。

			「……？」

			　反応が返ってこない、と怪(け)訝(げん)としながら男の様子を窺(うかが)うと、

			『……』

			　男は、絶句したように目を見開きながら固まっていた。

			（魅了した？）

			　一瞬そう考えたイリアだが、目に映る男の情報も、力を抑え込んでいるスキルも正常だ。

			　ではなぜ？　一層怪(け)訝(げん)とするイリアに気を使ったわけではないだろうが、ようやく再起動したらしい男は声を発した。

			『ワ、われ、ワレワレわれ』

			　いや、まだバグったままだった。

			　ＰＣよりはよほど頑丈なのだから、一回ぶっ叩けば直るだろうか。

			　そんなイリアの意思を感じ取ったのだろう。

			　男は居住まいを正し、荘(そう)厳(ごん)といった表情でイリアを見据える。

			『ワべッ――』

			　噛(か)んだ。

			　しかしそれを認めるのは男の矜(きよう)持(じ)が許さなかった。

			　口の端から零(こぼ)れ落ちる液体は、人間で言うところの血。

			　眉間に深い溝を掘り、固く口を結んでいる様はまるで阿(あ)吽(うん)像だ。

			（そういえば、前に作って売った阿吽像って今どこにあるんだろう）

			　イリアがそんな明後日の方向なことを考えているとも知らず、男はまるでここが生死を分ける土壇場であるかのように、鬼気迫る表情でイリアを睨(ね)めつけていた。

			　実に滑稽である。

			　しかし男は諦(あきら)めない。

			『ワぼぁ』

			　口を開くと同時に溢(あふ)れ出す血（？）。

			　先程のセリフで舌を深く切ったのか、セリフを言うどころの話ではない。

			　男はその程度で死ぬ存在ではないが、心は既に折れている。

			『……』

			「……」

			　魂(たましい)の抜けた人形のように座り込む男に、イリアはもう天丼は十分と声をかけることにした。

			「上の村の人が言ってる守り神ってあなたですか？」

			　ビクリと身体を揺らしたかと思えば、男は精気を吹き返したようにシャキっと姿勢を正す。

			『そう。守り神。我、守り神だから』

			「でも邪神ですよね？」

			『ンふっ』

			　バレていないとでも思っていたのだろうか。

			　男は変な呼吸をしてしまったらしく、しばらく咽(む)せながら悶絶していた。

			　どう見てもアホな男にしか見えないが、これが演技とも限らない、かもしれなくもない。

			　邪神。

			　イリアの目には、確かにそう記されているのだから。

			　むしろ、過去に遭(そう)遇(ぐう)した邪神を騙る悪魔のほうが、よっぽど邪神らしい性格をしていたが。

			　偽者は本物であろうとするぶん、本物よりもよほど本物らしい、とは誰の言葉だったか。

			　詐欺師だったか、悪者だったか。

			　どちらにせよろくでもないが、邪神の言葉よりは信憑性があるだろう。

			『……我のことを見抜きながら、なぜここに来た。討ちにでも来たか？』

			　咽(む)せていたのが終わり、息とともに心も落ち着いたのか、ようやく普通に訊ねる男。

			　最初にそれを聞くということは、少なくとも討(とう)伐(ばつ)できるだけの力があることを見抜いているのだろう。

			　なら、下手に隠すよりいいかもしれないと、正直に言ってみることにした。

			「保留ですね。今のところ」

			『保留……？』

			　理解できない、という表情で反(はん)芻(すう)する男に、イリアは告げた。

			「私の独断で倒していいか、判断がつかないので。なので、いくつか質問してもいいですか？」

			『ファッ!?』

			　男は慄(おのの)いた。

			　何のことはなしといった様子で聞いたイリアだが、要は「答えによっては殺す」と言っているようなものだ。

			　世が世、パワーバランスがそのまま立場となるなら、イリアはパワハラと男に訴えられるだろう。

			　そんな世の中であれば、逆に男がパワハラとセクハラのダブルパンチで集団訴訟を受けるのは間違いないから問題はない。

			『いいだろう』

			　正直に言えばよくはないが、否とは言えない。

			　だから、いっそのこと普段通り偉ぶってみることにした。

			　やぶれかぶれである。

			「では。村の周りの魔物を倒したのはあなたですか？」

			『そうだ。そういう契約だからな』

			「その契約とは？」

			『集落周辺の魔物を討ち払い、代わりに若い娘を頂く』

			　ふむふむ、とイリアは頷(うなず)いた。

			　少ないとはいえ情報に齟(そ)齬(ご)はないし、嘘も言っていない。

			「どうしてそんなことを？」

			　その問いかけに対し、男は小さく息を吐いた。

			　イリアから見れば、まるで何(な)故(ぜ)そんなことを気にするのか、と言わんばかりに。一方邪神の男としては腹を括るしかない、という意味で。

			『気まぐれ』

			　そう切り出した。

			『我は最古の邪神と呼ばれる者。長らく在って、することに飽いていた。だから、人間を囲うてみることにした』

			「なぜ代償を求めたんですか？」

			『……家畜』

			　少し考えるようにして、男が結論として出したのがその言葉だった。

			　これまで深く考えたことのなかった男だったが、口に出してみると、思いのほかその言葉はすんなりと胸に落ちたのだろう。

			『人間でいう家畜と同じだ』

			「……なるほど」

			　イリアは、男の言葉に納得を示す。

			　動物を飼い、周囲の外敵を排除して育て、食う。

			　対象が人間であるという倫理観さえ抜きにすれば、それはまさに畜産だった。

			（まぁ、その対象が人間、って部分が大きすぎるんだけどね）

			　ともあれ、動機に嘘が見られない以上、聞きたいことは聞くことができた。

			　そして、今後の方針も明確になったのは大きい。

			「分かりました。お聞きしたかったことは以上なので、失礼させていただきます」

			『ファッ!?』

			　男は驚いた。

			　てっきり、ここで戦闘が始まると考えていたからだ。

			　たとえ一方的な蹂(じゆう)躙(りん)だとしても、どうにかして一矢報いてやろうと意気込んでさえいた。

			　その一矢とやらが、この美少女に抱き着いてやろうだとか、まさぐってやろうといった方向性でなければ格好もついたのに。

			「ではー」

			　そう会釈して、イリアは大部屋を去った。

			　人身御供をやめろとも、村人たちに危害を加えるな、とも言わなかった。

			　言っても無意味だと分かっているからだ。

			　言ったところで、「はい分かりました」と本気で承(しよう)諾(だく)しても、いつ心変わりするか分からないのだから、それでは意味がない。

			　むしろ自暴自棄になって暴走するかもしれない。

			　イリアが滞在している現在であればまだマシで、いない間に暴れられるのは最悪の展開だ。

			　とはいえ、その危険は現状でも考えられるのだが。

			（次は取り敢えず、ソフィアちゃんって子と話してみよう）

			　わざわざ隠れる必要もなくなったので、さくさくと階段を上る。

			　そして辿(たど)り着いた最初の部屋。

			　中にいるのは少女が一人、来た時と変わらない。

			　どこか所在なさげではあるが、悲壮感や諦(てい)観(かん)のような感情は見られず、他の子供たちのように自分がどうなるのかを知らないのかも、とイリアは思った。

			（まぁ、それはそれで仕方ないし）

			　早速話してみよう、とドアに手をかけたところで考える。

			　イリアがいるのは、下に続く階段のドアの前。少女は入口とは逆方向から来たと考えるわけで、イリアを守り神だと勘違いしてしまう可能性は高い。

			　その場合は守り神(邪神)の振りをして話を聞くということもできるが、普通に話を聞きたい場合には、それは不要どころかむしろ邪魔。

			　誤解を解くには邪神が姿を見せる必要があり、その場合でもイリアと邪神が繋がっているのではないか、という疑問は払(ふつ)拭(しよく)できないだろう。

			（……うん、めんどくさい！）

			　ということで、来た時と同じように素通りして、あたかも入口から来ましたよ、という体裁を整える。

			「……え？」

			　やってきたイリアを、少女は呆気にとられた様子で見つめる。

			「こんにちは」

			「こ、こんにちは……？　え？」

			　まだ理解が追い付かないのか、少女は釣られるように返事をしながらも、まだ混乱しているらしい。

			　だが、イリアには彼女の混乱の理由が分からない。

			　分からないので、このまま話を始めてしまうことにした。

			「えと、ソフィアさん、ですか？」

			「あ、はい」

			「巫女に選ばれたって聞きましたが……」

			「そうですけ、ど……って、そうですよ！　入ってきちゃったんですか!?」

			　あ、そっか、とイリアもようやく思い至る。

			　邪神と話したことですっかり隠れる気をなくしていたが、村外の人間に口止めする程度には秘匿されている祠(ほこら)だった。

			　子供たちの様子から見ても、祠には近づいてはいけない、といった類(たぐい)の規則があるのかもしれない。むしろある方が自然か。

			「あ、一応許可はとってあるから大丈夫です」

			　村の人間ではなく、邪神にだが。

			　しかも許可はとっておらず、出て行けとは言われていないから許されたってことだよね、という屁理屈だった。

			　力押しとも言う。

			「そ、そうなんですか……。えっと、巫女に選ばれたのは本当です」

			　その答える様子からは、警戒心が感じられた。

			　初対面かつ質問が質問だから当然ともいえ、答えてもらえるだけマシと考えるべきか。

			　もっと言えば、これ以上警戒されないよう注意すべきだろう。

			「それで、あなたは……？」

			「私は、イリアっていいます。イリア・シュルツ。ここに来たのは、話を聞いてみたくて」

			「話、ですか？」

			　よく分からない。

			　その戸惑いに気が逸れたのか、つい先程よりも警戒心は薄れているように見えた。

			　とはいえ、油断は禁物。

			「うん。ソフィアさん、兄弟は？」

			「え？　えっと、兄と弟がいます、けど」

			　全く想像していなかった質問なのか、ソフィアの戸惑いは止まらない。

			「女の子一人かー、しかも真ん中だし、大変だったんじゃないですか？」

			「そう、ですね……。でも、二人ともいい子たちだったので」

			　ソフィアの浮かべた笑みは苦笑に似ていたが、そこに建前や配慮などは感じられなかった。

			　だが、いい子たち、という言い方が気になった。

			　弟はまだしも、兄も含める際に使うだろうか。

			（両親かお母さんがいなくて、母親代わりだったとか？）

			　この推測が正しいかどうかを、本人に聞くには他人すぎるか。

			「むしろお父さんのほうが大変でした。娘は私一人だったので、ちょっと過保護で」

			「お母さんは？」

			　本人の口から親のことが出たのだから、と勢いに任せて聞いてみる。

			「お母さんは呆れてましたね。あんたも大変ねって」

			　ふふ、と漏れた声。

			　表情こそ困った様子ではあったが、紛れもなく彼女は笑っていた。

			　そのことに彼女自身も気付いたのだろう。

			　ハッとしたように声を切ると、一拍の間を置いて、再び苦笑を浮かべた。

			　いや、以前の苦笑よりも、全身から余(よ)計(けい)な力が抜けたように見える。

			「ありがとうございます、イリアさん」

			　そして口にしたのは、イリアへの感謝。

			「私、少し緊張してたみたいです。……御守様の巫女として、失礼があっちゃいけないのに」

			「巫女も大変ですね」

			「いえ、私はまだ何もしていないので」

			「そうなんですか？」

			「はい――」

			　ぽつぽつと、細い糸を手繰るように二人は言葉を交わした。

			　得られた情報は、家族構成の他にソフィアが一つ年下であることや、特に恋人や気になる異性はいなかったこと、主食のオートミールはあまり好きではなく、向くとは言えないパンにしたりして燕麦を食べることなど、個人的なことをそれなりに。

			　そして守り神に関しては、巫女に選ばれたのはつい先日の事、一度も守り神には会ったことがないし、声も聴いたことがないこと、巫女としてすべきことすら何も聞いていない、という情報を得ることができた。

			「宿の人たちも心配するかもしれないから、そろそろ行くね」

			「はい。……ありがとうございました。お話聞いてくれて、嬉しかったです」

			　そう言って笑顔を浮かべるが、その表情にぎこちなさを感じる程度の仲にはなっている。

			「明日もまたくるね」

			「本当ですか!?　嬉しいです！」

			　純粋に喜びを露わにするソフィアに釣られるように、イリアにも笑みが浮かぶ。

			「それで、あの……」

			「？」

			「お」

			「……お？」

			　もにょもにょと口を動かすが、言葉にならないことで恥ずかしさが増すのか、次第に伏(ふ)し目がちに、顔も徐々に下がっていく。

			　それでも、搾り取るように紡がれた言葉。

			「……お姉ちゃんって、呼んでもいいですか？」

			　なんだこの可愛い生き物。

			　衝動的に撫(な)でたくなるが、力加減を間違えれば即惨(さん)状(じよう)な今の状況で軽率な行動はとれない。

			　堪えるために反応が薄いイリアをどう捉(とら)えたのか、ソフィアはわたわたと視線を泳がしながら言い訳を始めた。

			「わ、私！　男兄弟に囲まれてたから、ずっとお姉ちゃんが欲しいなーって思ってて！　村の人たちも……、しっかりしてるって言ってくれるのは、嬉しいんですけど……」
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			　年上の女の子はいても、妹扱いはされなかった。

			　一人前扱いは嬉しいが、それはそれで少し寂しい。他家の姉妹のやりとりを見ていると、なんとなく「いいな」と羨ましく思っていた。

			　そこに来てのイリアである。

			　初めこそ礼儀として敬語で接しているように感じられたが、年齢のこともあり、打ち解ける頃には敬語をやめるようソフィアがお願いすると、普通に接してくれた。

			　その能力からくる余裕もあって、イリアは互いの年相応の接し方をするため、なんとなく「姉がいればこういう感じだろうか」と考えてしまっていた。

			　もうすぐ会えなくなるのなら。

			「ダメ、ですか……？」

			　それは彼女にとって、ほとんどしたことのない「我(わが)儘(まま)」だった。

			「ううん。いいよ」

			　断る理由はないと、イリアも微(ほほ)笑(え)んで快諾する。

			　不安げな表情から一転、笑顔を咲かせたソフィアに見送られ、イリアは祠(ほこら)を後にした。

			「……ふぅ」

			　地下から這(は)い出たイリアは、数時間ぶりの空を眺める。

			「やっちまったなぁ」

			　そう呟(つぶや)いたイリアだが、叫びたい気分だった。

			　今回の件は、もっと中立な立場から物事を見るつもりだった。

			　初めは、完全に悪と決めつけ、倒してでも人身御供を止めようと考えていた。

			　しかし、それは早計だと思った。

			　地球の虚構でしかない人身御供とは違い、ここの守り神はその正体こそ邪神ではあるものの、実際に村人たちに益をもたらしている。

			　その邪神の意図はともかく、継続するか否かの意思を決めるのは、村人たちにあると考えたからだ。

			　だが、イリアはソフィアという少女を知ってしまった。

			　そして思ってしまった。

			　死んで欲しくない、と。

			　あんな純真な少女を見殺しにしろ？

			（無理無理）

			　できるわけがない。

			　むしろすぐにでも邪神をぶっ飛ばさなかったことを褒(ほ)めて欲しいくらいだ。

			（……ホントは、止めたいから理由を探してただけだったのかも）

			　本当に中立でいたいなら、当人から話を聞くべきではなかった。

			　でも、もう遅い。

			（……仕方ないか）

			　そう結論付けて、イリアは空から視線を戻して歩き出す。

			　自分の意思が変わろうと、次にすべきことは変わらない。

			　村人たちの意思を、確認する。

			　事を起こすのは、それからでいい。

			　

			　

			　宿に泊まり、翌日。

			　昨日同様、村人たちの手伝いに赴(おもむ)いたイリアは、狩りをするため森へと向かった。

			「……悪いな。関係ないのに」

			「いえ。何もせずに滞在するのも気が引けるので」

			　場合によっては関係ない人間だと突き放しているようにも感じる物言いだが、イリアは言葉通りの意味と解釈して言葉を返す。

			　それは彼らの表情や態度に、罪悪感やバツの悪さを感じているからだ。

			　昨日の時点では、人里離れた集落にありがちな、子供は好奇心旺盛で無邪気だが、大人は排他的で閉鎖的な対応なのだろう、と考えていた。

			　しかし、ある程度情報を得た今なら分かる、違和感があった。

			　この村の大人たちは、決して排他的でも閉鎖的でもない。

			　まるで自分たちに関わることが悪い行いであるかのように、他人が関わろうとすることに否定的なのであって、対応そのものはむしろ好意的とすら言える。

			　その齟(そ)齬(ご)の原因はなにか。

			　改めて考えるまでもなく、人身御供の件だろう。

			　――こんな儀式に関わらせて、申し訳ない。

			　――こんな自分たちと同じように扱って、申し訳ない。

			　そう言っているようにしか見えなかった。

			　人間が束になっても勝ち目のない存在が相手なのだから、仕方ない。

			　そう思う反面、「嫌ならどうして認めるんだ」と考えてしまうのは、酷(こく)だということは分かっている。

			　イリアは人身御供にされた者たちに、自分を重ねていた。

			　それでも中立であろうとしたのは、あの頃の自分とは違うのだと、あの時のことには囚われていないのだと、思いたかったから……なのだろう。

			　そう考えている時点で、拘(こだわ)っている証拠なのに。

			「やるなぁ」

			「職業が職業ですから、このくらいやらないと」

			「あ、イリアちゃん。お疲れ様ー」

			　狩った動物を村に運び込むと、ちょうど遭(そう)遇(ぐう)したレーナがイリアにひらひらと手を振る。

			　狩りに出る前に自分も手伝うと意気込んでいたが、子供たちの相手をしているところを見るに、世話役を任せられたのだろう。

			　子供は少し目を離した隙に飛び出すような、突拍子もない生き物だ。

			　決して、彼女に向いていた仕事がそれしかなかった、というわけではないと思いたい。

			「レーナさんもお疲れ様です。イェンスくんは一緒じゃないんですね」

			「うん。昨日もいた人、ベルナルトさんとなんか話してた」

			　宗教の人間と商人。胡散臭さしか感じない組み合わせだが、イリアの知る人物像から考えると、何か悪いことを企んでいるようには思えない。

			　訝(いぶか)るわけでもなく、不思議に感じているイリアに気付いて、レーナは記憶を探るように宙を仰(あお)いだ。

			「イェンスはベルナルトさんが住んでる町のことを聞きたくて、ベルナルトさんはイェンスに聞きたいことがあるとかなんとか？」

			「あのおじさん、お祭りがあるときはよくくるんだって」

			「オレ、あの人にお祭りのこと話すなって母ちゃんに言われてるー」

			　子供たちが盛り上がる一方で、近くにいた大人たちは、苦い顔をして足早に貯蔵庫へと去っていった。

			　慣れているのか、親たちの態度には敏感なはずの子供たちも気付かず、というより気にせずそのまま会話、そして遊びに興じていた。

			　レーナも気付いていないようだったが、それは盛り上がる子供たちの相手をするのでいっぱいいっぱいといった様子で、他に気が回らなかったからだろう。きっと。

			「頑張って」

			「あ、うん。あコラ、引っ張っちゃダメ！」

			　レーナと離れ、イリアは大人たちの後を追った。

			　そして、貯蔵庫に向かいながら考える。

			　ベルナルトが言っていたもう半分とは、お祭りに関してのことだったのだろう。

			　お祭りのことを話すなと子供に言い聞かせているのだから、彼は詳細を知らず、しかし祭りがある際には頻繁に訪れる程度に興味を抱いている。

			　予想される理由としては、三つ。

			　一つは、お祭り大好き人間。

			　祭りと名の付くものに目がなく、どうしてもお祭りに参加したいのに、部外者だからと言って仲間外れにされていることに納得がいかず、大人たちに「お祭りとはどういうものですか」と聞いて回ったり、村長に「どうしてもお祭りに参加したいんです」と直談判していた。

			　これならば、子供たちにお祭りのことを話してはいけないと言い聞かせていることにも理由がつく。

			　楽しい楽しいお祭りだと思っていたら、人身御供の儀式でした、なんてことを知れば、きっとガッカリさせてしまうだろうという配慮。もしくは、単に「気持ち悪い人」と思われているかだ。

			　特に後者の可能性は高い。

			（……いや、高くないし。有り得ないし）

			　一つ目の推測はすっぱりと切り捨て、二つ目。

			　それは、聖職者である彼の人間性により、人身御供であることをどこかで聞き及んだため、その真相を知り、真実であれば止めようとしている可能性だ。

			　そして最後の一つが、守り神の力を利用しようと、あるいはその正体である邪神に取り入ろうとして、真相を知ろうとしている可能性。

			　神を信奉するはずの人間が、神に叛(そむ)く行為をする。

			（三つ目はベタすぎるから却下）

			　そんな判断を下せる立場ではないが、取り敢えず対応がおざなりになりそうなので否定するイリアだった。

			　そんな彼女は、川縁で獣(けもの)の皮を剥(は)ぐイェンスを見つけた。

			　他にも人はいるが、村の大人ばかりで、ベルナルトはいない。

			「ガルトマンさんはいないんですね」

			「はい。話すことは話したので。村を出る前に村長のところに寄ると言ってましたよ」

			　言いながらも、その作業には淀(よど)みがない。

			　この辺りは、さすが元傭(よう)兵(へい)ギルドといったところか。

			「……あの人と、何を話したんだ」

			　会話に加わったのは、村の男性だった。

			　驚きで一度瞬きをしたイェンスだが、すぐに立ち直って苦笑を浮かべる。

			「ベルナルトさんの住んでる町の特産物なんかを聞いていたんです。ちょうど、自分たちが来た道とは逆側だったので」

			「……そうか。旨い商売の話があるといいな」

			　若干ぶっきらぼうに聞こえる口調でそう言って、男性は作業を再開した。

			　対して、イェンスは表情をほとんど変えずにイリアへと向き直る。

			「イリアさん。そのことで、姉を交えてちょっと話せませんか」

			「分かりました。じゃあ、先に貯蔵庫に運んじゃってきます」

			「はい」

			　笑顔で見送られ、イリアはその場を離れる。

			　上手い形で話を流し、イリアに話を振っていたが、恐らく商売に関しての内容ではないだろう。平時よりも貼り付けるように浮かべていた笑みが、そう感じさせた。

			　

			　

			　場所は変わり、姉弟が借りている宿の部屋。

			　昼食をとると御守から解放されたレーナを加えた三人での話し合い。

			「この村で行われる祭りには、噂があるそうです」

			　イェンスはそう切り出した。

			　対して、はっきりと疑問符を浮かべたのはレーナだ。

			「噂？」

			「ああ。お祭りなんて、普通周りの村や町の人間がどんな祭りなのか、少なからず知ってるはず。でも誰もどんな祭りなのか、どんな趣旨なのかも知らない」

			「それで噂になるの？」

			　噂は普通、伝聞した内容の断片であったり、誇張や偏見が混じって周囲に広まるもの。

			　内容を知らなければ、噂にもならないのではないか。

			　そんなレーナの疑問に、イェンスは首を横に振って否定する。

			「だからこそ、だよ。お祭りなんて基本騒いでなんぼだろ？　なのに、村の人間しか参加できないし、外の人間には口外しない。なんかおかしいって思わない方が変だろ」

			　今回の祭りが行われると決まったのは、収穫物を売り払った後のこと。

			　通常通りであれば商人も参加を拒まれるが、十分な供物を用意できないという緊急事態だったからこそ、レーナたちにも参加の誘いがあったのだろう。

			「確かに、なんか集まってる人たちがいるのに、何話してるか分からないっていうのは不気味かも」

			　実際に、怪(け)訝(げん)に思った人間が「何かあるんじゃないか」と誰かと話しているうちに尾(お)鰭(ひれ)が付いて広まり、近づいてはいけない等といった噂になっていたという。

			「その噂でガルトマンさんが？」

			　噂の真相を調べるために、彼がここに来ていたのだろうか。

			　そう考えたイリアの予想を、イェンスは否定する。

			「いえ。あの人はもっと強い懸(け)念(ねん)を抱いてました」

			　イェンスが聞いたことを纏(まと)めると、十数年前、ベルナルトのいる町に一人の男性が訪れた。

			　明らかな疲(ひ)弊(へい)と憔(しよう)悴(すい)が見て取れたことから、ラトヴェスター教の教会で養護することになったのだが、その男性は体力が回復しても、ずっと口を閉ざしたままだった。

			　しかしそこは聖職者。

			　根気強い会話による心理療法により、男性はある程度心も回復した。

			　その結果分かったのは、この村の祭りや家族に関する言葉に酷(ひど)く動揺すること。

			　そして、

			　――俺は、やってはいけないことをしてしまった。

			　という言葉を言った次の日に消えたことだった。

			　聞いて欲しいことがある。先の言葉の後にそう言っていたことから考えて、失踪という線は考えにくく、しかし待てども戻らない男性を案じたベルナルトは、村へと向かうことにした。

			「――でも、村の人たちは、何も答えてくれなかったそうです」

			　祭りのことはおろか、男性や男性の家族についても。

			　ベルナルトが不信感を募(つの)らせるのも当然な流れだった。

			　その不信感を同様に抱いたのか、イェンスの言葉が途切れると、気まずい空気が部屋を包む。

			「……子供たちを見てると、そんな変な感じしないのに」

			　どこか拗(す)ねたように呟(つぶや)くレーナ。

			「子供たちは何も知らないんじゃないでしょうか。知っているなら、私たちと普通に接するのも許されないと思いますし」

			「それは俺も思います」

			　そんな彼女の慰めになるかは分からないが、とイリアの告げた考えにイェンスが同意する。

			「子供って隠し事できませんし。まぁそんなわけで、ベルナルトさんからは、お祭りに参加するなら様子を見てきて欲しい、と頼まれました」

			「見てくるって、具体的にどうすればいいの？」

			「姉貴は普通に楽しんでくれ。俺たち全員が調査するみたいに動いてたら怪しまれるし。おかしいって思ったことを覚えておいてくれれば、それでいい」

			　難しいことはできないだろうけど、一応頭に入れておいて。

			　副音声のようにそう聞こえたイリアだが、当のレーナが「わかった！」と意気込んでいたので、そのまま流すことにした。

			「なら、それをレーナさんだけでなく私に話したのは？」

			「イリアさんには、俺には見れない視点で祭りを見て欲しいんです。実力も断然上ですし、人より見通す目をもっているみたいですし」

			　その言葉に、イリアは思わず目を瞬かせた。

			　言われてみれば、彼らを助けたのは見通しの悪い場所で、目視してからの援護では間に合わなかったかもしれない。

			　とはいえ、さすがにスキルについて気付いてるわけではないだろうが、その冷静さには感嘆するばかりだ。

			「分かりました」

			　そうして話し合いは終わり、昼食を食べたイリアは気配を消して祠(ほこら)へと向かった。

			　祠では相変わらず二つの存在しか感知できず、今更隠す必要もないだろうと、気配を殺さずにソフィアのいる部屋へと足を進める。

			「あ、お待ちしてました、イリアお姉ちゃん！」

			　お姉ちゃん呼びをするなら、敬語もやめて欲しい。

			　そんな考えは口に出さず、大人しくソフィアの歓待を受けるイリアだった。

			「お茶を見つけたんです！　今出しますね！」

			「うん、ありがとう」

			　部屋にあるものは何でも使っていいらしく、引っ張り出して来た茶葉の詰まった壺を抱え、ソフィアは台所のある部屋へと小走りで向かう。

			　どうやら紅茶らしい差し出されたそのお茶は、とても濃い味がした。

			　その後は、昨日と同じように談笑して過ごすイリアたち。

			　聴取という側面がない分、今回の方が普通に話すことができたのは喜ぶべきか。

			　そして、会話に一段落がついた頃。

			「――明日かぁ」

			　話し過ぎて渇(かわ)いた喉を潤すように一口紅茶に口をつけ、ソフィアは呟(つぶや)くようにそう零(こぼ)した。

			　複雑な感情が入り混じるその声に、イリアも彼女の本心は推し量れなかった。

		

	
		
			第２章　祭り

		

	
		
			　翌日の昼。

			　甲(かん)高(だか)い音と共に祭りは始まった。

			　以前に聞いていた通り、初日は巫女による村の練り歩きだ。

			　村の各地に点在する小さな社(やしろ)の前に作物が置かれ、巫女や角笛吹きの男女と共に歩く、黒子のように顔が見えない頭巾を被った村人が台車に乗せていく。

			　お祭りではなく儀式であることを隠さない、粛(しゆく)々(しゆく)とした雰囲気で練り歩きは進む。

			　その間、村人たちは巫女の進む通りに出て、それぞれ守り神への感謝や希望の言葉を祈るのだが、

			（黙祷みたい）

			　というのがイリアの、そして姉弟の感想だった。

			　村の者たちは、「することがないから」と初日の不参加を勧めたが、姉弟はベルナルトの言葉もあって、参加した。

			　そんな彼女たちの視線の先には、着飾った巫女がいる。

			　着飾ってはいるが、まだ〝巫女の枷(かせ)〟は着ていないようだ。

			　ソフィアはイリアを見つけたようで、それまでの毅(き)然(ぜん)とした態度を綻(ほころ)ばせ、微(ほほ)笑(え)みを浮かべた。

			　その笑顔は、村の子供たちと変わらない。

			　イリアに笑顔を向けたソフィアだが、そこで立ち止まっているわけにもいかないと、視線を進行方向へと向ける。

			　その途中、彼女の瞳(ひとみ)が揺れたのをイリアは見た。

			　彼女が見たもの。それを追って視線を向けると、そこには壮年の男女と、その子供らしい二人の少年がいた。

			（家族、か）

			　彼らの表情は、他の村人とは少し違っていた。

			　他の子供たちはよく分からない、早く終わらないかなといった様子だが、兄弟はソフィアが遠くへ行ってしまうような気がして悲しい、という表情を浮かべている。

			　そして両親。

			　他の大人たちに比べて、感情の度合いが深く、強い。

			「悲しんでる……？　怒ってる、のかな」

			　イリアの視線を追ったレーナが、彼らの様子を見て困惑していた。

			　一緒になって落ち込んでしまったのは、彼女の感受性の強さ故だろう。

			　イェンスもまた、この状況が想定よりも異質だと感じたのか、眉(まゆ)を顰(ひそ)めるのを隠しきれていない。

			「……世界樹を讃える祭りなんかで、厳かな雰囲気で行われる儀式は見たことがありますけど……、これは」

			　――まるで葬式だ。

			　そう結んだ言葉は、周囲に聞こえるのを嫌ったのか、それとも口にしてはいけないという空気に飲まれかけたのか、呟(つぶや)くよりも小さかった。

			　それでも、傍(そば)にいた二人には聞こえてしまう。

			「……そうですね」

			　イリアの肯定する声は、巫女が連れ立つ角笛の音に重なって、しかし姉弟にはやけに耳(じ)朶(だ)に響くような気がした。

			　

			　

			　祭りの二日目。

			　祭りの一環として、外出を禁止されたのは村人だけでなく三人もまた同様。

			　イリアと姉弟はその仕(し)来(きた)りに則り、各々の部屋で待機。

			　そして、昼食から数時間が経過した頃、昨日のように角笛の音が辺りに響いた。

			　次いで聞こえたのは、ドアをノックする控えめな音。

			「イリアちゃん、行こー」

			　部屋まで迎えに来た姉弟と合流し、イリアは村の広場へと向かった。

			　広場は、村人で溢(あふ)れていた。

			　そこからイリアは調理場へ向かい、イェンスはあちこちに点在する木材を組み、焚き木をするための手伝いへ。レーナも調理のために、子供たちと一緒に食材を貯蔵庫などから随時運び込む役目を担う。

			「……なんか私の仕事って」

			「レーナねえちゃん怠けんなよなー」

			「怠けてないし！　元傭(よう)兵(へい)なんぞ！」

			「ぞ？」

			「ぞ！」

			　傭兵関係ないね。

			　といった突っ込みをイリアが遠くから入れたりしつつ、次第に状況が整っていく。

			　辺りが暗くなった頃、各地で組まれた木材に火が点され、再び角笛の音色が村に響いた。

			　そして現れたのは、練り歩いていた昨日とは異なり、輿(こし)に乗って運ばれる巫女。

			　輿に乗ったまま広場の空いた空間に置かれ、二日目の祭りが始まる。

			　角笛ではなく太鼓やフルート、リュートで奏でられる音楽と、大量の料理やお酒。

			　子供たちは豪華な食事に夜の野外といった非日常の空気に興奮し、大人たちもまた浴びるように酒を飲んで、歌えや踊れの大騒ぎ。

			　イリアは演奏に混じって難を逃れていたが、レーナとイェンスはほぼ強制的に巻き込まれ、ぐでんぐでんに酔っぱらう羽目になった。

			　もう調査どころの話ではなさそうだ。

			　二人に黙祷を奉げ、改めて広場を見遣る。その光景は、まさに狂騒。

			　考えたくないことから逃げたい。

			　見たくないものから目を背けたい。

			　現実逃避。

			（……はぁ）

			　かつての自分を思い出して、嫌気がさす。

			　そして視線を大衆から、ソフィアへ。彼女はほとんど微動だにせず、たまに動いても提供される料理や水を口へ運ぶだけ。

			　子供たちのように楽しそうでもなければ、落ち込んでいたりするわけでもない。

			　最初に祠の部屋で見た時と同じだった。

			　そして誰の意思も介せず、時間は経過する。

			　夜も深まり子供たちは帰宅。

			　大人たちのみとなったところで、再び巫女の輿が動き出す。

			　音楽が途切れ、代わりに角笛が吹かれる中、輿は祠へと運ばれるのだろう。

			　村人たちは、目を瞑って顔を伏(ふ)せる者や視線を逸らす者ばかりで、誰も巫女を見送ろうとはしない。

			　だが、誰かが何かを言い出すことはなく、それはソフィアの両親も同じ。

			　だから、気付けばイリアは彼らに訊ねていた。

			「あなたたちは、それでいいんですか？」

			　答えはない。

			「この風習を、守り神のすることを、全て許すんですか？」

			　答えない。答えられない。

			　不満があったとしても、行動どころか言葉にすらできないのなら、仕方ない。

			（……まぁ、そっちの方が多いよね。普通）

			　イリア自身がそんなふうに考えられるのも、力があるからと言われれば否定はできない。

			　力がなければどう感じたか、という問いかけは仮定でしかないのだから意味はなく、第三者である限り、彼らの意思を否定する権利はない。

			　イリアは村人たちから視線を外し、

			「いい悪いの話ではないのです」

			　という声を聞いた。

			　声のした方に目を向けると、そこにいたのは一人の男性……村長だった。

			　代表者ということか。

			　村人たちの視線を受けながら、彼の視線はイリアを真っ直ぐ見据えていた。

			「巫女がどうなるか……私たちは知っています。……ですが、たった一つの命で、他の全員の安全を保障できるというのであれば、それを選ぶ。……それが、村の命を預かる者としての判断です」

			　それは正しい選択だ。

			　なのに、「だが」と続けた彼の握りしめられた手は震え、その目に宿るのは、怒り。

			「……私はっ……俺は！　……俺は、一度でも神を……アレを許したことはない……！」

			　それは、あらゆる感情を抑え込みながら、それでも冷静でいようとする理性によって搾り取られるような、酷(ひど)く掠(かす)れた声だった。

			　前々回の生贄は、彼の妹だった。

			　いつも自分の後をついてきて、煩(わずら)わしいと思ったことさえあった。

			　だが、巫女に選ばれていなくなった後に感じたのは、喪失感。

			　それも、誇(ほこ)らしさで誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			「神に選ばれたのだ……。恥じる必要も、悲しむ必要もないと、自分に言い聞かせた！」

			　だからこそ、大人になって告げられた真実に、愕然とした。

			「神に選ばれた巫女？　誇り？　馬鹿馬鹿しいッ……！　奴は俺の妹を……！　あの笑顔を穢(けが)したんだ！　あいつはっ……なにも、幸せも……」

			　嗚(お)咽(えつ)が混じり萎(しぼ)む声そのままに、当時も、その憤(いきどお)りは何らかの行動には至らなかった。

			　真実を知らず、へらへらと生きてきた自分自身への怒り。

			　真実を知っても、だからこそ平穏に生き永らえてきたのだと理解してしまう知性と無力感。

			　牙(きば)は、とうに折れていた。

			　そして理解した。

			　大人になってから真実を告げるのは、罪を背負うことを強要するため。

			　逃げることも許されない。

			　お前にも罪はあるのだと、村人全員を縛(しば)る、呪い。

			「私たちは……この呪いによって、生かされている……。こうするしか、なかったのです」

			　許したことはないと告げた怒(ど)気(き)や熱は、もうそこにはなかった。

			　なるほど、とイリアは思う。

			　無邪気な子供たちと、どこか鬱屈とした大人たち。

			　村に染まった、という程度には収まらない差異の大きさは、その慣習にあったのだ、と。

			　だが、本当に聞きたいことを聞いていない。

			「それで、貴方たちはどうしたいですか？」

			　反射的に上げた村人たちの表情は、困惑。

			「どうせ戦いになったら隠しきれないだろうから言っちゃいますけど、私なら、アレを倒せます」

			「なっ――」

			　本気で言っているのか、という困惑。

			　その程度の戯言の真偽も分からないと思われるほど馬鹿にされているのか、という羞恥。

			　そんなに簡単にいくならこれほど苦しみはしない、という憤(いきどお)り。

			　様々な感情を浮かべる村人たちを、イリアは突き出した手で制する。

			「一つの命で、他の大勢の命を救う。正直、それはある意味正道なんだと思います。私個人はソフィアちゃんを助けたいって思ってますけど、あの子はそれを受け入れてるし」

			　それは、いっそ苛(いら)立(だ)つほどに。

			「アレが死ねば、この村は在り方を変えなければならない。魔物は普通に襲ってくるからその対策を考えなきゃいけないし、もしかしたら被害を一人どころか十人や二十人なんかに増やしちゃうかもしれません」

			　その上で聞きます、とイリアは問う。

			「貴方たちは、どうしたいですか？」

			　答えは……ない。

			　現状に不満を抱き、声を上げた時点で、邪悪と知りながら利用までしたエルフより何倍もマシだろう。

			（……どうしよっかな）

			　考えるだけの時間は様子を見るべきか。

			　それとも、完全に無視してやっちゃうか。

			「なんで一言、自分の子供を死なせたくないって言えないの!?」

			　その声は、村人ではなかった。

			「姉貴……」

			　イェンスは、涙を浮かべながらも怒りを隠そうとしない姉を、止めようとは思わなかった。

			　きっと、第三者でしかない自分たちは、口を挿むべきではない。

			　それは分かっているし、自分の口から出るのは、きっと論理的な説得になってしまう。

			　それでは駄目だ。

			　彼らは、感情によって支配されている。だから、彼らの心に届くのもきっと、感情だ。

			　論理的ではないそんな思いから、姉を止めるという常識的な行動を、彼は選ばなかった。

			「うちは貧乏商人で、お母さんはちっちゃい頃に死んじゃったけど、ずっと笑ってたってお父さん言ってた！　お父さんだって、死ぬまでずっと、笑ってた！」

			　こみ上げてきた涙を強引に拭(ぬぐ)い、嗚(お)咽(えつ)で言葉を詰まらせそうになりながら、それでもレーナは言葉を紡ぐ。

			「うちのことはいいから好きなことやれって、笑って送り出してくれたんだ！　うちのお父さんもお母さんもすごいんだ！　わかったか！」

			「意味わかんねえよ、姉貴……」

			「うるさいっ！」

			　弟の茶々をぴしゃりと留め、レーナはソフィアの両親へと向き直る。

			「認めてるなら笑ってよ！　そうじゃなくてもちゃんと見送れ！　本気で嫌なら止めて死ね！」
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			「おい姉貴……！」

			　さすがにまずいと思ったのだろう。

			　止めに入ろうとするイェンスにも構わずに、彼女は叫ぶ。

			「あんたたちのために死ぬって決めたあの子が、あんたたちが苦しむ顔見て喜ぶとでも思ってんのか！　ばかー！」

			　弟に羽交い締めされて引き剥(は)がされるレーナに、イリアは思わず笑ってしまった。

			「かっこいいなぁ」

			　支離滅裂な物言いに、押しつけとも言える内容だ。

			　しかし、今はその真っ直ぐさが羨ましい。

			　心から放たれた言葉は、良きにつけ悪しきにつけ、他人の心を揺さぶるものだから。

			「勝手なことを……言わないでくれ」

			　呟(つぶや)くようなその言葉で、辺りはしんと静まりかえる。

			「誰が認めるもんか……！　誰が娘の死を望むもんか！　嫌だよ！　嫌に決まってる！」

			　でも、と男性は……ソフィアの父親は、叫ぶ。

			「俺には力がない！　止めたいのに！　ずっと続いてきた仕(し)来(きた)りだから！　他のみんなも堪えてきたことだから！　……どの口が言える!?　うちの子供を出すのは嫌だ！　みんな我慢してくれって！　死ぬかもしれないけど守り神をどうにかしようって！」

			「そうだ……俺だってこんな仕来りはもう嫌だ！」

			「うちの子もいつか、なんて思うと狂いそうになる……！　こんなのはもう嫌！」

			　その声を皮切りに、続々と声が挙がる。

			　それは、燻(くすぶ)っていた火が、炎となって広がるようだった。

			　だが、これだけではいけない。

			「守り神がいなくなれば、その守りもなくなります」

			「それでも、です」

			　イリアが全てを言い切る前に、言葉で遮(さえぎ)る者がいた。

			　その男……村長はぐるりと村人たちを見渡し、一つ頷(うなず)いてからイリアへと向き直る。

			　その瞳(ひとみ)に宿るのは、怒りの業火ではなく決意の炎。

			「我々は家畜ではなく、人間です」

			　それは奇しくも、邪神の言った喩(たと)えだった。

			「諦(てい)観(かん)の中で苦しみながら、後悔しながら死ぬよりも、自ら選んだその先で、笑いながら死にたいと思う。……思えば、看取ってきた者たちの死に様には、無念しかなかった。そんな死に方は、したくありません」

			　村長も、他の村人たちも、迷いのない真っ直ぐな目をイリアに向けていた。

			『面白そうな話をしている』

			　唐(とう)突(とつ)に聞こえた、地の底から響くような声。

			　村人たちは驚(きよう)愕(がく)に表情を染めながら辺りを見渡し、イリアはゆっくりと振り向いた。

			　そこにいたのは、守り神(邪神)と巫女のソフィア。

			　守り神(邪神)は以前見たものと同じ、人間の男のような姿をしていたが、ソフィアはこれまでと違い、純白の衣装をその手足に身に着けていた。

			（巫女の枷(かせ)、か）

			　その効果のせいか、邪神に抱えられているソフィアはぐったりしているように見える。

			『まるで、我を倒すと言っているように聞こえたが？』

			「「「　っ――！　」」」

			　放たれる圧力に、村人たちが息を飲む。

			　邪神がイリアよりも村人たちに意識を向けるのは当然。

			　そしてイリアもまた、邪神よりもソフィアに意識を向けていた。

			（取り敢えず、精神的な魔術とか呪術にはかかってないか）

			　なら、とイリアは邪神へと意識を向けた。

			　人の形をとっているからか、村人たちにもその声は聞き取れるようだ。

			　となれば、今が訊ねるいい機会だろう。

			「いくつか聞きたいんですけど、いいですか？」

			『……いいだろう。新しい疑問でも浮かんだか？』

			「いえ、単純に、私一人が聞いても意味のない問題だったので」

			　これまでの村人たちと話していたのと同じように守り神(邪神)と話すイリアに、他の全員が驚(きよう)愕(がく)を露わにしていたが、特に気にかけることもなく彼女は問う。

			「その彼女に着せた服なんですけど」

			『美しかろう？　我が手ずから編み出したもの――』

			「着た者の力を下げるみたいですけど、どうしてこんなものを？」

			　口上を遮(さえぎ)られて不満だったのか、それとも効果を見破られたのが衝(しよう)撃(げき)的だったのか、くしゃみを堪えるような表情でぷるぷると震える邪神。

			　周囲の視線を思い出したのか、咳ばらいを一つ置いて、邪神はイリアへと向き直る。

			『気付いているのなら隠す必要もあるまい。巫女の四肢から力を抜くのは、身体の自由を奪い、その行動を制限するためよ』

			「……巫女を衰弱させるためですか？」

			　巫女となる少女の絶望を肥え太らせて、その過程でも愉しむのだろうか。

			　そんなイリアの推測を、邪神は『いいや』と否定した。

			『我が手ずからお世話をするためだ』

			「は？」

			　イリアは耳を疑った。

			『覚悟を決めて贄(にえ)となってきてみたら、まるで幼子のように世話をされる……。その羞恥に頬を赤く染め、あどけなさの残る顔を歪(ゆが)ませる。なんと……なんと心躍るッ……！』

			　イリアは確信した。

			　こいつは変態だ、と。

			　村人たちは呆気にとられ、抱えられたソフィアは嫌(けん)悪(お)を示す。

			　しかし邪神は止まらない。

			『――だが非処女では駄目だ』

			　先程の恍惚とした表情と声はどこへやら。

			　淡々と、むしろ不快さを押し留めるような平坦な声で、邪神は言う。

			『女は処女と共に恥じらいを捨てる。故に、我が世話をしたところで居直るだけで、我が望むものは一つも得られないだろう。……なに一つ！　ナニ一つだッ！』

			　変態な上に処女厨。

			　これは最強だ。

			　いや、最低か。

			「で、甲斐甲斐しくお世話をしたその人たちはその後？」

			『決まっているだろ。食ったさ』

			　一つ溜(ため)息(いき)を吐いて、気持ちを整える。

			　分かりきっていることではあるが、確認はしておくべきだろう。

			　たとえ、かつて自身に向けられた行いが脳裏に浮かび、腸(はらわた)が煮えくり返る状態でも。

			「食べた、とは？」

			『そのままの意味だが？　なんだ、いつの間にヒトは食べるに別の意味を持ったのだ？』

			「ぐっ……」

			　確かに、普通「食べる」に性的な意味はない。

			　これではまるで、自分が変態のようだ。

			　変態に変態扱いされる。これほどまでに屈辱なことがあるだろうか。いや、あるだろうが、耐えがたい恥辱であることには違いない。

			『ほう？　なかなか良い羞恥心だ』

			「うっさい」

			　一応守り神としての役割を果たしていたため敬語で接していたが、それももう必要ない。

			　彼女の目は、そして村人たちの決意は正しかった。

			「やっぱり、あなたは邪神だ」

			『ふん。邪神、ね』

			　鼻で笑われたイリアが怪(け)訝(げん)な視線を向けると、肩を竦(すく)めて邪神は言う。

			『そんなものは、ヒト共が勝手につけた範(はん)疇(ちゆう)だ』

			　範疇……それはカテゴリという意味でもある。

			　確かに、神の目に表示される文字は、人の認識が大きく作用する。

			　人が全く知らない代物には名称などが明記されず、特定の人物に斥候ではなく盗賊と書かれるのは、「得意とする分野を主に使用する人間が、斥候よりも盗賊の方が多いため」というように、思い当たることは多い。

			『知らないのか？　それほどの力を持ちながら』

			　どうしてこう、煽(あお)るような文言を使うのか。

			　力があると察していながらとる行動とは思えず、イリアは怒りや苛(いら)立(だ)ちよりもまず訝(いぶか)しむ。

			「力があるからって、全知全能ってわけじゃないから」

			『それは然り。では、最古の邪神とも呼ばれた私が教示しようではないか』

			「最古の邪神？」

			　聞いておきたいと思ったイリアだが、浮かんだ疑問が口をついて出た。

			『なんだ、気になるか？　ん？　どうしてもと言うのなブシッ！』

			「あ、ごめん、つい」

			　気付けば殴っていた。

			　イリアの言い訳をすれば、あまりにも苛(いら)立(だ)つ顔をした邪神が悪い。

			『ふ、ふふ……美しい少女に殴られたと思えば……これもまた一興』

			「膝ガクガクいってるけど」

			　処女厨で変態で被虐趣味。

			　これは強い。

			　だが、今の一撃の瞬間にソフィアは取り返した。

			　それを認めた村人たちが安(あん)堵(ど)や歓喜といった反応を見せるが、邪神の反応は薄い。

			　イリアによる一撃もあるだろうが、既に執着はないといわんばかりの態度で姿勢を正す。

			『さて、邪神という括りだったな』

			「あ、ちゃんと教えるんだ」

			　先程のダメージはなかったことにしたいらしい。

			『結論から言えば、邪神とはヒトの呼ぶ大精霊と同じ存在だ』

			「……」

			『信じられないか？　だが本当だ。私たちは皆(みな)、結晶柱が変じたモノ』

			　最古の邪神が手を掲(かか)げる。

			　すると、イリアでなくとも気付くほどの因(いん)子(し)の奔(ほん)流(りゆう)が、辺りを満たす。

			　イリアが認識したことを察して、邪神は嗤(わら)った。

			『大精霊と呼ばれ尊び敬われるか、邪神と呼ばれ忌(い)み畏(おそ)れられるかは、ヒトに対して益をもたらすか、害をもたらすかの違いに過ぎない』

			　日本において、神は二面性を持つとされる。

			　海外での神も多くが二面性を持つものではあるが、日本では和(にぎ)魂(みたま)と荒(あら)魂(みたま)と名付けられ、それを殊(こと)更(さら)強調している。

			　神が和魂であれば人に益を為し、豊穣や平穏をもたらすが、荒魂となれば災害や荒廃をもたらす。

			『私はヒトを殺しはするが、大精霊のものどもと同じように、世界の在り様を支えていると自負している』

			　それは、大本が結晶柱であるため、世界に因(いん)子(し)を補填する役目を担っていることからくる言葉だった。

			　しかし、イリアは微(ほほ)笑(え)む。

			「そうだね。それを聞いて安心した」

			『で、ではなぜ剣を出したのかな？』

			　そんなものは決まっている。

			「貴方を倒すために決まってるでしょ」

			『なぜだ？　まさか、村の者たちの言葉を本気にしたのか？　今は気が大きくなっているだけだろう』

			　嘲笑と共に、『それとも』邪神は村人たちを見遣る。

			『お前たちだけで、魔物の脅(きよう)威(い)を退けることができると？』

			　村人に被害が出ないよう魔物を駆除し続けていた邪神だが、かといって村人たちが魔物の強さ、恐ろしさを知らないわけではない。

			　それは邪神が定期的に魔物の接近を見逃し、しかしぎりぎりのところで排除するという〝魔物に襲われる恐怖〟を感じるよう、演出してきたからだ。

			　だから、村人たちは魔物の恐ろしさも、自分たちの無力さも知っている。

			　そして今は、守り神と呼んでいた者の、それだけで殺されてしまいそうな圧力に晒(さら)されている。

			　冷や汗や脂汗が滲(にじ)み出て、理性が全力で、跪(ひざまず)け、阿(おもね)り媚び諂(へつら)えと告げてくるようだ。

			「……た、確かに、貴方の仰る通りです。御守様……」

			　村長の言葉に、村人たちが目を見開く。

			　しかし、

			「ですが……だからといって、……だからといって、全てを認めるわけではない……！」

			　その不安は、すぐに霧(む)散(さん)した。

			「わ、我々には、もうあなたの守護は必要ない！」

			　確かに、現在では十数年の周期で村の娘を贄(にえ)として食らうかわりに、村の周囲を安全にしている。

			　しかし、それが今後も続くとは限らない。

			　同じような関係が個人、もしくはもっと狭い環境下での話なら、契約が破られてからの対応でも、周囲への被害は少ないだろう。

			　だが、守る側がならず者集団であったなら、関係の破綻は十中八九、相手側の蹂(じゆう)躙(りん)を意味する。

			　では、現状はどうか。

			　契約が破棄され、見放されるだけならば最良だ。しかし、その矛(ほこ)先(さき)が村へと向けられたら？

			　村のみならず、もっと多くの生命に向けられたら？

			　その可能性を考えれば、楽天的ではいられない。

			　崇め奉り、媚び諂(へつら)って関係が続くのであればまだしも、思いつきで滅ぼされかねない薄氷を踏むに等しい関係だ。

			　弱く、しかし揺るがない意志の固さを認め、邪神はその表情に不快さを滲(にじ)ませる。

			　その一方で、イリアはソフィアに訊ねた。

			「あなたはどう？」

			　自分がどうなるのかを察して、しかしそれを口どころか表に出すこともなく、受け入れていた、受け入れようとしていた少女。

			　鋭い洞察力に、不満一つ漏らさず受け入れる精神性。

			　確かに、彼女より年上の人間であっても、子供扱いはできそうにない。

			　――だからといって、その行動が本心であるとは限らない。

			　事実を当人から聞き、大人たちの本心を知った。

			　そんな今だからこそ、彼女に訊ねる意味がある。

			「ソフィア。あなたはどうしたい？」

			「私は……」

			　ソフィアは村の大人たち……そしてその中にいる、両親を見る。

			　巫女に選ばれた時、両親の態度を見て、その意味するところを理解してしまった。

			　そしてそれまでに感じていた、大人たちの振る舞いへの違和感も氷解した。

			　だから、理解して尚、彼女は巫女となることを受け入れた。

			　そうすることが、最善だと思ったから。

			　それが、両親や兄弟にとって、一番いい選択だと思ったから。

			「わたし、は……」

			　だが、大人たちはそれが違うと言った。

			　もう終わりにしたいと。もう犠牲を出したくないと言っていた。

			　そして、親。

			　彼らの自分を見る目が言っていた。

			　生きていて欲しい、と。死なせたくない、と。

			　次いで、目に映るのは邪神。

			　つい先刻のことだが、初めて会った時は奇怪に見えたものの、意外な真摯さにどこか拍子抜けした。かといって、安心したり気を抜いたわけではないし、自分がどうなるかを忘れたわけではない。

			　逃げるつもりは毛頭なかった。

			　だが今は、

			「あんな変態さんに、食べられたくないっ……！」

			　守り神や邪神というより、変態という認識の方が大きかった。

			　逃げていいというのなら逃げたい。

			　生きていていいというのなら、生きていたい。

			「私、死にたくない……！」

			　気付けば、涙が零(こぼ)れていた。

			　――そうだ、私は嫌だった。

			　何かと心配性で、少し村の男の子と話しただけで気にかけてくる父は鬱(うつ)陶(とう)しかった。

			　そんな父にも呆れるばかりで、兄の世話も弟の面倒もあまりやらない母が不満だった。

			　年上なのに子供っぽくて、そのくせ年長者だと言って聞き分けのない兄が嫌だった。

			　悪戯(いたずら)が好きで手を焼かされ、その度にお姉ちゃんなんだからと自分が小言を言われるから、弟が嫌いだった。

			　なのに、祠(ほこら)で過ごしていた時間に思い出したのは、楽しかったことばかり。

			　――もう二度と会えないかもしれない。

			　そんな言葉が脳裏を過り、その度に浮かぶのが、何のことはない、家族と過ごした時間だった。

			　大事にしてくれて、甘えさせてくれる父が大好きだった。

			　色んなことを教えてくれて、なんやかんやと言いながら話を聞いてくれる母が大好きだった。

			　いつも明るくて、村の子にいじめられた時に助けてくれた兄が大好きだった。

			　無邪気で人懐っこい弟が可愛くて、大好きだった。

			　――嫌だ。

			　湧(わ)き上がるそんな気持ちに蓋をして、見ないふりをした。

			　必死に押し隠して、抑え込んで、遠ざけて――。

			　でも、もう止まらない。

			「死にたく、ないです……!!」
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			　嗚(お)咽(えつ)が混じってしまったその言葉に、返ってきたのは「分かった」という短い言葉。

			　そして、座り込んだ自分の頭を撫(な)でる優しい手。

			　思わず顔を上げたソフィアが見たのは、ぼやけた視界でやけにくっきりと映る、イリアの微(ほほ)笑(え)み。

			「これで懸案材料はなくなったかな」

			『……』

			　言いながら、両手両ひざを地につける邪神を見遣る。

			　ショックを受けましたと言わんばかりの体勢だ。

			　イリアが見ていた限りでは、ソフィアにはっきりと変態呼ばわりされた時に崩れ落ちていたが、そんなことはどうでもいいと邪神に告げる。

			「取り敢えず補足しとくと、ソフィアとか村の人たちの気持ちがどうであれ、倒しておくべきだと思った。それが私自身の意思」

			『ヌッ』

			　イリアの言葉の棘(とげ)を感じたのか、再起動した邪神は警戒心を露わにする。

			　姿勢が姿勢だけに間抜けさは増した気がするが、そんなことは無視して言葉を続ける。

			　本能的なことを抜かして論理的に考えるとすれば、問題があると思えるのは先程の『世界の在り様を支えてる』という言葉。

			「世界の在り様を支えてるって、結晶柱の役割でしょ？　そんな重要な存在が、善性ならまだしも悪性を持ってしまったなんて、不具合としか言えないでしょ」

			『貴様の言葉が正しいとしても、生まれたからには相(そう)応(おう)の理由があるはずだ！　私の殺生を決める決定権が貴様にあるのか！』

			「ないよ」

			『なっ』

			　そんなものは誰にもない。

			　たとえ万人の王であっても、たとえ神であってもそんな権利などは持ち得ない。

			「でも、その行動に理由があったとしても、害になるなら排除する」

			　人は、生命は皆、そうして生きている。

			「なら、それができる人間がやらずに誰がやるの？」

			　いっそ投げ遣りにも聞こえるその言葉。

			　しかし、感情に敏い邪神が目の前の少女から感じたのは――傲(ごう)慢(まん)な使命感でもなく、高尚な驕りでもなく、力を揮(ふる)うことへの高揚感でもなく――ただ純粋な、自然体。

			　ただその言葉のまま、世界のために。

			『……クッ』

			　その世界の内に自分はいないのか、とは思う。

			　理があろうとも、断じて命を絶とうとする行いは、ともすれば独善的にも傲(ごう)慢(まん)にも映るだろう。

			『クハッ』

			　だが、己を殺そうとするその姿が、その意思が、その在り様が……たとえようもなく、美しいと思えた。

			『クハハハハハハハハ！　いいだろう！』

			　逃げるのはやめだ。

			　最古の名を冠する通り、永い時を生きてきた。

			　だが、今後同じだけの時を経て、このような好機に恵まれるだろうか。

			　いや、絶対に有り得ない。

			『他(村)の些事(こと)などどうでもいい！　勝負と行こうか！　神の御子よ！』

			　終わらせるには、絶好の相手だ。

			「……よく分からないけど、力は使わせない」

			　腐っても大精霊と同じ存在だ。

			　その力が最大になれば、周囲一帯は地獄と化すだろう。

			　戦うのなら――速攻で。

			　瞬きをする間もない一瞬で、仮面がイリアの顔を覆(おお)う。

			『私も速さには自信がある！』

			　その言葉に、イリアは仮面の奥で僅(わず)かに眉(まゆ)を顰(ひそ)めた。

			　先程、邪神が充満させた因(いん)子(し)は、土。

			　土の因(いん)子(し)に拠る術の長所は、なによりもまず『硬度』が高いこと。

			　硬度が高ければ、術による変化の持続性が高くなり、他の影響を受けにくい。

			　術の評価基準である四つの内、他の『規模』や『強度』に関しても、土の術は高水準である。

			　しかしその反面、『速度』という点で他に劣る。

			　選択、構築、発動。

			　その構築と発動の速度が他の三属性に劣るため、高位の術者になればなるほど先読みや誘導といった戦術が重要となっている。

			　それは、いくら因(いん)子(し)そのものに干(かん)渉(しよう)する、詠(えい)唱(しよう)の要らない存在でも同じこと。

			　――ではないのだと、イリア自身がよく知っている。

			『――喰らえ！』

			　その声が発せられた瞬間、邪神の足元から変化が現れた。

			　直接的な攻撃ではない。

			（喰らえって……そういうこと!?）

			　邪神が喰らうのは、大地の生命。

			　土が作物に栄養を与える事象の反転。

			　栄養を、体力を、生命を……吸収する。

			　イリアの体感でこそゆっくりと感じられたが、傍(そば)から見れば、邪神の足元から一瞬のうちに草木が枯れ果てるように見えただろう。

			（大精霊とは逆の存在、ね……！）

			　避けず、イリアは思い切り足を踏み込んだ。

			「リバース！」

			『!!』

			　草木が枯れ果てていくのが止まる。

			　一見それだけにしか見えないが、事実は違う。

			　本来であれば、草木が枯れ、地上の生命からその力を吸い取りながら、大地さえも痩せ細り、不毛の地へと変貌するはずだった。

			　しかし、それが止まり、逆に草木が回復していくわけではないことを鑑(かんが)みれば、これは相殺に他ならない。

			（（なんという……））

			　放たれる術を読み、全く同じだけの力をこめる。

			　当然、そこに要求される技術は一言では済まされない。

			　風の魔術による相(そう)克(こく)や、超える力による再生ではなく、同じ属性による相殺を狙ったのは、偏(ひとえ)に周囲への影響を配慮してのことだろう。

			　一つは、村人たちへの影響。

			　もう一つは、過剰な治(ち)癒(ゆ)や増幅は、結局破滅をもたらすからだ。

			（（なんという……！））

			　なんという恐ろしい程の技量。なんと不条理な存在か。

			　たった一度のやり取りで、その力を思い知る。

			　だが、邪神の顔に浮かぶのは、笑み。

			　人の多さ、因(いん)子(し)の密度に反して奇妙なまでに静かな広場を、イリアは駆ける。

			　残像すら残さない斬撃。

			　しかし、邪神の名は飾りではない。

			　一瞬もないうちに身体を溶かし、地上へと沈下する。

			　だが、それすらも予想の範囲内。

			「――ハウリングッ、バウンド!!」

			　着いた両手。

			　そこから発した強大な音波が、弱体化の相性を無視して地面を揺らす。

			　ソニックブームというわけでもなく、地中の動植物にはほぼ無害。

			　しかし、因(いん)子(し)の影響がほぼ直接作用する邪神となれば、話は変わる。

			『ぐ、ガッ……！』

			　イリアの指示通り、一定の深度で反響して来た音波に乗って、弾き出される邪神。

			　その表情に浮かぶのは、苦痛。

			　水をかけられた火の粉、猛火のなかに落ちた一滴の水のような破壊が、邪神の全身を貫(つらぬ)いていた。

			「……一つ、聞きたいんだけど」

			　息も絶え絶えな邪神に、戦闘状態を一旦解いてイリアは訊ねる。

			「邪神は大精霊と同じって言ってたけど……今、完全に土と同化したわけじゃないよね？」

			　大精霊は、生命を宿した結晶柱。

			　そのため全身は因(いん)子(し)そのもので構成され、火、水、風は空気中へ、土は大地へと、瞬時に同化することができる。

			　だが今の光景は、同化ではなかった。

			　まるで、泥が地中に浸み込むのを加速させたような光景。

			「……もしかして、本体があるの？」

			『あるとしたら、なんだ』

			　本体があるのなら、邪神は大精霊と同質の存在ではない。

			　言うなれば、大精霊と同じ力を有した、別物。

			　生命を脅(おびや)かすことに忌(き)避(ひ)感(かん)を抱かない存在であることを鑑(かんが)みれば……、

			「大精霊と同じ能力を持った、魔物」

			『……！』

			　邪神は、目を見開いた。

			　それは「見破られた」という種類の反応ではなく、自身の予想を裏切られたものが見せる反応のように、イリアには思えた。

			　そして、それは正しかったのだろう。

			『なるほど……。腑(ふ)に落ちる、というのだろうな。ヒトはコレを』

			　吐かれる言葉は、同意。

			『最古と自覚はあっても、分からぬことだらけだな。己の中(うち)にあった破壊衝動……、その本質を、よもや年端も行かぬ子供に教えられるとは』

			　抜けていた筋が通り、一本の芯となる。

			　己が何者であるかを真に理解したことで、自身の力を完全に理解した。

			（……なんて、普通主人公側だよね、そんな展開）

			　胸中で揶(や)揄(ゆ)したイリアだが、表情や声音は落ち着きながら、確かに圧力が増しているのは事実だ。

			　――今までの、邪神と呼ぶには奇妙な在り方は、自覚が足りなかったからでは？

			　そんな疑問が湧(わ)くと同時に、事態を悪化させたのかもしれない、と自身の軽率さに悪態を吐きたくなる。

			『感謝するぞ、神子よ。私は私が何者であるかを、その真理を理解した』

			　これからは、その本質によって事を為そう。

			　そう告げられた言葉は、まるで所信表明の形を借りた、諫(かん)言(げん)。

			　省みるよりもすべきことがあるだろう、という挑発、なのかもしれない。

			　取り敢えず、その通りだという言葉は飲み込んで、邪神を睥(へい)睨(げい)する。

			「変態なところは変わったの？」

			『私は変態ではない。そもそも、「変」であるところの基準がないのだからな！』

			　論点はそこじゃない。

			　そう思いつつも、確かに人間であれば変態でも、別の生物であればそれが普通なのかもしれない。――そんなわけもなく。

			　他者が介在する時点で、その評価は相対的となる。

			　よって、観測者から見て変態であれば、変態と言えるのである。

			（……悪かどうか、いない方がいいかどうかってことも一緒、か）

			　ただ今ある意思を信じて事を為す。

			　理由はその動機付けで、結果はその行為の先にあるのだから。

			（っと、その前に）

			　イリアは村人たちの防御を施すことにした。

			　戦闘が始まる際、邪神の意識が完全に自身に向けられていたため後回しにしていたが、正真正銘、本気になった邪神の攻撃の余波が、どの程度周囲に影響するかは分からない。

			　先程のように、攻撃範囲を察知した直後に対処すれば防ぎきれるとは限らないわけだ。

			「プリヴェント・インターフィアランス――エクスティンクション」

			　村人たちを三百六十度囲むよう、あらゆる干(かん)渉(しよう)を阻害する魔術の最上位、〈干(かん)渉(しよう)妨害：断絶〉を発動。

			　神王結界ほどではないが、これで邪神の攻撃が彼らに及ぶことはないだろう。

			　そうしてイリアが備えを施している間に、邪神もその姿を変(へん)貌(ぼう)させていた。

			　悪臭を放つヘドロが、一つの姿を形成。

			　しかしその姿は戦闘を主とし余(よ)計(けい)な要素を省いたためか、完全には固定化されず、流動的な淀(よど)みが見て取れる。

			　だが、それでは防御力に難があるとでも考えたのか、鋭利な鉱物のように硬質化した固形物が、びっしりと刃先を向けながら胴や頭部を覆(おお)っていた。

			　そのシルエットは、大型の哺乳類。そして高質化した部分は透明に近い白、それ以外は人の姿の時よりも黒に近く、そのコントラストはまるで、

			（……パンダ？）

			　近くで見れば全く違うとはいえ、遠目には巨大なパンダに見えるだろう。

			　体型だけでなく、ちゃんと見ると目元が可愛くないところなんかそっくりだ。

			（パンダって、確か恐竜の後の時代くらいからいたんだっけ？）

			　そう考えると、最古の邪神が象(かたど)るものとしてはそれなりに適当、なのかもしれない。

			　ともあれ、身体が定まっても動かないということは、まだ何かを仕掛けようとしているのかもしれないが、そんなものに付き合う義理はない。

			　罠という可能性もなくはないが、それを警戒して手を拱(こまね)いては、状況を整える猶(ゆう)予(よ)を与えることになる。

			　なにより、どちらの可能性もイリアには問題ない。

			『！』

			　消えた。

			　そう捉(とら)えた瞬間、最古の邪神は屈む。

			　そして鉱石の伸長。

			　屈んだ邪神の身体は鉱石部分のみとなり、爆発じみた速度で伸びた鉱石は、高速の槍(やり)となって近づく者を貫(つらぬ)く。

			　……はずだった。

			「邪魔」

			　迫る鉱石の槍(やり)を鬱(うつ)陶(とう)しそうに払い、露わになったヘドロ部分に接触。

			　明らかに毒といった異常を受けそうだが、問題はない。

			「！」

			　ハウリング・バインドを直接叩き込もうとした瞬間、上空に跳んだ。

			　鉱石とヘドロの塊(かたまり)が崩れ、同時にあちこちで異形の塊(かたまり)が屹立。

			　土くれの怪物。

			　鉱物の人形。

			　その全てが一斉に動き出し、イリアを追う。

			　軌道のまま着地すると、すぐに跳躍。着地の直後に生えた刃を躱(かわ)す。

			　次の着地、そして疾走。地に足を着けたその瞬間に直下から襲う刃で足を止めることはできず、足元ばかりに気をとられれば地上の敵に押し潰される。

			　いや、

			（（避けられる速度ではないのだがな……））

			　実際には、地面を蹴(け)る強さや角度によって着地する場所を割り出し、先回りするような時機で刃のような鉱石を生じさせていた。

			　悔やむ、苛(いら)立(だ)つどころか惚れ惚れする動きだ。

			　さすがに、ついでのように人形たちを蹴(け)散(ち)らし始めたのを見ては、そうも言っていられない、と行動を開始する。

			　

			　一方、村人たちは目の前で広がる光景に、ただただ圧倒されていた。

			　正直に言ってしまえば、あの少女が守り神をどうにかできるとは思っていなかった。

			　耐えきれなくなっていたというのは確かだが、むしろ破れかぶれになっていたという方が正しいかもしれない。

			　だが、あの少女は本気だった。

			　そう今は思えるだけの異常な光景、人知を超えた戦いが、目の前で繰り広げられていた。

			　地面を覆(おお)いつくす異形の群れ。

			　地から生える凶器は剣の切っ先だけでなく、棘(とげ)の生えた玉が飛び出したと思えば破裂して、周囲にその鋭い棘が突き刺さる。

			　それらの攻撃が鬱(うつ)陶(とう)しくなったのか、とうとう少女は怪物を足場にするようになり、生えるだけでなく射出される剣や棘の玉、怪物たちをひらりひらりと躱(かわ)しながら破壊する様は、舞いのように美しかった。

			「うわっ、玉が！」

			　声の方に目を遣れば、棘の玉がこちらに飛んでくるのが見えた。

			　飛び散る棘の威力は既に目撃しており、頭や体を貫(つらぬ)けば致命傷になるのは自明の理。

			　誰もがそれを避けるように頭をかばい、身体を丸めていた一方で、駆けだす二つの姿があった。

			「……!?」

			　驚きに目を見開いたのは、ソフィアだった。

			　ソフィアはまだ身に着けている【巫女の枷(かせ)】のおかげで手足を満足に動かすこともできず、ただ飛来する痛みに堪えようと目を瞑っていた。

			　そんな彼女を襲った衝(しよう)撃(げき)は、想像とは違い刺し貫(つらぬ)かれるようなものではなく、何かが覆(おお)いかぶさるような重み。

			　恐る恐ると目を開くと、彼女が見たのは人の身体。

			「お母さん……お父さん……！」

			　自分を庇うように密着する身体は母のもの。そしてその母ごと守るように、父もまた身体を張っていた。

			「ごめんね……、ごめんね……！」

			　聞こえてきたのは、母の声。

			　涙ぐんで震えていたが、それは間違えようもなく母の声だった。

			　その謝罪の意味は、敢えて問うまでもない。

			　だからソフィアは、岩よりも重い腕をなんとか動かして……母の身体を、抱きしめた。

			「……！」

			　母が息を飲む音が聞こえた。

			　何か言わなきゃ。そう思っても、なんと言えばいいのか分からない。

			　何を伝えればいいのか分からなかった。

			　ただ忘れかけていた母の温もりを感じられることが嬉しくて、溢(あふ)れ出る涙ばかりが止まらなかった。

			　その光景に心の重しが取れたように脱力する者がいる一方で、飛来した玉の行方を追っていた者たちは、自分が見た光景が理解できず怪(け)訝(げん)とした表情を浮かべていた。

			　飛来した流れ弾は、彼らが予想した通り破裂した。

			　しかし飛び散る棘は彼らまで届かず、見えない壁に阻まれるかのように静止するどころか、一定の距離を越えたところで霧(む)散(さん)した。

			　よく見れば土に還っているのだと分かるのだが、夜であることや、奥で行われている戦闘の余波で、気付く者はいなかった。

			　恐らくとしか言いようがないが、つい先ごろ少女が口にしていたように見えた、何かの魔術が関係しているのだろう。

			「あの子は、何者なんだ……？」

			　理解が追い付くにつれて、理解の範(はん)疇(ちゆう)からかけ離れていく少女。

			　今更のように零(こぼ)れた疑問に、答えられる者はいなかった。

			　それは、村人たちよりも広い世界を知っているイェンスもまた同様。

			　初めこそ、元傭兵ギルドとして反射的に警戒態勢こそとったものの、戦闘が始まってしまえば完全に村人たちと同じ位置にいる。

			　それだけ、実力の、あるいは存在としての格が違うのだろう。

			　半ば呆然としながら、彼はただその光景を眺めていた。

			「……？」

			　そこでふと思う。なぜ、自分は一人であの戦闘を眺めているのだろう、と。

			　これまでであれば、何かにつけ興奮する姉をどうにかして止めているところだが――

			「！　姉貴!?」

			　気付けば、レーナは地に倒れていた。

			　攻撃は結界らしきものが阻んでいる。ではなぜ姉は倒れているのだろう。

			　結界が張られる前に何かあったのか？

			　矢継ぎ早に浮かんでは、留めることもできずに頭を巡る思考。それを半ば放置して、イェンスは姉の安否を確かめる。

			「おい、姉貴！　どうし――」

			「……むにゃむにゃ」

			「寝てる!?」

			　酒が入っていようがいまいが関係ない。

			「……」

			　今この状況で熟睡する姉に、イェンスは色々な意味で言葉を失った。

			　

			　邪神は歯(は)噛(が)みする。

			　自身が何者であるかを察して以降、より不快になった正の感情。

			　それが、村人たちの中に増大しつつある。

			　自身は因(いん)子(し)を生み出す結晶柱の変じた存在であるため、因(いん)子(し)に事欠くことはない。

			　人形が壊されたところで再び生み出せばいい、と長期戦を考えていたが、このままでは不愉快さに意識をとられ、不覚をとってしまうかもしれない。

			　そう考えたこと自体が、意識が散じている証左。

			「見つけた」

			　いつの間にかイリアが手にしていた得物は円(えん)匙(し)。所謂(いわゆる)シャベルである。

			　当然ただのシャベルではなく、〝地中のものを掘り起こす〟という効果を増大させた代物。

			　イリアはそれを投(とう)擲(てき)。

			　柄の先端にある握り部分を、かかと落としで蹴(け)り落とす。

			　ちょうど挟み込む形になった鉱石の人形を支点として、てこの原理が発生。

			『ヌアッ……!?』

			　弾かれるように飛び出したヘドロ状態の邪神が見たのは、今まさに鍬(くわ)を振り下ろそうとするイリアの姿だった。

			　その鍬は、イリアが作成したことにより〝土を耕(たがや)す〟効果が増幅し、転じて〝土由来の負の作用を正へと転換する〟効果を持つ。

			『グ……ッ!!』

			　我が身を守ろうと伸ばした手が、鍬に触れる。

			　その瞬間、捥(も)がれた腕は一瞬にして精霊へと変化。脱兎の如くその場を離散した。

			「へぇ……こうなるんだ」

			　イリア自身にも予想できない展開で、意外そうに離れていく精霊を見送る。

			　無事に逃げおおせたのを確認して満足したイリアは、再び邪神へと向き直る。

			　人間ほど分かりやすいものではないが、確かに見て取れる表情の歪(ゆが)み。

			　先程の声や状況から考えれば、痛み、だろうか。

			「……貴方たちに痛みってあるの？」

			　はっきりと生物の形をしているならばともかく、目の前の邪神の本性は不定形に近い。

			　追撃に身構えていた邪神は、戸惑いつつも状況を整える好機と捉(とら)え、言葉を返す。

			『……人間の言う痛みと同質のものかは分からぬ。しかし根幹を揺るがす干(かん)渉(しよう)には、存在を引き剥(は)がされるような感覚を覚える』

			「……そうなんだ」

			　実際に効果的な攻撃を受け、身体の一部も削り取られてしまった。

			　今更隠す必要もないと告げられた内容を、イリアは若干の驚きを隠しつつも嘘は感じられずに受け入れる。

			　いや、嘘ではないが、全てではないようにも感じている。

			（根幹、か）

			　イリアの脳裏に浮かんだのは、前世での悪魔。

			　数ある悪魔の特徴の一つとして、人間の悪い感情を誘発する、というものがある。

			「ついでに質問なんだけど、村の人たちの感情って何か操作した？」

			『……なぜそう思う？』

			　問い返す邪神の声音は、どこか面白そうな感情を含んでいた。

			「あの人たちの善性を否定する気は全くないけど、感情ってそこまで長続きするものじゃないでしょ」

			　それが正の感情であれ負の感情であれ、いつか人は慣れてしまう。

			　村人たちは諦(てい)観(かん)こそ見せていたが、生(いけ)贄(にえ)の事を完全に受け入れてもいなければ、後悔や憎しみも忘れてはいなかった。

			　そのために継続的に生贄を差し出していたとしても、前世における人身御供の儀式で間々見られた〝栄光〟として積極的に、或(ある)いは一種の〝信仰〟として盲目的に受け入れるのでもない。

			　全ての村人が罪悪感を抱えている、という状況は異常だった。

			『我が操作したわけではない』

			　邪神の答えは、否定。

			　しかしそれは、自身の関与の否定だった。

			『確かに感情とは移ろいやすく、揺蕩(たゆた)うものだ。だが、取り込んだ光素に吸収され、影(えい)素(そ)となって失われる場合は少々異なる。時の流れによって風化したものとも、慣れたものともな』

			　光素とは世界樹によって生成され、世界中に明かりをもたらすもの。

			　それが影素となること、その変化の際に正負の感情を区別なく吸収することは、多くの人々が、後者に至っては神々の時代から知識を継承するエルフでも知らなかったことだ。

			『光素によって愛情が失われないように、信頼が損なわれないように、悲しみも、怒りもまた常に芽吹いたという事実は残り、新しく芽吹く際に更新される』

			「そのための儀式ってことね」

			『そうだ』

			　幸せという一つの感情を一輪の花とすると、光素は〝花が咲く〟という現象を取り込んで影素となるが、咲いた花そのものは消えることなく心に残る。

			　放置すれば花は枯れ、水や栄養を与えても、いつかはやがて枯れていくだろう。それが、イリアの以前に住んでいた世界での感情だ。

			　しかし、この世界は少し異なり〝花が咲く〟という現象がなくなっているため、たとえそれが同一の花であっても、また新たに花を咲かせることができるという。

			　以前に咲いた花が枯れてしまう前に、新しい花が咲けば、心の幸福度は維持される。

			　それが、光素による感情の吸収という現象と、その作用だった。

			　邪神が行っていたのは、その作用による負の感情の維持。

			　確かに、慣れることを防ぐための直接的な精神操作は行っていないが、自然の現象は利用していた。

			　だがその一方で、イリアは新たな疑問を抱いた。

			「肯定したってことは、食べる以外にも理由があったんだ」

			『ム』

			　誘導尋問ですらない、単なる自身の失敗に自重じみた笑みを零(こぼ)し、邪神は言う。

			『我らの成り立ちには、生命から負の感情を食らった影素が大きく関わっている。それ故、なのだろうな。我らは負の感情を好む。強い負の感情は心地よく、逆に正の感情は酷(ひど)く不愉快だ』

			　忌(いま)々(いま)し気に邪神が見るのは、村人たち。

			『存在すること、それそのものには必要はないがな』

			「なるほど」

			　思えば、ウィンディアにいた邪神を騙(かた)るあの悪魔も、目の前の邪神と同じ理由であのような行動をとっていたのだろうか。

			（……どうでもいっか）

			　大事なのは、ここの村人たちはエルフのように性根が腐っているわけではないということ。

			　そして、邪神からの解放を願う、ということが、イリアの目的である邪神の討滅と合致していることだ。

			『ふむ、神子でもそのような感情を抱くことがあるのだな。くはは、すぐ消えてしまったのはもったいないが、面白い』

			「面白くないから」

			　戦闘が再開する。

			　それと同時に跳んだイリアを目で追った邪神は、浮かべていた笑みを引き攣(つ)らせた。

			（（今までのは、本気ではなかった――））

			　彼の者の視界に映るのは、空を塞ぐように浮遊する、鍬(くわ)、鍬、鍬。

			　無数の鍬が、空から異形たちを、そして邪神を見下ろしていた。

			「聞くことも聞けたし、もういいよ」

			　やはり、過去の記憶はそう簡単に拭(ぬぐ)い去ることはできないのだろう。

			　ちらつく記憶を消し去る。そんな私情を僅(わず)かに含み、

			「土に――還れ！」

			　イリアが振り下ろした鍬と連動し、数多の鍬が回転しながら降り注ぐ。

			　邪神も無抵抗で受けるつもりはない。

			　全身全霊をもって、地面から凶器の鉱石を射出。

			　迎撃の間にも異形たちを生み出し、イリアへの特攻、鍬への突撃、邪神本体の壁となるため移動を続ける。

			　だが、常軌を逸していると言っても結局は規格内。

			　規格外(チート)による暴力の前には、防ぐどころか足止めすることしかできず、一方的に力を消費するばかり。

			　――本気になった途端これか。

			　愚痴の一つも吐きたくなるが、そんな猶(ゆう)予(よ)も余裕もない。

			『グ、ヌゥウゥウウウウウウウアアアアアアアアア!!』

			　既に壁となるものは尽き、しかし地中へ逃げても意味はない。

			　体内の因(いん)子(し)で本体への直撃を避ける鎧(よろい)を生み出し続けるしか、邪神のとれる選択肢は残されていなかった。

			　そして、鍬の降り注ぐ轟(ごう)音(おん)の合間に聞こえていた邪神の叫びが、

			『アアアアァァァァァ――――――』

			　完全に、途絶えた。

			「終了っと」

			　邪神の気配が完全に消えたのを知覚して、イリアは鍬の生成を止めた。

			　そして気付く。

			「あ、やべ」

			　眼下の広場の辺り一面は、鍬だらけになっていた。
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			「……一揆かな？」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)しても自分すら誤魔化しきれず、イリアは正直に謝ることにした。

			　しかし、村人たちの下へ向かったイリアを待っていたのは、

			「「「「　わあああああああああああ!!　」」」」

			　はち切れんばかりの歓声だった。

			　感謝、安(あん)堵(ど)、感涙、喝采。

			　これまでの鬱(うつ)屈(くつ)を晴らすように、感情を爆発させたような声が村中に響き渡る。

			　涙を流しながら、親族や友人と抱き合い喜びを分かち合う者や、ようやく終わったという解放感で崩れ落ち、涙を流す者。

			　様々な色模様を見せる大人たちに対して、鍬の豪雨の時には既に起きていた子供たちは、訳が分からないと広場の様子を唖(あ)然(ぜん)としながら眺めていた。

			　そんな村人たちの感謝の嵐に巻き込まれながら、イリアはソフィアの姿を探した。

			（あ、いた）

			　見つけた少女は、両親だけでなく兄弟にも囲まれ、無事にいられることを祝福されていた。

			　今の彼女に声をかけるのは無粋だろう。

			　そう判断したイリアは、気を使わせない程度に村人たちを避けながら、歓喜に溢(あふ)れる広場を後にする。

			　村人たちによるお祭り騒ぎは、夜が明けるまで続いていた。

			　

			　

			　翌日の朝。

			「あだまいだいぃ～～」

			　レーナは、がぶ飲みしていた酒のツケ、二日酔いの疼(とう)痛(つう)と格闘中。

			　対してイェンスは、姉とは別の意味で憂(うれ)い顔を浮かべていた。

			　その憂いの原因は、昨夜の轟(ごう)音(おん)のなかでも熟睡していた姉の図太さではなく、あの広場で見た光景。

			　只者ではないとは思っていたが、まさかあそこまで埒(らち)外(がい)だとは予想だにしていなかった。

			　いや、予想できなかったからこその埒外ではあるのだが。

			（邪神……って言ってたよな、イリアさん……）

			　確かに、引き起こされていた現象の規模や威力、そしてあの生理的な不快感を催す声や禍(まが)々(まが)しい本体を考えると、納得してしまう自分がいる。

			　しかし、邪神という存在はヒトに、それも単身で倒せるものなのだろうか。

			　いや、まずイリアを一人の人間として考えていいのだろうか。

			　彼の思考は堂々巡りに陥(おちい)ってしまう。

			　それもこれも、

			「できましたよー」

			　あんなことがあったばかりだというのに、平然と料理を振る舞っているイリアのせいだ。

			　彼女が運んできたのは小さな土鍋。

			　二日酔いに苦しむバカ姉に「ちょうどいい料理がありますよ」と言って調理を始めたのがつい先程のこと。

			　昨夜の埒外っぷりを見れば魔術でなんとかできそうなものだが、「これも布教です」と言っていたあたり、何かの宗教活動なのだろうか。

			（……これは、お米？）

			　そんなイェンスの予想などつゆ知らず、イリアが用意したのはお粥。

			　二日酔いに効く食材は多く、しかし全てを手に入れることは容(よう)易(い)ではない。

			　ということで、イリアが提供するのは、シジミの出(だ)汁(し)でつくった溶き卵のお粥～梅干を添えて～である。

			　そもそもシジミと梅干は簡単に手に入らないのではないか、という指摘を彼女が受けるつもりはない。

			　食欲の全くないレーナだったが、土鍋の蓋が開き、お椀によそわれる際に漂う香りに知らず喉を鳴らす。

			　未だ主張を続ける疼痛による緩慢な動きで匙を一掬(すく)い。

			　口に運び、ほとんど噛(か)む必要もなく飲み下し、

			「はぁ……」

			　零(こぼ)れたのは、力の抜けた一つの吐息。

			　五臓六腑に染み渡る、とはこのことを言うのだろう。

			　何も受け付けないと主張し続けていた胃袋が、もっと来い、ドンドン来いとおかわりを要求し、しかしお腹の底から温まるような優しさに包まれる幸福感。

			　気付けば土鍋に残る粥はなく、先程までの苦しみを訴える表情はどこへやら。

			　レーナは緩(ゆる)み切った表情で、安息の時間を過ごしていた。

			「ありがたし……」

			「ありがたしじゃねえよバカ」

			　商人が施しを受けるなど言語道断だ。

			　未だ混乱の中にある自分に引き換え、悩み一つなさそうな姉に悪態を吐いてしまう。

			　昨夜の光景を目の当たりにしていれば、さすがの姉でも自分のように悩んだだろうに。

			（ベルナルトさんの報告、どうしよう）

			　どこまで話すべきか。

			　どこまで話していいものか。

			　悩みごと飲み下せたりしないだろうか。そんな現実逃避をしつつ白湯に口をつけ、

			「そうだ、ガルトマンさんへの報告なんですけど」

			「ブッフォン！」

			　当人からの提起に噴(ふ)き出した。

			　あらぬ方を向くことができたのは、不幸中の幸いだろう。

			「ごほっ、すみませ、ごほ」

			「やだぁ、イェンスったらカッコ悪～いだいいだいっ頭ワシ摑みは割れちゃうからぁ！」

			　煽(あお)る姉に仕返しをして何とか平静を取り戻したイェンスは、イリアに向き直る。

			「すいません。えっと、ガルトマン……ベルナルトさんへの報告でしたよね」

			「はい。その件について、お二人を含め村の方たちとお話ししたいことがあるんです」

			「村の人たちとも、ですか？」

			　ガルトマンへの報告、依頼された調査は、明言されていないとはいえ村の人間には秘密だ。

			　イェンスが抱いた疑問は当然のものだが、問い返されたイリアは首(しゆ)肯(こう)した。

			「村の方たちと話し合うのは、さっき調理場を借りる時に女将さんにお願いしました。たぶん、お昼までには村の人たちの返答があると思います」

			「あとは俺たち、ってことですか」

			「村の人たちが受けてくれれば、ですけど」

			　そちらは十中八九受けるだろう。

			　イェンスとしても、悩んでいるのは「何を話すつもりなのか」という点であって、受けるか受けないかという点ではない。

			　ちらり、と姉を窺(うかが)うと、レーナは二日酔いが改善されたのか、心地よさそうに寝息を立てていた。

			「いっっっファい!!」

			　怒りの拳(こぶし)が振り下ろされたのは、当然の流れと言えるだろう。

			　

			　時間は少し流れて、昼食後。

			　村の広場は大勢の人で埋め尽くされていた。

			　人々の前面には村長を始めとした村のまとめ役と、ロトサー姉弟。

			　彼らの視線の先にいるのは、当然ながらイリアである。

			　イリアとしては秘密を守り続けてきた村人たちであれば、まとめ役だけで十分と思い村長宅を予想していたが、予想以上に人が集まりすぎてしまい広場での話し合いとなった。

			「話したいことがあると窺いましたが」

			　切り出した村長の言葉に、イリアは一つ頷(うなず)いて見せてから口を開く。

			「もうご存知かと思いますが、あなた方が守り神と呼んできたモノは消えました。重々承知のことかもしれませんが、本当に大変なのはこれからです」

			　喜ばしい話題を話すのだろうと考えていた者は動揺し、予想していた者たちはじっと身動ぎ一つせずに続く言葉を待った。

			「魔物が増え、今の村の在り方では、いざという時に身を守ることが難しいでしょう」

			「それは、こちらでも考えていました」

			　同意したのは村長だ。

			　イリアは頷(うなず)きを返し、彼の続きを促(うなが)す。

			「今の村の状況では、どこかの家が襲われても、村全体に伝わるのに時間がかかってしまいます。そして、村の周囲を警戒するには、あまりにも範囲が広すぎる……」

			　自分たちの置かれた環境が、いかに危険と隣り合わせだったかを思い出し、村長の表情と口調に苦い感情が混じる。

			　だが、楽天的に捉(とら)えず、そこまで自覚しているのであれば話は早い。

			「家屋を集中させる必要があります。そのための土地の整備や区画整理なんかもありますし、すぐにどうこうできるものじゃありませんよね」

			　反論がないことを確認して、イリアは「そこで」と続ける。

			「私が提案するのは、二つ。一つは、ギルド連合の支部の設置です」

			「ギルド連合、ですか……？」

			　世俗から切り離されていたためか、今一理解が及ばない村人たちの代わりに声を上げたのはレーナだった。

			「そっか。支部を置けば工業ギルドとも繋がるし、魔物討(とう)伐(ばつ)の依頼にも変に時間が空くこともないね」

			「魔物対策に関して知識、技術の蓄積もあるから、新しい村づくりの助言を求める相手としてもうってつけですね」

			　肯定的な姉弟の意見に、村人たちも理解を示し、好意的な反応を見せる。

			　そこにイリアは「それともう一つ」補足を加える。

			「ギルドを置くことによって、国に対する牽(けん)制(せい)にもなります」

			　国にとって、領土は力の指標であり、富を生み出す財産だ。

			　手を加えても割に合わないような例外こそあるものの、どこの支配下にもない土地を、野放しにしておく統治者はいない。

			　恐らくとしかイリアも言えないが、邪神による妨害があっただろうことは想像に難くない。

			　その場合、邪神がいなくなったことに気付かれれば、周辺の国から干(かん)渉(しよう)を受ける可能性は限りなく高い。

			「……どこかの国に帰属した方がいいのでしょうか」

			　魔物という分かりやすい脅(きよう)威(い)にばかり目をとられていた。

			　新しい悩みの種に、村人たちは理解が追い付かないと混乱を示している。

			　それでも投げ出さずに理解しようとする姿勢を尊重する。

			「そうですね……簡潔に説明しますが――」

			　国による統治の利点は、他の国からの干(かん)渉(しよう)を防ぐ後ろ盾を得られることや、有事の際に軍という国の戦力を当てにできること。

			　そして、街道の整備や公共設備の建設費などを、国庫によってまかなえること等が挙げられる。

			　欠点としては、国同士の争いに巻き込まれること。そして有事の際には戦力として徴集される可能性があることや、税の徴収が行われ、それらが国の都合によって変動する可能性があること。

			「あとは、馬鹿な人間が上に立つと、今よりずっと不幸になるってことでしょうか」

			　次いで、先に挙げたもの以外のギルドの利点と欠点の説明に移る。

			　とはいえ、ギルド支部を置くのみで、国に所属しないという自治形態は非常に少ない。

			　その理由は、支部を置くのが国の一部として成り立つ後になることがほとんど、というのが最も大きいが、なにより国からの補助金や助成金などを用いずに、ギルドの運営を続けることが非常に困難だからだ。

			　ギルドの運営そのものはギルド連合が行っているとはいえ、依頼などの報(ほう)酬(しゆう)は依頼人が出すこととなる。

			　報酬として得た金を、その自治体で消費するのであれば問題ないが、ギルド員というものは依頼を求めてあちこちを回ることの方が多く、その自治体に落ちる金額のほうが圧倒的に少なくなる。

			　それが国であれば国内での循(じゆん)環(かん)ともなるが、一つの自治体としては資金の流出である。

			　それでも収支を賄えるだけの体力があれば話は別だが、多くの場合はその限りではない。

			　だからこそ、イリアも先の説明では、〝国の干(かん)渉(しよう)を防ぐ〟のではなく、〝牽(けん)制(せい)する〟という表現に留めていた。

			　だが国に所属する場合、その牽制が大きな利点となる。

			　ギルドは独立性が強く、しかし支部は地域密着型であるため、設置された自治体への対応は自身に対しての対応、といった認識を持つことが多い。

			　自治体に対して理屈に合わない横暴な振る舞いをとれば、ギルドはそれを自身に対する横暴な振る舞いと捉(とら)え、色々な形で抗議行動をとる。

			　かつてはそんな事例も多く、現在ではギルド、並びに支部の置かれた自治体への理(り)不(ふ)尽(じん)な干渉は、確実に減っていた。

			「――だから、国に所属してもギルドを置くのは十分利点になります」

			　逆に、魔物の討(とう)伐(ばつ)などには「補助金を出しているのだからギルドと手を組んで自分たちで排除しろ」といった旨(むね)の対応をされることも多く、軍の派遣などは渋られる傾向にある。

			「それと、他所(よそ)の人間が入ってくるわけですから、治安が悪化する可能性も欠点ですね」

			　一通りの話を聞いて、思案に入った村人たち。

			　その様子を見て、イェンスは彼らに聞こえないようイリアに訊ねた。

			「（ベルナルトさんへの報告はどうするんですか？）」

			　そのことについて話があると言って、広場に姉弟も誘導したのはイリアだが、これまでの話の中に、関連する内容はなかったように思える。

			　そんなイェンスに、イリアは少し考える仕草を見せてから、答えた。

			「（村の人たちの答えを聞いてから……とも思ったんですけどね。言ってしまうと、お祭りの報告は正直に答えず、上手く誤(ご)魔(ま)化(か)して欲しいんです）」

			「（……理由を、聞いてもいいですか？）」

			　イリアの提案は、昨夜見た光景を考えれば当然とも思える。

			　生(いけ)贄(にえ)、邪神、そしてそれを倒す人物の存在。

			　これほど重要な情報を秘匿するには荷が重く、かといって、おいそれと口外していいものでないことも分かっている。

			　しかし、

			　――商人として、嘘を吐くことは信用に欠ける行為であり、忌避すべきもの。

			　彼の父が告げたその言葉は今でも胸に深く刻まれており、そのせいで貧しかったのだとしても、だからこそ父を尊敬する彼にとって、その言葉に反するのは憚(はばか)られた。

			「（村の外の人たちは何も知らなかった。そして、何も知らないまま終わった。なら、村の外の人間にとっては何も変わらない。わざわざ口外する意味もないと思いませんか？）」

			「（それは……）」

			　邪神がいたこと、そして消えたことを世に知らせなくていいというのか？

			　思わず反論しそうになったイェンスだが、すぐにそうなのかもしれないと思い直す。

			　邪神に逃げられたわけでも、倒したイリアが何か良からぬことを企てているようにも見えない。

			　イリアの武力に関しては、ギルド連合に所属しているのだから、認知はされているだろう。

			　たとえそれが、上層部の極一部だったとしても。

			　そう考えることにしたイェンスだが、そんなふうに考える素(そ)振(ぶ)りを見せていたため、イリアは答えを待たずに言葉をかけることにした。

			「勿(もち)論(ろん)、何の見返りもなく承諾してって言うわけじゃありませんよ」

			　普通の音量に戻したイリアの声で意識を引き戻されたイェンスに、イリアは問いかける。

			「この村にギルド支部が設置される時、真っ先に必要になるのはなんだと思いますか？」

			「それは、ギルドとの……、っ！」

			　橋渡し、あるいは調整役。

			　一見商人には関係のない仕事にも思えるが、新設される支部と村、その両方に顔を売ることのできる恩恵は、あまりにも大きい。

			「でも、それは」

			　村を邪神から救ったイリアが担うべき役ではないか。

			　そう言おうとしたイェンスの言葉を、イリアは笑顔で止める。

			「だから、これは交渉です」

			　その役を任せる代わりに、自分のことは内密に。

			　だから、村が支部を置くと決めた後に話そうとしていた。

			　イリアが言おうとしていた全てを察して、イェンスは思わず笑ってしまった。

			　とはいえ、それは自嘲でもあくどい笑みでも快(かい)活(かつ)な笑いでもなく、緊張から解放されたことによる、脱力したような緩(ゆる)んだ笑みだった。

			　上手く立ち回れるかどうかは姉弟次第、という課題はあるものの、それは姉弟にとって成功を掴(つか)むための試練。機会さえ得られない人間がほとんどの中で、試練を受けられる自分たちは恵まれている。

			（いきさつを考えたら、幸運なんて口が裂けても言えないけど）

			　ともあれ、こうまで他者に有利な道筋を用意されたのでは、交渉などではなく一方的な提供……施しに近い。

			（どこまで考えてるんだろう……この人は）

			　実際には単なる行き当たりばったりである。

			　情報の開示に慎重になるがあまり、秘密主義のような振る舞いになってしまった弊害。ここでもまた勘違いされるイリアだった。

			　そして、彼女たちの話が終わったのとほぼ同時。

			「……お聞きしたいことがあります」

			　それぞれの思案の後、何かを話し合っている様子だった村人たちを代表して話しかけてきた村長に、イリアは向き直って正対する。

			　村人たちの表情からは、失意や落胆に似た感情が見て取れた。

			「ギルドの支部を置くことを提案されましたが、そもそも、私たちには村を変えるだけの貯えがありません。まずは、どこかの国に従属してから、ということでしょうか」

			　村人たちの深刻そうな表情に一瞬目を瞬かせたイリアだが、すぐに事情を思い出して首を振る。それは肯定を意味する縦ではなく、否定を意味する横に振られていた。

			「お金なら十分ありますよ」

			「え!?」

			　村を変えるだけの潤沢な資金となる品物が、どこにあるのだろうか。

			　商売のタネと聞いて一番興味を示していたレーナは弟に窘(たしな)められ（引っ叩かれ）ていたが、驚(きよう)愕(がく)と疑問符を隠せない村人たちにも分かりやすいよう、イリアは指で指し示す。

			「あそこ……あなた方が、祠(ほこら)と呼んでいた場所です」

			　それは、邪神が集め、地下でも十分な明かりを灯(とも)すために使われていたモノ。

			「火の結石がたくさんありましたから、村で使う分を確保しても十分余裕があると思います」

			　下手な商人に売れば痛い目を見るだろうが、幸いこの場にはロトサー姉弟がいる。

			　村の人間が知らなかったことを彼女たちが知るわけもなく、村人たちと一緒に呆然としていたが、イリアの視線を受けてその意を察し、「覚悟しました」とでも言うように頷(うなず)いて見せる。

			　若く未熟だとしても、二人には商業ギルドが付いている。

			　彼女たちへの対応を鑑(かんが)みるに、頼めば手を貸してくれるだろう。

			　ともあれ、思いつく不安が解消されたためか、村人たちは押し並べて明るい表情を浮かべていた。

			　そろそろ次に移る頃か、と判断したイリアは、再び全員に聞こえるよう声を発した。

			「ギルドに関しては、取り敢えず以上ということでよろしいでしょうか」

			　俄(にわ)かにざわついていた広場が、しんと静まり返る。

			　異論がないことを見て取り、イリアは次の話に移ることにした。

			「では、もう一つの提案についてです。もう皆さんも嫌というほど自覚されていると思いますが、村を変えるためにはかなりの時間が必要で、その間、村を防衛する力が不足しています」

			　当然、反論は上がらない。

			「なので、私は村が十分自衛するだけの用意を整えるまでの間、防衛力の提供を提案します」

			「防衛力の……」

			「提供……？」

			　動揺する村人たちの中から、思わずといった様子で声を上げる者がいた。

			「そ、それはイリアさんがここにいてくれるってことですか!?」

			「いえ、長期滞在はできないので、それはできません」

			　イリアのにべもない否定に、あちこちで落胆の表情が浮かぶ。

			　とはいえ、先程の質問も含めて彼らの反応は予想範囲内。

			「私ではありませんが、周辺の魔物を退治する程度なら全く問題ない力の持ち主ですよ。――来て、ひすい」

			　宙に幾(き)何(か)学(がく)模様の円陣が描かれ、飛びだすように現れたのは、一頭の豹(ひよう)。

			　音もなく降り立つ様に見惚れる者もいれば、その翡(ひ)翠(すい)のような透明感のある緑の濃淡と、黒の豹柄で彩(いろど)られた姿に目を奪われる者もいる。

			　そんな視線を一身に受けつつも、それらを一(いち)瞥(べつ)した豹は「興味なし」と言わんばかりに視線を外し、イリアの足に尻尾(しつぽ)を巻きつけつつ寄り添うように移動する。

			「ちょっと実演してみましょうか。ひすい」

			　声をかけるや否や、イリアは無数の木刀を上空に生成。

			　ふい、と豹がそれらに視線を向けたと思えば、広場に一陣の風が吹いた。

			　直後に木刀は四散。

			　さらに細切れになった木刀の破(は)片(へん)は、木っ端微(み)塵(じん)となって一片も広場に落ちず、そのまま彼方へと吹き飛ばされた。

			『もうここらでよかろ？』

			　村人たちには聞こえない声を発した豹は、次の瞬間小さな猫ほどの大きさに変(へん)貌(ぼう)し、イリアの肩に乗ってマフラーのように陣取る。

			　そんな彼女を撫(な)でつつ、イリアは村人たちへと視線を戻した。

			「こんな感じですが、この子の力を借りるのであれば、一つだけ条件をつけさせていただきます」

			「粗末に扱うな、ということでしょうか」

			「いえ。この子は基本的に森にいて、村には関わりません」

			　そういった反応がくるだろうと予想していたイリアは、苦笑しつつ否定する。

			　何かしらの厚遇を要求すれば、それは邪神と変わらないのだから。

			　とはいえ、釘を刺しておかなければならないことはある。

			「でも、だからといって不当な扱いや振る舞いをするのはやめてください。私の家族なので」

			「わ、分かりました！」

			　脅すつもりはなかったが、イリアの力を見知っていれば当然の反応かもしれない。

			　そう諦(あきら)めて苦笑を零(こぼ)すと、別の声が挙がる。

			「あ、あの……何かお供えものが……？」

			『そげなもんいらん』

			「食べ物に関しても心配いりません」

			　村人たちが答えに行き着くのを待っていては埒(らち)が明かない。

			　そう判断したイリアは、流れをぶった切るように彼らに告げた。

			「昨夜起きたことや、私の力に関することを全て秘密にしてください。それが私の条件です」

			　イリアが出した条件に、村人たちは互いに顔を見合わせる。

			　かと思えば、恐る恐る、といった様子で訊ねた。

			「……それだけですか？」

			「そうです。できませんか？」

			　それはもう脅迫のような問いかけだったが、村人たちにとって是(ぜ)非(ひ)はない。

			　むしろ利点しかないからこそ抱く不安だった。

			　彼らは、代償を奉げてきたからこそ安穏とした暮らしを得ていたのだと、自覚している。

			　だからこそ、代償にならない条件を出されても、不安にしか感じられなかった。

			　その程度でいいのか、と。

			　本当に守ってもらえるのだろうか、と。

			　つい、と村長が見たのは、彼女と同じ部外者である二人の商人。

			　その視線に気付いた弟イェンスは、苦笑交じりに首を縦に振る。

			　――こういう方みたいです。

			　その真偽、さらに言えばその思考を正確に理解したかも不明瞭だが、イェンスの意を汲(く)み取った村長は、驚きに目を見開き……涙した。

			「!?」

			「お受けいたします……。ありがとう……ありがとう、ございます……！」

			　その一言で、村人たちが踏み出せなかった一歩は容易(たやす)く破られた。

			　すすり泣く音と、感謝の声。

			　村を邪神から解放しただけでなく、正道へと戻る道筋を照らしてくれるとは。

			　そんな万感の思いに、村人たちは彼女を讃えずにはいられなかった。

			（……なんか拝んでる!?）

			　ドン引きする本人を置き去りにして。

			　

			　

			　村人たちを落ち着かせるため宿に戻ったイリアは、守護を任せるひすいの相手をして、時間を潰していた。

			　そんな折に、到来を告げる音がドアから響く。

			「はーい」

			「あの、ソフィアです。今、よろしいでしょうか」

			　当然聞くまでもなく知覚していたイリアは、驚かさない程度に間を開けてドアを開く。

			　そこには、村人たちと似たような服装のソフィアがいた。

			　彼女は清楚な美少女ではあるが、邪神が着せていた服や巫女としての衣装よりずっと似合っていると思えた。

			「入る？」

			「あ、はい。失礼します」

			　そこまで畏(かしこ)まらなくてもいいのに、と思うイリアだが、同時に言ってすぐ直せるほど器用な子でもないことも知っている。

			「あの後、身体の調子はどう？」

			「全然問題ありません！　むしろ前より元気になったってお母さんたちも驚いてます」

			　そんな話題を皮切りに、家族や友人についての会話が続く。

			　しばらく話し続けて、ひすいがすっかりイリアの膝の上で眠りこけてしまった頃。ソフィアは少し思案するように間を置いて、言った。

			「……私、この村を出ようかと思うんです」

			　さすがに意外に思ったイリアだが、食い気味に訊ねて水を差すようなことはせず、そのまま彼女の口から告げられるのを待つことにした。

			「……家族と離れ離れになって、寂しかったです。もう会えないんじゃないかと思うと、苦しかった……。だから、また会えて、本当に嬉しかった」

			　でも、とソフィアは言う。

			「それだけじゃ駄目なんじゃないか、って思ったんです」

			　このまま村の中で暮らし、幸せを噛(か)みしめながら一生を過ごす。

			　それはそれで、とても貴いことだと思う。

			　だが、同時に自分がやりたいと思えることも見つけてしまった。

			「私……」

			　そこまで言って言葉を噤(つぐ)んでしまったソフィアを窺(うかが)うように見ると、彼女はイリアを見ては恥ずかしそうに縮こまってしまう。

			　そんな不(ふ)甲(が)斐(い)ない自分にもめげず、じっと言葉を待ってくれる。

			　それが彼女の勇気となって、なんとか言葉を振り絞る。

			「あ、あの……、笑わないでくださいね？」

			「うん。分かった。笑わない」

			　イリアへの信頼か、その一言で安心したらしいソフィアは、しかしまだ勇気が必要なことらしく、深呼吸を一つ。

			「……私、イリアお姉ちゃんみたいになりたい、って思ったんです」

			「……私？」

			　イリアのようにチートな力が欲しい、という意味ではないことは分かる。

			　内面は真似してはいけない部類に思え、そうなると外見のことになってしまう。

			　思考にはまり込むイリアを他所(よそ)に、ソフィアは言う。

			「私は、お姉ちゃんみたいにすごい力があるわけじゃありませんし、見た目も綺(き)麗(れい)じゃありません。……でも、私にしてくれたみたいに、村のみんなにしてくれたみたいに、私も何か、人を笑顔にするなにかがしたい、って思ったんです」

			　……おかしいですか？

			　そう問いかけるような躊躇(ためら)いがちの表情に、イリアは首を横に振って否定する。

			「ソフィアならできるよ」

			「……ほんとうですか!?」

			　具体例を示したわけでもないのに、たった一言で信じてしまう純粋さに思わず苦笑する。

			　はしゃぐ自分に気付いたソフィアは、若干恥じらうように頬を染めながら、「でも」と申し訳なさそうに眉(まゆ)根(ね)を下げる。

			「実は……ラトヴェスター教のところに行こうかなって、思ってるんです」

			「ベルナルト・ガルトマンさんの？」

			「はい。イリアお姉ちゃんも会ったことがあるんですね」

			　ソフィアは首(しゆ)肯(こう)する。

			　彼女には、特にイリア自身の宗教観などは語っていない。

			　ではなぜ申し訳なさそうにするのか。そんなイリアの疑問を察したわけではないが、続くソフィアの言葉はちょうどその答えとなるものだった。

			「……私、ラトヴェスター教そのものには、そんなに興味ないんです」

			　そんな人間が、教徒として所属する。

			　それは侮(ぶ)辱(じよく)と取られてしまうのではないか。そんな不安から、バツの悪さを感じていた。

			「そうだよね。私も興味ないし」

			「お姉ちゃんはそんな気がしてました」

			　クスクスと冗談交じりで笑うソフィアに釣られ、イリアもまた苦笑交じりに笑う。

			「いいんじゃないかな」

			「いいんでしょうか」

			「いいんだよ」

			　いいのだろうか。

			　ソフィアに疚(やま)しい気持ちなどはなく、善良な意思を持って選んだ結果なのだから、基本的に世界樹への感謝の念を説くことと、怪我人の治(ち)療(りよう)にあたることを主な活動としている彼らが、彼女を拒否することはないだろう。

			　むしろ、そんな善意を持った人間に興味を持って欲しい、と積極的に迎え入れるかもしれない。ベルナルトのような人間のいる場所ならば尚更だ。

			　そういった予想はあっても、所詮は可能性であって、絶対ではない。

			　なにより、そんな気休めの言葉は必要ない。

			　ここまで自分で決めて、イリアの下に来た彼女だ。今更止めても脅しても、きっと止まらないだろう。

			（回復スキルの適性もあるから大丈夫、なんて言わない方がいいだろうし）

			　それを伝えれば、確かにソフィアの後押しになるかもしれない。

			　だが逆に、自分の意思ではなく適性に沿って流されただけなのでは、と不安を抱かせることになりかねない。

			　それはイリアの望むところではないのだから、これでいい。

			「あ、そうだ」

			　ふわふわとした会話を切り、イリアは思い出したように問いかけた。

			　それは、当初の目的。

			「ソフィアが昨日の夜着てた手袋と靴下ってどうした？」

			「あ、そうでした！」

			　彼女も、その件についてイリアに相談があったらしい。

			　言いながら床に置いていたトートバッグサイズの鞄から取り出したのは、軽く煤(すす)けた【巫女の枷(かせ)】。

			「あの夜の後、こんなものっ、って焚火の中に投げ捨てたんですけど、燃えなくて……」

			「……へぇー」

			　あぶねー！　とイリアは胸中で絶叫した。

			　さすがは呪われた装備と言うべきか。ゲームであれば、売れもしないし捨てることもできない、装備から外せるだけマシな防具、といったところだろう。

			「さすがに他の人の手に渡るのはまずいでしょうし、埋めればいいんでしょうか」

			「あ、うん。私が預かっておくよ」

			　しれっと告げたイリアだが、ソフィアはむしろ嬉(き)々(き)とした様子で手渡す。

			　勿(もち)論(ろん)、厄介払いができたという喜びではなく、イリアになら安心して任せられる、という信頼からくる喜びだ。

			　当然その感情をしっかりと理解したイリアは、その純粋さに罪悪感を覚えることとなった。

			「……一応これでも村の財産だし、対価として、何か希望があるなら聞くよ？」

			　そんなことを言ってしまったのは、そのせいだろう。

			　ソフィアのことだ。対価なんて、そんなものは必要ない。

			　そう言うと思っていたが、

			「え、本当ですか!?」

			　と、かなり食い気味に乗ってきたことに驚いた。

			「じゃ、じゃあ……」

			　恥ずかしそうに言い淀(よど)むソフィアに、邪(よこしま)なものは感じないが、なんとなく嫌な予感がする。

			　しかし、一度言ってしまった手前、取り消すのは不誠実だ。

			　そう考え、「何？」と先を促(うなが)したイリアに、ソフィアは躊躇(ためら)いがちに言う。

			「お姉ちゃんじゃなくて……お姉さま、ってお呼びしても、いいですか……？」

			「え？　あ、うん。まぁ……いいけど」

			「良かったぁ！　昨夜の光景を見て思ったんです！　イリアさんはお姉ちゃんじゃない、お姉さまなんだ、って！」

			　それは違うのだろうか。姉貴と姉御の違いのようなものだろうか。

			　思いのほか軽い要求が来たことで承(しよう)諾(だく)してしまったが、やけに興奮した様子を見せるソフィアに、判断を間違えたような気がしなくもない。

			（……デザイン、どうしよっかな）

			　このままでは能力不足である「巫女の枷(かせ)」は【錬成】による強化が必要で、その際に意匠も変更すれば万が一その由来を知る人物に会っても、「巫女の枷(かせ)」と気付かれなくなるかもしれない。

			　そんなことを考えて、現実から思考を逸らすイリアだった。

			　

			　

			　イリアが村を発って、半年ほどの月日が流れた頃。

			「君がソフィアさん？」

			「は、はい！」

			　ソフィアは、ベルナルトと面会していた。

			　予定ではもっと早い時期に面会をしてもらうつもりでいたが、教徒となる前に家族と過ごそうとしているうちに、区画整備やらギルドとの会議、さらに国やラトヴェスター教との折衝と村中が慌ただしくなり、その手伝いをしているうちに、こんなにも時が過ぎていた。

			「こう言っては聞こえが悪いかもしれないけど、私のいる教会は来るもの拒まずという意向でね。君が望むというのであれば歓迎しよう」

			　見るからに一安心、といった様子のソフィアに表情を緩(ゆる)めつつ、ベルナルトは「ただ」と言葉を続けた。

			　彼が聞きたいのは、彼女の動機。

			「君はどうしてラトヴェスター教に入信しようと思ったのかな」

			　ベルナルトの経験則では、目の前の少女が抱くのは、単に「村を出たいから」という辺境の村の出身者などによく見られる動機の類(たぐい)ではない。

			　それほど切羽詰まっている様子でもなく、保護を求めているようにも見えない。

			　むしろ幸せそうな家庭に育った女の子、というのが村で彼女とその家族を見かけた時の印象だった。ついでに言えば、特にラトヴェスター教に思い入れがないことも分かっている。

			　だからこそ、分からない。

			　どうして、彼女がここまで真剣な表情で入信を希望しているのか。

			　勿(もち)論(ろん)、彼女の為人(ひととなり)を知る上で、この質問は必要なことだ。

			　しかしその一方で、

			　――もしかしたら、この村に起きた劇的な変化の理由が分かるかもしれない。

			　そうベルナルトは心の片隅で考えていた。

			　それを知れば、より多くの人々を救う手立てになるかもしれない、と。

			「……私はずっと、幸せっていうのは自分で見つけるものだと思っていました」

			　だから周囲の人間に頼ることもなく、妙に自立した性格になった。

			　巫女に選ばれた際、素直に受け入れたのもそんな考えが根底にあったからだ。

			　幸せは自分で見つけるもの。待っていても、幸せはやってこない。

			　だから、偶然幸せがやってきて……自分が幸せになる(助かる)ことはない。

			　そう思い、生きることを諦(あきら)めていた。これが皆のためになるのだと、受け入れていた。

			　でも、違った。

			「幸せは、周りの人があげることもできるって、気付いたんです」

			　きっかけはイリアだ。

			　守り神……邪神以上の力を持ちながら、邪神とは逆に村の人々に、自分に、幸せを与えてくれた恩人。

			　自分にあれほどの力はない。

			　それでも、あんなふうになりたいと思えたのは、その〝力〟に憧れたのではない。

			　誰かを幸せにできること、それを誇(ほこ)るでもなくただ〝そう在る結果〟として振る舞える彼女に憧れた。

			　彼女のように、多くの人間に幸せを、救いをもたらすことのできる人間になろうと思っているわけではない。そもそも、幸せそのものを与えられるとすら思っていない。

			　ただ、

			「他の誰か……一生のうち、一人でもいいんです。誰かが幸せになる手伝いができたらいいなって、思ったんです」

			　だから、ベルナルトの教会に入ってみようと思った。

			　彼は、祭りのことを聞いて回っていた時、子供たちの身を案じるような視線を隠すように、精一杯朗(ほが)らかな笑みを浮かべていたから。

			　きっとこの人は、誰かが苦しむのを見ていられない人だ。

			　そう思った。

			「……そうですか」

			　彼女の言葉は遠回しな文言に聞こえ、不明瞭な点が多い。

			　村の変化の理由について手がかりらしい手がかりもなく、結局何も分からず仕舞い。

			　だが、一つだけ分かったこともある。

			「一つ、訂正しましょう」

			「え……」

			　ソフィアの表情が単に目を瞬かせるものから、焦るような様相へと変わる。

			　なぜそのような表情をするのか、一瞬分からなかったベルナルトだが、すぐに理解して言葉を訂正する。

			「誤解させてしまったようだね。君の入信を断ろうというわけじゃないんだ」

			「あ、そ、そうだったんですか」

			　勘違いした者、勘違いさせてしまった者が互いに苦笑し、仕切り直しとばかりに居住まいを正してベルナルトは言う。

			「訂正すると言ったのは、こちらの対応でね」

			「？」

			「君のような子を迎え入れることができるのは、本当に嬉しい」

			「え、え？」

			　困惑の表情を浮かべる少女にベルナルトは微(ほほ)笑(え)み、手を差し出す。

			「君が望むなら、ではなく、私こそ君の入信を歓迎します。教徒ソフィア」

			　二、三度目を瞬かせた後、その手の意味を察したのだろう。

			「よ、よろしくお願いします！」

			　その手を握り返し、ソフィアは教徒となった。

			　彼女たちが面会をしている部屋の窓から見えるのは、大きく変わろうとしている村の風景。

			　人々は忙しそうに動き回っているが、そのどれもが希望に溢(あふ)れた表情を浮かべていた。

			　新しく生まれ変わろうとする村の人々。

			　ギルドや村長などとの仲介を熟(こな)しつつ、村に新しく構える店を繁盛させるため精力的に活動するロトサー姉弟。

			　そして、ラトヴェスター教の教徒として歩み始めたソフィア。

			　彼らの道は、途切れることなく続いていく。

			　いつか、その道があの人(イリア)と交わるかもしれない。

			　その時に胸を張って会えるよう、頑張って生きていこう。

			　――そう誰もが思いながら、それぞれの道を歩いていく。

			　

			　これまでの道（過去）を忘れるためではなく、乗り越えるために。

		

	
		
			　

			幕間

			　

			　最古の邪神を倒してから、数年が経過した頃。

			　イリアは一人、ギルド連合の総本部であるギルダーポートに向かっていた。

			　多くの出会いや別れを経て、ほとんどの国や地域を回った彼女ではあるが、その地を訪れるのは、定住の地と決めたからでも、その候補地として決めたからでもない。

			『あ、イリアさん。言伝を預かっています』

			　適当な討(とう)伐(ばつ)依頼を終えて報告に向かうと、受付の女性にそんなことを言われた。

			　内容を聞くと、『話がしたい。ギルダーポートに来られたし』とのこと。

			　断りたい。しかしすごく断りにくい。

			「あーめんどくさい」

			　自分の意思ではないからこそ、意味のない不満も漏れてしまう。

			　しかし、聞いてしまったからには、応えなかった場合に迷惑がかかるのは、伝えた支部と受付嬢だ。

			（そういうところが、本当に面倒臭い）

			　搦(から)め手というか、あくどいというか。

			　しかも、それをほとんど無意識にやるのだから始末に負えない。

			　だから、用件はさっさと済ますに限る。

			「話ってなんですか」

			「うおっ！　いきなり声かけるんじゃねえ！　びっくりするだろ！」

			　美少女ならまだしも、いい大人の男が慌てる様を見て喜ぶ趣味はイリアにはない。

			　男の名は、ハンス・フォルクスという。

			　見た目は屈強で豪(ごう)放(ほう)磊(らい)落(らく)を体現したような人物であり、彼女たちがいる場末の大衆酒屋が似合う男だった。

			「まぁ食え！　注文もせずに居座るのは、店に対して失礼だろう？」

			「……そうですね」

			　イリアはカウンター席に座るハンスの横に腰を下ろし、いくつかの注文をしてから改めて横目で窺(うかが)うようにハンスへと訊ねた。

			「で、用件はなんですか」

			「まったく、お前さんは変わらねえなぁ」

			　ハンスは快(かい)活(かつ)に笑い、グラスを一気に呷(あお)る。

			「何を焦ってるのか知らんが、まだあっちこっちフラフラしてんのか？」

			　イリアが世界中を回っている理由は聞いている。

			　話を急ぐ理由がそこにあるとは思っていないが、いい加減どこかに定住すればいいのにと老婆心を働かせてしまうのは、このエルフの少女の在り方を、どこか危うく感じるからだ。

			「……まだ行ってない場所もありますから」

			「お前ならどこ行っても快適な場所にしちまうと思うけどなぁ。安心安全つったか？　ここじゃ駄目なのか？」

			　ギルダーポートは国としての体を成し、世界各国からその扱いを受けてはいるが、言ってしまえば国家規模のギルドだ。

			　国のように個人が縛(しば)られることもなく、しかし他国等の干(かん)渉(しよう)からは保護される。

			　領土こそそれなりに持つものの、同規模の国家が抱える軍を容(よう)易(い)に越える数の戦闘員を相手にしてまで得るほどのものではない。その上、その真価を得たいのであれば丸ごと乗っ取るしかないが、世界中に点在する支部からもたらされる情報によって、常に先手を打たれる。

			　味方にすれば頼もしく、敵に回せば厄介極まりない存在。

			　それがギルダーポートであると、ハンスは考えている。

			　しかし、

			「駄目ですね」

			　イリアは即答する。

			「ほう。理由を聞かせてもらえるか？　参考にする」

			「参考にはなりませんよ。個人的なことですから」

			　そう。それは紛(まぎ)れもなく、個人的な理由だった。

			　少なくとも、彼……ギルド連合総本部長が参考にできるものではない。

			（というか、貴方がその理由だし）

			　ハンスはイリアの実力を知っている。

			　ほとんどの事象を解決できる手駒を得た将が、その駒を使わないはずがない。

			　彼の場合、今回呼ばれたのと同じように、断りにくい状況を作って「依頼」するから尚のこと始末が悪い。

			　それでも依頼を受けたのは、その内容が意地を張って拒否するほどのものでもないからだ。

			　だが、いつか理(り)不(ふ)尽(じん)な依頼をしてきたら？

			　その時、イリアは確実に依頼を拒否するだろう。そして、ギルダーポートに居づらくなる。

			　そうなれば、新たな定住の地を求めて旅立つことだろう。

			　一つの可能性とはいえ展開が予想できるのだから、初めからそうならない場所を求めるのは当然だった。

			「まぁ、うちも問題がないってわけじゃねえしな」

			　そんなイリアの胸中を察したかはさておき、ハンスは苦笑気味に漏らす。

			「勝手に俺とデシャンの派閥に分かれて争ってるバカ共がいるし、おかげで有能なデシャンの弟はどっか行っちまうし」

			「愚痴が言いたいなら帰りますが」

			「お前俺に冷たくない？　俺、一応上司よ？」

			　前世ならばともかく、今のイリアが彼の愚痴に付き合う道理はない。

			　気になることもあり、周囲を警戒しているおかげで問題はないが、ハンスの身分を知る者にこうして一緒にいるところを見られてしまえば、イリアが総本部長派の人間である、と取られかねない。

			　それを自然に利用してしまうのが彼(ハンス)の厄介なところなのだから、気付いたら派閥争いに巻き込まれて不穏分子を一蹴させられていた、なんてことになりかねない。

			　そんな面倒事はご免被る。

			　とはいえ、それは可能性の一つであって、現時点ではそれほど危惧していない。

			　彼自身が変装していることもあるが、何よりその有能さだ。

			「どうせその派閥争いで膿を出そうとしてるんでしょうし、利用しようとしてる時点で自業自得です。私を巻き込まないでください」

			　それでも保険をと言い切ると、ハンスは怒るでも驚くでもなく、当然のように肩を竦(すく)めてから頬杖を突く。

			「お見通しだねえ。俺としては、これ以上有能な仲間を逃したくないってのは本心だが」

			　それ以上の言葉を遮(さえぎ)るようなイリアの視線に耐えかねたのか、やれやれ、と言わんばかりに苦笑を零(こぼ)したハンスは、僅(わず)かに居住まいを正す。

			「このところ、魔物の被害が減ってるのは知ってるか？」

			「いえ」

			「定期的な間引きはいつも通りだけどな。異常な力を持った魔物の出現頻度が減ってるようだ。これには妙なエルフが関わってるって話もあるんだが、まぁそれはいい」

			　再びの冗談、かと思いきや、今回は揶(や)揄(ゆ)するような意図はなかったようだ。

			　本題はそこにはないと話題を戻し、ハンスは続ける。

			「被害が減ってるとはいっても、ギルド全体の依頼数はほとんど変わらない……が、特定の地域の依頼数は増えてる。分かるか」

			「魔物じゃないなら、人災ですか」

			　ハンスは首(しゆ)肯(こう)してからグラスを呷(あお)り、喉を潤して再び言葉を続ける。

			「革命だったり、それを察知した粛清だったり、その理由は決まっちゃいないが、とにかく、人間同士の諍(いさか)いに巻き込まれてるってことだな」

			　ギルド員の依頼は魔物関連に限らず、対人関連のものも当然含まれる。

			　そもそも、最も戦闘行為に駆り出される傭(よう)兵(へい)ギルドの起源が、神々が姿を隠した後の混(こん)沌(とん)とした人間の時代に、戦闘集団として各地を駆け巡っていた者たちのまとめ役から始まっているのだから、当然と言えば当然の成り行きと言える。

			　で、それがどうしたのか。

			　視線で問うイリアに、ハンスは言いづらそうに視線を逸らし、もう一度グラスを傾けてから口を開く。

			「どうもきな臭いと思ってな。色々調べてるうちに、妙なことに気付いた」

			「妙なこと、ですか？」

			「ああ。何かしらの争いが起きる前、その時期や場所こそ現場から遠かったり近かったりするんだがな。エルフと思しき姿が目撃されてる」

			　ほんの僅(わず)かに眉(まゆ)を顰(ひそ)めたイリアを認めて、ハンスは慌てて補足する。

			「何もお前さんを疑ってるわけじゃねえ。というか、お前さんの依頼履歴を見れば、そのエルフが別人だってことはすぐに分かるだろ」

			「……心当たりがあるかどうか、ですか」

			　ああ、とハンスは肯定する。

			　そのエルフが同一人物であるかどうかはおろか、各地の紛争と関係があるかどうかも不明瞭だ。

			　しかしだからと言って、調べる前に「偶然」の一言で片づけるには、エルフという存在は特殊過ぎる。

			「……それ、本部長が直々に調べることなんですか？」

			「現実逃避って面は否定しねえよ」

			　かか、とハンスは悪びれもせずに笑う。

			　だが、気になるからといって、部下を使い調査するほどの確信がなかったのも事実。

			　立場があるとはいえ、個人でできることに限界はある。イリアならば或(ある)いは、と彼女を呼ぶに至ったが、その表情を察するに、芳しい効果は得られないかもしれない。

			　とはいえ、底が知れない彼女のことだ。勝手に判断するのは愚策だろう、と資料を渡す。

			　そこには、紛争があった地域とその内容、そしてエルフの目撃情報があった時期と場所が記されていた。

			　確かにハンスの言う通り、関与が考えられない距離や時間差が見られる場所もあった。

			　前世の感覚で言えば、東京で殺人事件が起きた三日前に青森県で目撃される、といったところか。

			　だがそれでも、大間でとれた冷凍マグロで殺人を決行、犯行後、犯人はそのマグロを調理して証拠隠滅を図る。目撃された人物(エルフ)は足が付かないよう独自にマグロを確保できる人物だった、という可能性が（限りなく低くとも）ゼロではない。

			　なにより、

			（セタサオーナ……お嬢様の護衛に行ったところだ。他にも……）

			　記載されている情報のいくつかは、確かにイリアの記憶とも合致する。

			　勿(もち)論(ろん)、彼女自身では有り得ない時間や場所で、だ。

			「何か分かったか？」

			「……はい」

			　イリアは、彼の地で起きた事件に遭(そう)遇(ぐう)した際、エルフが主犯格の人物との関わりを匂わせる発言をしていたことを説明した。

			　そこまでは踏み込めていなかったのだろう。

			　一言も漏らすまいと耳を傾けていたハンスは、それを吟味するかのように黙り込んでいたが、ふと浮かんだ疑問に顔を上げた。

			「そこまで情報を得ていて、お前は気にならなかったのか？」

			　ハンスの把握しているイリアであれば、違和感を覚えて自ら調査を始めそうなものだ。

			　そんな純然たる疑問に、当のイリアは緩(ゆる)く首を横に振る。

			「まぁ、気にはなりましたけど、確実に関わってると分かっていたのはほとんどありませんでしたし……」

			　だから、わざわざ嫌うエルフに会うような真似をしようとは思えなかった、というのは大きい。

			　しかしそれ以上に、遭(そう)遇(ぐう)してきた濃いイベントの中に埋没してしまっていたこと、そしてそれ以外に、気になることがあったからだ。

			「……そうか。まぁなんだ。情報をもらえて助かった。しばらくここにいるのか？」

			「いえ、すぐに発とうと思ってます」

			「そうか。不要かもしれんが、達者でな」

			　まるで明日また会うかのような軽い挨拶を交わし、二人は別れた。

			　イリアは一人酒屋を出て、軽く辺りを散策する。

			　繁華街から離れた場末とはいえ、ここはギルドの国。彼女の身内ばかりともいえるこの場所で襲い掛かってくるほど、〝彼ら〟も馬鹿ではないらしい。

			（……って、常識とか考えてくれる人たちなら良かったんだけどね……）

			　常識や規則など、平気で無視してくるから鬱(うつ)陶(とう)しいことこの上ない。

			　小さく溜(ため)息(いき)を吐いて、イリアはこの国を後にする。

			　たとえ赤の他人に限りなく近い身内でも、自身を狙った〝襲撃〟に巻き込むのは、本意ではなかった。

		

	
		
			第３章　魔物

		

	
		
			　最初に違和感を覚えたのは、ずっと前のこと。

			　それは今も続いている。

			　むしろ、次第に大きくなっていったからこそ、逆算して以前から感じていた、と気付いたと言ったほうが正確だ。

			　そして今、彼女の前に転がる五つの男たちにもまた、その違和感があった。

			「……いい加減鬱(うつ)陶(とう)しいからさ、何が目的か話してくれない？」

			　スキルを使ってしまえば、そんな問答をせずに思考から記憶まで全てを読み取ることは可能だ。

			　しかしそれをしないのは、結局のところ文字通り〝全て〟を読み取ってしまうために、その生命が感じたあらゆる感情を知覚して、まるで自分自身がそう感じたような気分になってしまうからだ。

			　そんな気分を味わうくらいなら、襲って敵を撃退して聞き出した方がまだマシ。

			　襲撃されたところで、命の危険はないのだから。

			　そう思っていたのが去年の事。

			　今日この日まで断続的に続いている暗殺紛いの襲撃には、さすがのチートスペックでもストレスを感じずにはいられなかった。

			　そんな少女が面白かったのか、男の一人が鼻を鳴らす。

			　痛みと苦しみに歪(ゆが)みながらも、確かに男は嗤(わら)っていた。

			「我ら、は……邪神様を……、世界の主……と」

			「ああ、邪神を信奉する主義者ですか。ラトヴェスター教の全統派、でしたっけ？」

			　嘲(あざけ)りを含めた言葉をぶった切り、彼女……イリアは問いかける。

			　そのまま言葉を聞いて情報を得る、という選択肢をとるのが最善だが、イリアは挑発して情報を引き出すことを選択した。

			　失敗して口を噤(つぐ)む可能性は高くなるが、それでもいいと彼女は思っている。

			　次に襲ってきた者に、さも「知っているぞ」と言わんばかりに揺さぶりをかければいい。

			「ハッ……、ハハッ……！」

			　夢の国のネズミかな？

			　と思うイリアの予想は勿(もち)論(ろん)外れ、男は先程よりも強く嗤(わら)った。

			「我らを、あの、ような軟弱者と……一緒にしてもらっては、困るな……!!」

			　まるで最後の力を振り絞るようにして叫んだ男。

			　直後、他の四人の男が黒い霧へと姿を変える。それはまるで、一瞬のうちに蒸発したかのような光景だった。

			　そして霧は渦を巻き、残る一人の男へと収束する。

			「がぁアアああっぁぁぁぁあああアぁァぁああアアア――!!」

			　跳ねるように身体を痙(けい)攣(れん)させながら、断末魔じみた咆(ほう)哮(こう)。

			　男の足元に明滅を始めたのは魔法陣だ。

			　召(しよう)喚(かん)。

			「えい」

			　看破した瞬間にパージュファクターを発動。

			　念のためと、魔法陣によって起こされる契約などの効果を失効させる魔術、ラァプススクェアを待機させておいたが、発動させることなく魔法陣は解かれ、蒸気が漏れだすように男から白い靄が霧(む)散(さん)する。

			　男がしようとしていたのは悪魔の召(しよう)喚(かん)。

			　そう気付いたイリアは半ば実験的に浄化魔法を選択したが、無事に中断できたことを鑑(かんが)みるに、その判断は正しかったようだ。

			　しかし、男は息絶えていた。

			「……はぁ。めんどくさ」

			　イリアに勝てないことを悟り、自爆紛いの行動に出たのだろう。

			　邪神を倒したから付け狙う、という目的が分かっただけでも前進だ。

			　これまでは、なぜ狙われているのかも分からなかったのだから。

			　とはいうものの、

			「なんか変だ」

			　それがほぼ毎回となれば違和感がある。

			　イリアの目論見通り、次の襲撃からは、鎌をかけるような問答で情報を引き出すことに成功するようになっていた。

			　何度か失敗したものの、引き出した情報で次第に敵の姿が明確になってくる。

			　しかし、イリアはそのことに違和感を覚えていたのだ。

			「なんか、上手くいきすぎてるよね」

			　彼女の言葉は独白ではない。

			　宿の一室でイリアは寝台の上にいたが、彼女が凭(もた)れ掛かるのは黒く大きな狼。

			　ブラッシングの甲斐あって、手を滑らせれば絹のような手触りだが、身を沈めればもこもこの毛皮が心地良い。

			　しかし、そのもふもふを堪能するために彼を呼んだわけではない。

			　毛を弄(もてあそ)ぶ手を止め、取り出したのは一枚の地図。

			　狼にも見えるように広げた地図を、現在いる地点からなぞるように指で示す。

			「このまま情報を纏(まと)めていくと、たぶんこの都市に行くと思う」

			　そこはリグ・ナ・フェンベス連合国における中枢都市の一つ、パースベス。

			　連合国は都市国家が連合を組んで生まれた国であり、各中枢都市の独立性が高い。

			　最高決定権こそ持たないものの、都市裁量権によって各中枢都市の独立性は保たれており、しかしそれ故に、重大な問題が起きてからでなければ、一つの都市は別の都市の問題に関与できない、という欠点も抱えていた。

			「だからこそ、ここに邪神教の根城がある。あってもおかしくない……って考えさせるのが、狙いっぽいんだよね」

			『罠、と？』

			　狼から洩(も)れたバリトンボイスに、たぶんね、とイリアは肯定を返す。

			「別に罠でもいいんだけどさ、やっぱり人の多いところで襲われたら面倒くさいし」

			　自分にも他人にも犠牲を出すつもりはないが、力が変に露見するのは避けたい。

			　以前最古の邪神の祠(ほこら)に侵入した時のように、イリア自身が気配を絶って都市へ行き、調査するのが一番確実ではあるのだが、罠である場合「上手く誘導できている」と思わせておく方が都合がいい。

			「だからさ、クロガネに調べてきて欲しいんだ」

			　クロガネと呼ばれた狼は、影の中を移動するスキルを所持している。

			　そのため、高い戦闘力を持ちながら、人間に見つからず潜入できる唯一と言っていい使い魔だ。

			　彼ら自身が邪神教と自称していた人間は、全員が〝乾燥した木の根〟と呼ばれる木片を所持している。呪術や魔物・悪魔系の召(しよう)喚(かん)に若干の補正という程度の効果しか持たないが、彼らにとっては信仰の象徴に近い扱いのようだ。

			　クロガネならば、たとえ隠し持っていたとしても見つけることができるだろう。

			『見つけた場合は如何しますか』

			「放置でいいよ。攻撃されたらやっちゃっていいけど」

			『御(ぎよ)意(い)』

			　主が急に落ちないよう、ゆっくり沈み込むようにして、クロガネは影の中へと消えた。

			　就寝中に襲われても問題はないが、宿に火をつけられても面倒だ。

			　最後に邪神教の存在がいないかを確かめて、それから一人眠りについた。

			　

			　

			　件(くだん)の都市、パースベス。

			　その行政区の一室で、二人の男が卓(たく)子(し)を挟み、対面していた。

			　一人はパースベスの市長であり、もう一方はラトヴェスター教の衣装に身を包んでいた。

			　教徒は聖職位階ではない一般層に近い信者が着る服装だが、彼が明らかに悠然とした態度であるのに対し、市長は憤怒を押し殺すように顔が歪(ゆが)み、手が震えていた。

			　立場上は上位にあたる市長が、怒りを抑えなければならない事態にある。

			「お分かりいただけたようでなによりです」

			　慇(いん)懃(ぎん)無(ぶ)礼(れい)を絵に描いたような物言いで、教徒の男は立ち上がる。

			「こちらとしても、被害は少ない方が望ましい。……そう。命を宿す女性や、幼い子供などは特に……ね」

			　男は去り、部屋には市長のみが残された。

			　爪(つめ)が食い込み、血が滴り落ちても構わずに拳(こぶし)を握り続ける。

			　そうすることで、怒りで短慮な行動に出てしまいそうになる自分を諫(いさ)めていた。

			　卓子に広がる紙に書かれていたのは、彼らの計画。

			　概要だけを述べれば、一人の少女を指名手配として捕(ほ)縛(ばく)。処刑すること。

			　罪状は、先日国外で死去した市議の殺害容疑。容疑と言っても、既に確定しているのと同じだろう。

			　だが、この程度であれば市長が怒り狂うほどではない。

			　問題は、状況によっては都市内での戦闘が行われること、そして最悪の場合は、都市の人間の命を使ってでも仕留めると言い切ったことだ。

			　既に人質は取られている。

			　そんなことをしなくとも、二十万の市民と一人の異邦人、どちらを選ぶかなど火を見るよりも明らかだというのに。

			　そこで理解した。

			　彼らは初めから最良の結果を求めていない。市民を捨て石にする気なのだ、と。

			　そして、それ以外の選択肢など与えない。

			「ふざけている……！」

			　ようやく絞り出した声は、誰にも届かず霧(む)散(さん)する。

			　しかし、少しは感情の発散に役立ったらしい。

			　怒りによる震えが止まり、溜まった澱(おり)を吐き出すように一息吐いて、市長は一枚の紙に視線を遣った。

			　そこには、精巧に描かれた人物画と、その特徴について記されていた。

			「イリア・シュルツ……お前が、奴らの逆鱗に触れさえしなければ……」

			　市長は、彼ら……邪神教が狙うエルフの少女を、複雑な感情が入り混じり、生気が欠如した目で見下ろしていた。

			　

			　

			　その日、パースベスは異様な空気に包まれていた。

			　住民の誰もが他者を警戒するように目を配り、街を二人一組で見回りする衛兵たちは、皆緊張を隠しきれない面持ちで市街を警(けい)邏(ら)する。

			　何より異常なのは、昼間だというのに城壁の門が閉じられているということだ。

			　夜間において、非常時の出入りや郊外の見回りなどで用いられる城門脇の通用口が開放されてはいるが、当然馬車などは通れない。

			　一台でも訪れれば立ち往生してしまうことになるが、それでもすぐに開閉のできない門は閉じておきたい、という意思を表しているようだった。

			「！」

			　時刻を告げる鐘が鳴り、多くの身体がビクつくように跳ね、各々が鐘の棟を見上げる。

			　その視線の動きを待っていたかのように、建物の陰から飛び出す姿があった。

			　金色の髪に、横に伸びた長い耳。

			「いたぞ！」

			　しかし、人の目に抜け穴はなかった。

			　発見を告げる声は加速度的に伝播し、やがて多くの人々が押し寄せる。

			　その様はまるで、街全体が蠢(うごめ)いているような光景だった。

			　

			「始まった始まった」

			　そんな光景を、広大な城郭都市が拳(こぶし)大に見えるほど遠い場所から眺める存在がいた。

			　千里眼の下位互換である鷹の目を使い、逃亡者と追跡者の様子を見ては、にやにやと薄気味悪い笑みを浮かべている。

			　逃亡者の少女はその卓越した身体能力とスキルで縦横無尽に動いて追跡者たちを撒(ま)こうとするが、如何せん人数が多く、逃げきることができずにいた。

			「人前で全力は出せないよね～。……でもいいのかなぁ。あんまり時間をかけると、街の人たちが死んじゃうんだけどなぁ」

			　人の命などどうでもいい。

			　その意思を隠すこともせずにケラケラと笑い、

			「構いませんよ。危害を加える人間はもういませんから」

			　背後から聞こえた声に、笑(しよう)声(せい)を止めた。

			　声のした方に目を向けるまでもなく、感じるその存在感はチートなエルフの少女、イリアのもの。

			　しかし、都市内で逃げ回る人物もまた、確かにイリアの姿をしていた。

			「……【変装】かぁ」

			　自分の姿を自在に変え、他者の目を欺くことのできる彼女だ。

			　そのスキルを他者に付与し、目を欺くこともまた彼女であれば可能だろう。

			　考えればすぐに思い付く可能性が頭から抜けていたのは、〝彼女の移動を目視していたから〟に他ならない。

			「あはは。慢(まん)心(しん)しちゃったね」

			　大して気に病むこともなく、あっけらかんとして横にいる別の少年に声をかけるが、その少年から返事はなかった。

			　しかしそれさえも気に留めず、イリアへと向き直り、

			「まぁいいや。君の勝ちだよ、イリアちゃん」

			　太々しく自らの負けを宣言した。

			　ここにこうして彼女がいて、街の住人に危害を加える存在……邪神教の人間がいなくなったというのであれば、確かにもう存在していないのだろう。

			　ならば、今更それを問う必要もない。

			　そう言わんばかりに。

			　客観的にも、その判断は正しかった。

			　クロガネによって都市の住民たちが置かれている状況を知ったイリアは、一計を案じることにした。

			　まず、クロガネに影真似でのイリアの模(も)倣(ほう)を命じ、【看破】のようなスキルで見破られないようイリア自らが【変装】を付与し、イリアの存在を誤認させる。

			　クロガネが邪神教の思惑通り近づく間にパースベスに侵入したイリアは、そのまま市長と対面した。

			　そこで提案したのは、「邪神教の排除に協力する代わりに、一つ自分(イリア)の依頼を受ける」というもの。

			　当然難色を示した市長だが、依頼の内容を聞いて「排除が確認できれば」という条件付きで承諾した。

			　結果として邪神教は一日を待たずに全員が捕(ほ)縛(ばく)され、人質は無事に解放。

			　市長はイリアの依頼を正式に受諾した。

			　そうして行われたのが、現在も進行している〝鬼ごっこ〟である。

			〝捕まえた者には一年間の税の免除〟といった特典を設けたことにより、単なるお祭りで終わるはずが、やけに殺伐としたものになってしまったが、イリアにとっては好都合だった。

			　わざわざそうしてまで相手に思惑通りに事が進んでいる、と思わせたかったのは、イリアが感じていた違和感の正体を突きとめるため。

			　その違和感の正体は、言ってしまえば、自分の存在を探られているような感覚だった。

			　それをはっきりと違和感として認めたのは、最古の邪神を倒して以降。

			　そして、邪神教の襲撃で自分の居場所が認識されているのだと推測した。

			　人目に付かない場所での野宿や移動、有り得ない順序で街を移動しても襲撃が止まることはなく、それを偶然の一言で済ませるほどイリアは楽天家ではない。

			　自分の居場所を知覚し、教えている存在がいる。

			　ならば、とイリアは彼らの思惑に乗ることにした。

			　その思惑の最終段階には、十中八九その存在が参加、あるいは見物に来るはず。

			　ならば、そこで見つけ出せばいい。

			　イリアの狙い通り、その存在は確かに結末を見届けるべく姿を現した。

			　言い逃れさせるつもりはなかったが、当人はその素振りを一切見せず、そしてイリア自身もまた、疑いようのない確信をもってその人物を黒幕と認めていた。

			「あれ、どうしたのかな？」

			　飄(ひよう)々(ひよう)とした様子を見せる目の前の人物に、イリアは言葉を発しない。

			　心の奥底から沸き起こる不快感を抑え込むのに必死で、声を発することができなかった。

			　そんな彼女を見て、濃い笑みを浮かべる。

			「そんなにこの姿が意外だった？　でもいいよね？　もういらないって捨てたんだから」

			　捨てた。

			　確かにそうだ。

			　その姿は以前にイリアが使い、誤(ご)魔(ま)化(か)し、逃げていた自分と決別する意味も込めて使わなくなった姿。

			　目の前の人物は、少年、アキの容姿をしていた。

			　いや、正確に言えば、当時のアキが現在まで成長したとしたら……そんな姿だった。

			　だからこそ感じる不快さ。

			　まるで「あの頃の自分」が自身から切り離され、独りでに生きていたように思えて、酷(ひど)く悍(おぞ)ましい。
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			「あなたの目なら、これが偽者だって分かるよね？　だから、そんな目で見ないで欲しいな。いいじゃない。気に入ったんだから」

			　まるで悪びれた様子も見せず、偽者のアキは言う。

			　イリアはその能力で、その言葉が全て本心なのだと理解してしまう。

			　いや、チートによるスキルがなくとも、そう理解できていたかもしれない。だからこそ、本筋とは全く離れた会話でささくれ立つ心が、不快だった。

			　だから、話を進めることにした。

			　なぜ自分の暗殺を幇(ほう)助(じよ)したのか。なぜ自分の居場所を知覚することができたのか。

			　そんなことを今更聞くつもりはない。

			「で、貴方は何が目的なの？」

			　すぐにでも話を終わらせたい。

			　そう考えての核心を突く問いかけだった。

			「分かってるくせに」

			　そう言って笑う声が、仕草が、表情が、イリアの心をざわつかせる。

			　そんな彼女に満足しつつも、ぐずる子供を見るかのように苦笑した偽者のアキは、何か閃(ひらめ)いたようにパンと手を叩いて口を開く。

			「じゃあ、問題を出しましょう」

			　イリアの返答を待たずに問いかけた問題。

			「魔物は、どうやって生まれるでしょーか」

			「……」

			　イリアは答えない。

			　しかし構わずに、まるでその反応を予想していたかのように、偽者のアキは告げる。

			「魔物ってね？　生命の負の感情を糧にして生まれるんだ」

			　体内に吸い込んだ光素が、吐き出される際に感情を僅(わず)かに取り込んで、影(えい)素(そ)となる。

			　その影素が世界樹に取り込まれ、蓄積し、世界に張り巡らされた根を伝い、世界の至る所で噴出する。

			　その一つが精霊であり、魔物だという。

			「もともとは、もっと幸せな気持ちになりたいって前向きになるから、ずっと不幸な気持ちを抱えているのは辛いから、なんて創造主様のご配慮だったのかもね」

			　正のみでなく、負の感情も断続的に与えれば慣れることなく抱き続けることになる、というのは誤算だったのかもしれないが。

			　苦笑を零(こぼ)し、「でも」と目を伏(ふ)せる。

			「悲しみ、苦しみ、怒り、憎しみ、妬(ねた)み、嫉(そね)み……」

			　悼(いた)むように。

			　祈るように。

			「そういうのって、誰に対して向けられるものだと思う？」

			「……」

			　イリアは答えない。

			　分かりきっているから。

			　問いに対する答えも、自分が理解していることを、目の前の人物が理解していることも、分かりきっているから。

			「そ、人間だよ」

			　そんな類(たぐい)の沈黙だと理解して、偽者のアキも言葉を紡ぐ。

			「人間から人間への汚くて醜い感情。人間以外の生き物から、殺した人間への憎悪、理(り)不(ふ)尽(じん)さへの憤怒、生き場を追われた嘆き……」

			　だから、魔物は人間を狙う。

			「その感情そのままに、人間に牙(きば)を剥(む)き……殺す。その命果てるまで。それが、魔物の存在する理由だから」

			　だからこそ、魔物は人間の……より広義で言えば、食物連鎖に含まれる全ての生命を脅かす、天敵となる。

			　だから目の前の人物の言い方は、厳密には正確ではない。

			　それでも、より多くの生命の上に立っているという意味で、人間という種族を超える存在はいない。

			　だから、間違っているとも言えなかった。

			「心当たり、あるんじゃない？　たとえば、人口に比例して、周囲に生まれる魔物が多くなるだとか。たとえば、人がいない場所では、魔物が再び現れるまで時間がかかる、だとか」

			　言われなくとも分かっていた。

			　里から抜け出してレベル上げをしていた頃の、砂漠における魔物が再出現するまでの時間。

			　長期にわたって滞在していた街で、資金稼ぎに狩っていた魔物が再出現するのに要する時間。

			　確信はなかったが、予測だけはしていた。

			　しかし、それを確かめて何になるというのだろう。領地の人間を都市部に移すには限界があり、農地も遠くなる。人口に比例するのが確かなら、人口が少なければ警備に回す人員も少なくて済むのではないか。

			　考えた結果、イリアがとったのは先送り。

			　――自分一人でどうなる問題でもない。

			　そう結論付けた。

			　人への悪感情が魔物を生む原因だと知らされた今でも、その判断は間違っていなかったと思う。

			　人は、何かを糧にしなければ生きられない。

			　人は、一人では生きられない。

			　人が生きているかぎり、魔物は生まれる。人間の、敵。

			「そう、魔物は人類全てが敵なのであって、個人個人を区別したりしない。それは、その身に渦巻く負の感情が、それぞれの人間に向けられたものの積み重なったものだから」

			　この長い口上も、終わりが近づいているのだろう。

			　徐々にだが、偽者のアキの口端が上がっていく。

			　早く言いたくて仕方ない。

			　深く濁ったその双(そう)眸(ぼう)が、爛(らん)々(らん)と輝きを増すようにさえ思えた。

			「でもね、たとえばもし、その感情があまりに大きいものだとしたら？　もし特定の誰かに向けられたものが、あまりに多く、根深いものだとしたら？」

			「……」

			　歪(ゆが)んだ笑みは、端正なはずの顔を酷(ひど)く醜いものへと変える。

			　だがそれすらも、不快感以上の感情を伴って、イリアの心を押し潰そうとする。

			　それは、その感情は、罪悪感。

			「ふふ。……もう分かるでしょ？」

			「……」

			　イリアは答えない。

			「そう。色々な生命が、あなたに対して感じた恐怖や怒りや憎しみは、あまりに大きく、多かった」

			　偽者のアキの、目の色が変わる。

			　比喩でなく、実際にくすみ濁った青色へ。

			「そして、あなた自身の怒りや悲しみが、その存在に一つの形を与えるほど……あなたの力は、強大だった」

			「……」

			　偽者のアキの、髪が変わる。

			　耳にかかる程度から長髪へ。その色は、酷(ひど)く傷んではいるが黄金色。

			「本来、特定のカタチを持たないはずだった魔物が、一つの姿を象(かたど)るほどの影響力……あなたが、私を生んだ」

			「……」

			　偽者のアキだった、その顔が変わる。

			　その耳は長く、まるで神が造ったかのような美貌の少女――

			「私は、あなた」

			　イリアと同じ、貌(かたち)をしていた。

			「あなたの、魔物」

			　美しいのに、どこか醜いその貌で微(ほほ)笑(え)み、彼女は告げる。

			「あなたを生かしてはおけないと、この世界が生み出した存在」

			　美しいのに、どこか耳障りなその声で囁(ささや)くように、彼女は告げる。

			「ねえ、イリア」

			　彼女は、告げる。

			「世界のために、死んで」

			「……嫌」

			　口にした声音は予想外に小さく、それが自身の現状を正確に教えることとなり、歯噛みする。

			　そんなイリアに対して、目の前の少女……魔物のイリアは微(ほほ)笑(え)みを絶やさない。

			　その笑みは、事が自身の思い通りに進むという余裕だろうか。それとも、イリアに対する嘲(あざけ)りだろうか。

			「……ふふ。でしょうね。分かってる」

			「……」

			　その声には、どこか同情が含まれていた。

			「でも、教えてあげる」

			　同情して尚、躊躇(ためら)うことなく突きつける言葉に同調して動いたのは、彼女の右後ろに控えていた人物。

			　深く被っていたフードを取り払って露わとなったのは、特徴的な髪と目の色、そして耳。

			　金色の髪と青の瞳(ひとみ)に、長い耳……その人物は、エルフだった。

			　こちらは正真正銘エルフの少年であり、イリア自身に見間違いが起きなかったことを考えれば、これまでの話に出ていた『エルフ』とは、彼のことを指していたのだろう。

			　だが、そんな予想にも頭が回らなかった。

			「っ……」

			　分かっていた。

			　イリアの魔物に接触してから、彼女にばかり注視していたのは、この事実から目を背けたかったからだ。

			　手入れのされていない傷んだ髪や、虚ろな目、これまでの年月での成長という変化はあっても、記憶と重なるその面影に、イリアは知らず、ほんの僅(わず)かに足を退く。

			「……シモン」

			　突いて出たイリアの声に、反応はない。

			　ただ焦点すら合わないような虚ろな目を向けるばかりで、まるでイリアをイリアと認識していないかのようだ。

			　まるで心が壊れ、魂(たましい)が抜け落ちているようではないか。

			「おかしいと思わなかった？」

			　イリアの魔物の声に意識を引き戻され、言葉の欠いた問いかけに困惑する。

			　そんなイリアを嘲(あざ)笑(わら)うかのように、その声は途切れることなく問いかける。

			「いくら相手が美少女だからって、発育途上の子供に大人も子供も欲情なんかする？　程度の差はあるけど、似たような状況、知ってるんじゃない？」

			「……」

			　イリアの脳裏に浮かんだのは、危うく教祖となりかけた村。

			　そして、ダークエルフの少女のこと。

			「そ。あの里の男はみんな、軽度の魅了にかかってたってわけ」

			　イリアの精神的な齟(そ)齬(ご)や肉体的な未熟さ、魅了対象への意識の有無。

			　そういった影響で効果こそ微々たるものではあったが、長期にわたる侵食により、異性だけがほんの僅(わず)かに魅了された。

			　答えを聞くまでもないと自ら語り、イリアの反応を見て一つ微(ほほ)笑(え)みを零(こぼ)す。

			　そして向かったのは、シモンの下。

			「ああ、可哀相なシモン」

			　仰(ぎよう)々(ぎよう)しく演技じみた動きで、抱きしめるかのようにシモンへと凭(もた)れ掛かる。

			　自分に似た、その姿で。

			　不愉快さを、不快感を催すイリアに視線だけを向け、「あなたさえ」と言葉を紡ぐ。

			「あなたさえいなければ、普通のエルフとして、恙(つつが)なく一生を過ごすことができただろうに」

			　侮蔑と嘲笑を隠そうともしない表情と声で、魔物は言う。

			「あなたという存在が、他人の人生を狂わせた」

			　だから死ね――と、突きつける。

			　それでも同調しない、心折れる様子のないイリアに、魔物はその表情に苦笑を混ぜた。

			「まだ足りない？　なら、ゲネクトって街は覚えてる？　ああ、あなたが独立を手伝ったから、ゲージィローティ国って言うべきかな？」

			「……」

			　表にこそ出さないが、覚えている。

			　むしろ、チートによって記憶力も桁外れな彼女は、無理やり忘れようとでもしなければ忘れることはない。

			　ワンクリックで開くフォルダのように、言われるまま瞬時に思い出し、苦々しく思う。

			　だが、独立を手伝った記憶はない。

			　思い出し、先程の内容との齟齬を理解しようと考えてしまう思考力もまた、今は鬱(うつ)陶(とう)しいとすら思ってしまう。

			　そして、そんな内心を察し、敢えて考える猶(ゆう)予(よ)を与えた後で、「あそこね」と告げる。

			「滅んだよ」

			「……」

			　意外には思わない。

			　そうでもなければ、今ここで言う意味がないから。

			　イリアを責める言葉には、ならないから。

			　そう理解してしまうから、同時にその言葉が真実であると、察してしまう。

			　認めてしまう。

			「独立した後折悪く、フェイアラクトの敵性国家だったディセラックの迎合派が内乱を起こしてね？　そこにたまたま居合わせたディセラックの要人を護るために、護衛として駐留していた彼(か)の国の軍が突入したんだって。フェイアラクトは当然防衛も介入もできないから、そのまま滅んで今はゲラックだって」

			　さらっと告げたその内容の、重さ。

			「あそこの伯爵さん、本当は独立なんてするつもりなかったみたいね。独立を謡(うた)ったりしたのは、結局フェイアラクトからの助成金を吊り上げるため。住民が迎合派に煽(あお)られて本気になっちゃったけど、どうせ何もできないって高を括ってたんでしょうね」

			　せめて本気でディセラックと通じてればね、と苦笑したその胸中が、イリアには理解できない。

			　正確には、理解したくない、というべきか。

			　そんな、半ば現実逃避の思考を遮(さえぎ)るように、「で・も」と茶目っ気を含めて魔物は言う。

			「あなたが来た」

			　大都市の暴徒を鎮圧する、という名目で集められた一個中隊を、事も無げにあしらって見せた一人の少女。

			　その強力無比な存在が与えた衝(しよう)撃(げき)はあまりに大きく、たとえその後に姿を見せずとも国は考慮せねばならず、伯爵もまた交渉を有利に進めたいがために「とうに去っている」と明かす理はない。

			「結果、独立し、ゲージィローティは再誕した。そして、大勢の人間が死んだ。大人も子供も男も女も、みーんな死んだ！」

			　ケラケラと笑う内容ではない。

			「あなたがいなければ、死ななかったのに！」

			　爛(らん)々(らん)と目を輝かせ、恍惚とした表情を浮かべるものでもない。

			「あなたがいなければ、死ななくてよかった生命がたくさんいた！」

			　見(み)目(め)麗(うるわ)しくも酷(ひど)く醜い自分の顔を捉(とら)えながら、イリアの目に魔物の顔は映っていない。

			　脳裏を過っていくのは、嫌というほど見た、死体。

			　愉しむために、お金のために、ただなんとなく、悪事に手を染めてきた者……確かにそんな人間や怪物ばかりだが、彼女はその手にかけてきた。

			　だが、悪事を働いたとして、それは彼女が殺して本当に良かったのだろうか。

			　然るべき場所で、然るべき相手に、然るべき処罰を受けるべきではなかったのだろうか。

			　そして、自分の行いで、散った命があるという。

			　魔物の口から告げられたものだけではない。誰かを助けるということは、別の誰かを助けないことでもある。たとえそれが、悪人でなかったとしても。

			　――自分のせいじゃない。

			　その一言で済ませるのは簡単だが、自分なら問題なく制御できたのではないか。

			　そう、彼女の力(チート)があれば。

			「あなたはこの世界にとっての異物。紛(まぎ)れ込んだ、紛い物。あなたという紛い物が、大勢の運命を狂わせた！　大勢の人間を！　生命を殺した！」

			　それは、彼女の負い目だった。

			　純粋な努力ではなく、神のような光からの、施しという名のズル(チート)。

			　力を伸ばせば伸ばすほど、他者への罪悪感も相(あい)俟(ま)って、周りから、世界から、孤立する。

			　孤立して感じるのは、自分という存在の意味、そしてそれに対する疑問だった。

			　――自分は、どうしてここにいるんだろう。

			　――自分は、どうして生まれ変わったんだろう。

			　――生まれ変わったのは、何か意味があるんだろうか。

			　――あの光は、私に何かをさせたかったんだろうか。

			　――もし、本当に意味があるのなら――

			　ふらふらと当てどもなく彷徨(さまよ)って、気(き)儘(まま)に奮っていい力なのだろうか、と。

			　もし何か意味があるのなら。

			　そして、魔物の言う通り、多くの無意味な死を招いてしまったのだとしたら。

			　――私は、間違っていたんだろうか。

			　生まれ変わったのに、間違えた。生まれ変わった意味を、違(たが)えた。

			　だとすれば。

			「……分かるでしょ？　あなたみたいな紛い物は、いちゃいけないの」

			　諭すように語りながら、一歩、また一歩と魔物は歩みを進める。

			　その手には、一振りの刃。

			　その意図は明らかだ。

			「世界のために死になさい」

			　しかし、イリアは動かない。

			「……」

			　考えて、考えて、考えて……思考の坩(る)堝(つぼ)から、抜け出せない。

			　抗う気力のないイリア。

			　迫る凶刃。

			　だが、

			「なっ……！」

			　それを受けたのは、シモンだった。

			　的確に心臓を貫(つらぬ)いた刃は、背中から刃先を覗かせている。

			　血が見る見るうちに広がって、傾く身体をイリアは受け止めた。

			　崩れ落ち、一緒に肺も切り裂かれたのか、シモンの口からは血が流れ出る。

			　しかしその目は変わらず虚ろで、焦点は合っていない。

			　さすがに予想外だったのか、思わずといった様子で距離を置いた魔物も、どこか忌(いま)々(いま)し気に彼女たちを見下ろしている。

			　直視することになった彼の身体は、思わず目を背けたくなるほど酷(ひど)い有様だった。

			　なぜ生きているのか分からない。

			　一度死んで蘇生して、再び宿るかも怪しいほどに摩耗した魂(たましい)。

			　どうして。

			　イリアの頭を、そんな疑問ばかりが支配する。

			　どうして、自分を助けたのか。

			　――私が狂わせた。私が傷付けたのに。

			　――私がいなければ、彼はきっと……、

			　なのに。

			　疑問ばかりが浮かんで、声にもならない混乱と悲しみ、それ以上の罪悪感の中でイリアは見つけた。

			　僅(わず)かに揺れる、その唇を。

			　イリアの力が捉(とら)えて見せた、その呟(つぶや)き。

			　そう、彼はただずっと呟(つぶや)いていた。

			「ごめん、イリア……ごめん、……ありがとう……、ごめん、イリア――」

			　それだけを、繰り返し、繰り返し。

			　まるで、それを伝えられなかったことだけが、心残りであるように。

			　そして、それだけが命の支えであるように……呟(つぶや)きが途切れると、そのほんの僅(わず)かな灯も、失われた。

			「……なに流されちゃってるんだろ、私」

			　ぽつりと零(こぼ)された、自嘲の言葉。

			「！」

			　ゾクリと全身が粟立つのを感じた魔物はその場から跳躍。

			　しかし一瞬遅く、地中から生えた剣が、その右脚を切断した。

			　さすがイリアの魔物、というべきか。

			　難なく着地したかと思えば、その瞬間には足が生えていた。

			　だが、その表情に余裕は一切存在しない。

			「……そうだよ。私は、この世界に紛(まぎ)れ込んだ紛い物」

			　期せず吐かれたイリアの同意。

			「なら――」

			「だからなに？」

			「なっ……」

			　直後の拒絶に言葉を失う。

			「確かに、私のせいで死んだ人や生き物はたくさんいる」

			　それは否定できない事実だろう。

			　だが、それは事実の半分でしかない。

			「でも、救われた命だってあるもん」

			「そ、それを自分で言う!?」

			　言うよ。

			　イリアは即答する。

			「だって、この力を悪いことに使おうなんて思ったこと、一度もないし」

			　それだけは胸を張って言える。

			　里を出たばかりの頃、荒れていたあの時でさえ、善人や無関係の人間に力を揮(ふる)った覚えはない。
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			『ありがとう』

			　

			　その言葉で思い出す、触れ合った人たちの感謝の言葉。

			　それぞれの顔を思い浮かべれば、誰もが笑顔を咲かせている。

			　その行為が、間違っているとは思えない。

			　そしてもう一つ存在する、彼女の中の確固たる意志。

			　それは、〝他人の都合〟で自分の意思を曲げないこと。

			　だから、

			「誰かの都合でなんて、死んでやらない」

			　イリアは、魔物の言葉を拒絶する。

			　同時にそれは、開戦の言葉だった。

			　確かな殺気を感じて、魔物が幾億もの魔術を掃射。

			　しかし、それらはイリアから放たれた魔術群を相殺できず、それ以上の弾幕が魔物に殺到する。

			　イリアの魔物。その力は人智の及ばないところにあり、純粋に人類へとその牙(きば)が向けば、一週間と持たずに人は滅びるだろう。

			　人類にとって幸いだったのは、他の魔物が生命にのみその牙(きば)を向けるように、イリアの魔物もまた、彼女と彼女を追い詰めることのためにだけその牙を向けたこと。

			　国が数百回は軽く滅ぶほどの破壊に曝(さら)されて、全ての魔術の発動が終わった後に残ったのは、身体のほとんどの部位を吹き飛ばされた魔物の姿だった。

			　既に魔力は底をつき、自己回復は限界を超えて機能しない。

			　それでも辛うじて生きているのは、偏(ひとえ)にイリアの魔物だからという他ない。

			　だが、その顔に浮かぶのは、笑み。

			「ふ……ふふ……。やっぱり強いなぁ……『私』って……」

			　勝てるとは思っていなかった。

			　いかにチートの力を幾分か引き継いでいるとはいえ、所詮は劣化。

			　だから、心を責めることにした。

			　それは滅び去る今この時をもっても、終わらない。

			　魔物はどこか自嘲するように宙を仰(あお)ぎ、でも、と言葉を紡ぐ。

			「……でも、覚えておいてね……。きっと……また、来るから」

			　そう。

			　同じように彼女が力を揮(ふる)うなら、再び自分は生まれ落ちる。

			　そして、その影響を、忘れないように告げておく。

			「あなたの……生まれた里に、悪魔が、行ったでしょ……？」

			「……」

			「……そうしたのは、私。悪魔を使って、ね」

			　里の人々にされたことを許す気はないが、それでも、不意に考えてしまうことがあった。

			　自分が生まれなければどうなっていたのだろうか。

			　もし自分がいなければ、あの家族は平和なままだったのでは、と。

			　――まぁ、悪魔が来た時点で詰んじゃうか。

			　そんなふうに結論付けていたが、一つだけしこりのようなものがあった。

			　それは、

			『ま、目的は達したからな。及第点ってやつだ』

			　という魔物の言葉。

			　結界は壊れたが、結晶柱は健在で、再び張り直すことはできる。森は焼けてしまったが、時間と魔術で再生可能。人の命も多く失われたが、すぐに追撃が来た様子はなく、命を奪うことが目的だったとも考えにくい。

			　だが、あれがイリアを結界に守られた里から追い立てるためのものだとしたら。

			　結晶柱は壊せず、悪魔自身もイリアに阻まれて消滅。

			　しかし、イリアの異端さを浮き彫りにして、周囲との軋(あつ)轢(れき)を生んだ。

			　そう考えれば、確かに及第点。

			　むしろ、イリアを精神的に追い詰めるものとしては、最善に次ぐ最良と言えるかもしれない。

			「生まれた、ばかりで……私も、力が、なかったから……、里に、ずっといられたんじゃ、あなたへの……悪感情は……溜まり、にくかったから……ね」

			　魔物自身が、もっと早く力をつけたかったから。

			　そんな事実は二の次だ。

			「私は……あなたが存在する限り、また……生まれるから」

			　これは、イリアの心を切り刻む刃ではない。

			　イリアの心にはめ込もうとする、軛(くびき)。

			「あなたを、殺すためになら……、なんでも……する……。……だか、ら――」

			　その先を告げることなく、魔物は霧(む)散(さん)。

			　だが、その意思は違うことなく伝わった。

			　残されたのは、一人の少女と、冷たくなった一人の少年。そして、周囲に刻まれた破壊痕。

			　その傷痕こそ夥(おびただ)しいものの、実際の戦闘時間は極(ごく)僅(わず)か。

			　結果は圧勝と言ってよく、たとえ再び現れたとしても問題はない。

			　その存在を知っている今ならば、生み出された直後を狙うという対処も取れる。

			（でも……）

			　もう、誰も殺したくない。

			　確かに結果は圧勝で、イリアの身体には傷一つついていない。

			　しかしその心には、大きな傷が刻まれた。

			「……ごめんなさい」

			　自分のせいで死んでしまった彼(ひとたち)に、どう償えばいいのだろう。

			　全部、自分のせいだった。

			　自分の行動が生み出して、多くの犠牲を出してしまった。

			　死ぬのは間違っていると分かってる。

			　自分の意思の範(はん)疇(ちゆう)ではないし、他人の意思で死んでやるつもりはない。

			　それよりなにより、ここで今死んでも、自分のせいで死んだ者たちが甦るわけではないと分かっているから。

			　でも、そう頭では思えても、心は簡単には割り切れない。

			「ごめんなさい……」

			　冷たくなってしまった幼馴染。

			　もう、彼から罰(ばつ)を与えられることはない。

			　なら、どうすれば許されるのだろう。

			「……ごめんなさい……」

			　分からず、ただ頭を垂れて許しを請(こ)う。

			　地に落ちる染みがいつしか乾いても、少女はその場から動くことができなかった。

			　

			　

			　それから、どれだけの時が過ぎただろうか。

			　イリアの旅は、より明確な目的をもって再開された。

			　彼女の目的は、彼女が求めるのは、安心安全、平穏無事に過ごせる安息の地。

			　これまでの旅で見つけた候補地を訪れては、問題を見つけたり問題に巻き込まれたりを経験し、ここではなかったと旅立つことの繰り返し。

			　それだけで済むならば、やっていることはイリアの魔物と出会う前と変わらない。

			　しかし、明らかな変化があった。

			　殺せない。

			　誰かが危険な目に遭っていれば問題はなかった。

			　ただ、一人で遭(そう)遇(ぐう)した際には、殺そうとして、できなかった。

			　ここで殺せば、またあの魔物が生まれる。

			　自分一人に向かってくるなら構わない。

			　しかし、その影響が周りにまで及んでしまえば――。

			　旅を続けるうちに、本当に倒さなければならない相手であれば、問題なく倒すことができるまでには改善した。

			　それでも、彼女は求める。

			　もう殺す必要のない、平穏無事でいられる場所を。

			　そして、彼女は辿(たど)り着く。

			　ロンドヴィルという王国の、リュネヴィルという一つの街に。

			　そこは以前訪れた時よりも、雰囲気が良くなっていた。街に巣くっていた盗賊ギルドが排除されたばかりの頃よりも、街行く人々に笑顔が見られる。

			　それは、解放という喜びで終わらず、将来への希望を抱けるだけ統治が行われているという証拠だろう。

			　周囲に危険な存在はおらず、周辺諸国との関係も良好。

			　――ここにしようかな。

			　そう考えたイリアが向かった先は、街にあるギルド支部。

			　依頼を受けるためではなく、その支部長に会うことが目的だった。

			　ただ世俗を離れるように隠(いん)遁(とん)し、平穏な生活を送ることができればそれでいいのか？

			　それは違う、とイリアは思う。

			　戦闘以外の方法で、この平穏が続くように努力するべきだ――と。

			　戦闘行為ができないならば、戦闘する人間を補助すればいい。もし弱いのならば、育ててしまえばいい。

			　それができるだけの力が、自分にはあるのだから。

			　自分のために他者を利用する罪悪感に苛(さいな)まれながら、そのまま支部へと足を踏み入れたイリアは、掲示板に貼られた一枚の紙に注目する。

			　それは、彼女にとってとても都合のいい内容だった。

			「いらっしゃ――わぁっ！　なんかかわいい子が来た！」

			　受付に立つ、猫の獣人の子がイリアを見て驚いているが、支部の中は閑散としているため、注目するような視線は今更気にするほどのものでもない。

			　獣人の少女の声を聞きつけたらしく、奥から現れたのは一人の男性。

			　その人物の肩書を自らの目で確認したイリアはお辞儀を一つ。

			　そして、

			「こちらで働きたいのですが――」

			　彼らに願い出る。

		

	
		
			[image: 237.jpg]
		

	
		
			　

			終章　旅の終わる場所

			　

			　面接に使った部屋で資料を纏(まと)めていると、入室してくる男性の姿があった。

			「お疲れ。どうだった？」

			「みんないい子たちばかりでした」

			「そっか」

			　一安心、というように一息入れて、男性……フランクは部屋の窓から街を見下ろす。

			「大きくなったな。この街も」

			「そうですね……」

			　あれから、長い月日が過ぎた。

			　街は大きく変わり、住民も訪れる人間も比べるまでもなく増えている。

			　そこかしこに笑顔が溢(あふ)れ、魔物は相変わらず発生するが、悲観する者は一人もいない。

			「久しぶりに試験なんかしたからかな。イリアが来た時のことを思い出した」

			　リアがはしゃいでいると思いホールに顔を出してみれば、そこにいたのはエルフの少女。

			　それも、支部で働きたいというのだから、混乱するなという方が難しい。

			「リアは初めての後輩だったから喜んでたな」

			「そうなんですか？」

			「ああ。まぁ、業務はすぐ抜かれたけど」

			　はは、と乾いた苦笑しか出ないイリアに、「そのせいかな」とフランクは続ける。

			「イリアが来てから、この街はどんどん変わっていった気がする」

			「そうでしょうか。フランクさんとエクトルさんの尽力のおかげだと思いますが」

			　動揺を隠したイリアの言葉に、エクトルはともかく自分はどうかな、とフランクは軽く笑った。そしてそれは謙遜というよりも、話の主題ではなかったのだろう。

			　フランクはイリアに顔を向け、穏やかな笑みを浮かべながら言った。

			「ありがとうな。今更聞き飽きただろうけど、君がいてくれたおかげでここまで来れた」

			　その言葉からは、魅了されているような異常は見られず、目が、口調が、表情が、全てが本心だと語っていた。

			　だからこそ、やめて欲しい、とイリアは思う。

			　イリアは街のほとんどの人間に顔を知られている。

			　誰かが街の立役者だと言い、誰かが女神だのと囃(はや)し立てるのは間々あることだ。

			　しかし、彼らは知らない。

			　イリアが、彼らを利用していることを。

			　イリアが、過去にしてきたことを。

			　自分の意思を信じて振る舞い、そして絶望した、黒歴史を。

			　だから、いつまでも消えない罪悪感を時折思い出し――平穏な日々に安(あん)堵(ど)する。

			　そしてまた、自分自身に嫌(けん)悪(お)する。

			　けれど、だからこそ分かることもある。

			　――私は、皆に生かされてる。と。

			「こちらこそ、ありがとうございます」

			　皆の感謝があったから、皆の笑顔があったから、あの時生き延びることができたから。

			　皆との繋がりがあったから、今、こうして生きている。

			　そんなふうに思っても、言葉にしなければ伝わらない。

			　だから、突然の感謝の言葉にフランクが疑問符を浮かべるのは当然だ。

			「何がだ？」

			「それは勿(もち)論(ろん)――」

			　好きだと思えるこの街に、

			　守りたいと思えるこの場所に、

			「雇っていただいたことに、です」

			　居場所を与えてくれたから。

			　この世界に来た理由。

			　この力を得た理由。

			　分からないこと、知らないことはまだまだ多く、力があっても迷ってしまう自分が情けない。

			　

			　それでも、

			　――この街に来てよかった。

			　それだけは、自信をもって言い切れる。

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　このあとがきを書いている二〇一八年八月現在、小説家になろうを賑(にぎ)わせていたタイトル風に書けば『化け物扱いでエルフの里を追い出されたチート転生者だけど、気が付いたら街を裏で操る受付嬢になっていた』という感じでしょうか。

			　読んでいただける気がしませんね。

			　そもそも裏で操ってないじゃないか、とタイトル詐欺でお叱りを受け、しかし恐らく初めて感想をもらったことでへこみつつも喜び勇み、長文で返信をして気持ち悪がられる、というところまで想像できました。

			　やらなくてよかった。

			　

			　冗談はさておき、受付嬢要素がほとんどない五、六、七巻でしたが、この三巻で「受付嬢に至るまでの物語」ということでなんとかお許しください。

			　五巻が転生してから一度どん底までへこみ、そこから持ち直すまで。

			　六巻は持ち直した後の旅の様子。（二．五巻は色々と自重を知ってからの旅の様子）

			　そして七巻は、再びへこんで受付嬢を選ぶまでの物語でした。

			　そんな感じで精神的に上下するイリアですが、特にへこむことなく物語が進んだ場合、イリアの性格は六巻のものが一番近いと思います。

			　明るく楽しく旅をして、でもきっとなにかしらやらかすのがイリアの残念なところですが。

			　そんな残念なイリアをへこませる前日譚でのラスボスの一つの姿として、五巻で登場したキャラの姿を使いましたが、これは三弥様が描いてくださった五巻のイラストを見た際に、この巻だけで終わらせるのは勿体ないと感じたからでした。

			　……とはいっても数年後の姿ですし、そこがイラストになるとは限らないと気付いたのは、原稿を書き上げて提出した後でした。遅すぎですね。

			　

			　自らのアホさや遅筆っぷりや引き出しの少なさに絶望しながらも、ここまで漕ぎ着くことができたのは、読んでくださった方々と、いただいたお言葉の数々のおかげです。

			　

			　最後まで素晴らしいイラストを描いてくださった三弥様、担当編集荒田様をはじめ、デザインや校正など、文庫『ギルドのチートな受付嬢』に関わる全ての皆様、そしてこの本を手に取ってくださった皆様に、この場を借り、改めて深く御礼申し上げます。
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